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1201年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾝｶﾞｽ｣(~1205年)
1201年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Ari DevaAri Deva (Ari Malla1世)｣(~1216年)
1201年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Arideva Arimalla｣
1201年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<建国>ｻﾞｶﾘﾄﾞ･ｱﾙﾒﾆｱ(~1360年/1236年までｸﾞﾙｼﾞｱの宗主権下､その後､ﾓﾝｺﾞﾙとｲﾙ･ﾊﾅﾃ
  の下)
1201年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｶﾀﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｽ･ｱﾙ=ﾊｻﾆ･ｱﾙ=ｱﾗｳｨ｣(~1220年息子に殺される)
1201年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱﾝﾃｨｵｷｱ公｢ﾎﾞｴﾓﾝ3世｣
1201年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｷﾞｭﾗ･ﾊｰﾝ｣(1回目~1202年)
1201年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ司教｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世ﾌｫﾝ･ﾌﾞｸｼｭﾍﾌﾃﾞﾝ｣ﾘｶﾞ市を建設(⇒1207年､ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公~122901
  17)
1201年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾙﾄｩｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙﾄｩｸ･ｱﾙｽﾗｰﾝ･ﾅｰｼﾙ｣(~1239年)
1201年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱﾝﾃｨｵｷｱ公｢ﾎﾞｴﾓﾝ4世｣ﾄﾘﾎﾟﾘ伯(~1216年)
1201年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ5世｣(~1260年死去)
1201年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ･ｵｽﾛ｣(~1202年)
1201年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||西ｱﾌﾘｶでﾖﾙﾊﾞ族のﾍﾞﾆﾝ王国の形成が始まる
1201年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||13世紀､ﾀﾋﾁ人がﾊﾜｲに移住
1201年2月5日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|正治3年|金華山頂に鎌倉幕府執事二階堂行政が砦を築く(→稲葉山城
  →岐阜城/岐阜県)
1201年2月5日-08:00|中国|  ||大理･鳳歴1年|後理国の英宗亨天帝段智廉が鳳歴と改元
1201年2月5日-08:00|中国|  ||宋･嘉泰1年|南宋の寧宗が嘉泰(-1204年)と改元
1201年2月5日-08:00|中国|  ||金･泰和1年1月1日|金の章宗が泰和(-1208年)と改元
1201年2月27日-09:00|日本|京都府京都市|正治3年1月23日|<建仁の乱>夜､御家人城長茂が三条大路南･東洞院大
  路東に所在する小山朝政(梶原景時追放の首謀者の一人)の邸宅を襲撃,朝政は不在であり､長茂は朝政邸の郎
  党らと戦ったのちに留守邸から引き上げた
1201年3月1日-09:00|日本|  ||正治3年1月25日|<死去>式子内親王(53歳)後白河天皇の皇女､賀茂斎院
1201年3月19日-09:00|日本|  ||建仁1年2月13日|建仁に改元
1201年3月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾔﾛｽﾜﾌ｣
1201年3月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世ｳﾞｨｿｷ｣(~12011207死去)
1201年3月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ3世｣ﾌﾗﾝｽ北部のﾄﾛﾜで急死､22歳
1201年3月28日-09:00|日本|奈良県|建仁1年2月22日|<建仁の乱>城長茂らは鎌倉勢と戦って敗れ､長茂とその郎
  党新津四郎以下が吉野の奧で討たれ､5人が捕虜にされた
1201年4月4日-09:00|日本|京都府京都市|建仁1年2月29日|<建仁の乱>城長茂の甥で有力な残党であった城資家･
  資正兄弟と奥州藤原氏の生き残りで幕府の食客となっていた藤原高衡が追討を受けて誅殺された
1201年4月14日-09:00|日本|京都府京都市|建仁1年3月10日|卯刻地震あり｡若宮大路西頬焼失
1201年4月28日-09:00|日本|千葉県千葉市|建仁1年3月24日|<死去>下総国千葉城主･千葉常胤/84歳.子の千葉介
  胤政が継ぐ
1201年5月5日-09:00|日本|新潟県胎内市|建仁1年4月2日|<城資盛･越後の反乱>城資盛(長茂の甥)が越後国で城
  郭を構えて鳥坂城に立て籠もる/佐渡･越後両国の御家人らが襲撃するも､抵抗をうけてことごとく敗北
1201年5月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ4世｣ﾃｨﾎﾞｰ3世の息子(⇒1234年ﾅｳﾞｧﾙ王｢ﾃｵﾊﾞﾙﾄﾞ1世｣~
  12530708死去)
1201年6月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾉ公｢ｽｳﾞｧﾄﾌﾟﾙｸ｣ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯領に編入
1201年6月3日-09:00|日本|  ||建仁1年5月|古来風体抄(藤原俊成)完成
1201年6月11日-09:00|日本|新潟県胎内市|建仁1年5月9日|佐々木盛綱が越後国において反乱した城資盛を討伐
1201年6月22日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ﾊﾙﾙ ｷﾞｽﾞﾗﾙｿﾝ｣(~1210年)
1201年7月5日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲﾗｸ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ､ｼﾘｱ､ｲﾗｸで地震､死者3万人
1201年7月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世の妻ｱﾆｪｽ･ﾄﾞ･ﾒﾗﾆｰ(1180~)
1201年7月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ公｢Gruffydd ap Rhys｣
1201年7月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾙｼﾞｬﾝﾆ家への処遇のことでﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟとｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｮﾝが対立して
  戦争になるが､この日ｼﾞｮﾝはﾙｼﾞｬﾝﾆ家の者を捕虜にし､母のｱﾘｴﾉｰﾙを救出
1201年8月1日-09:00|日本|  ||建仁1年7月|<任命>土佐国守護｢豊島朝経｣(~建仁3(1203)年8月)
1201年8月27日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建仁1年7月27日|和歌所設置し､定家ら寄人となる
1201年9月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾚﾝﾇ女公･ﾚﾝﾇ伯｢ｺﾝｽﾀﾝｽ｣40歳
1201年9月9日-09:00|日本|  ||建仁1年8月11日|<建仁元年関東暴風雨､高潮災害>午前中から降り続いた激しい
  雨に加え,昼過ぎからは強風が吹き荒れ村里では風や洪水によって家々が倒壊/沿岸部では船の転覆が相次ぐ/
  鎌倉では鶴ヶ岡八幡宮寺の廻廊や八足門をはじめいたる所の仏閣や塔,廟などが倒壊し,市中に無事な家屋な
  ど万に一つも無いという状況/現在の東京湾北部沿岸部では高潮が押し寄せて家屋と共に千余人の人が流され
  た
1201年9月21日-09:00|日本|  ||建仁1年8月23日|<建仁元年関東暴風雨>またも暴風雨が吹き荒れ,この二度の暴
  風雨によって稲作などに大きな被害
1201年10月29日-09:00|日本|広島県尾道市|建仁1年10月|快慶作木造阿弥陀如来坐像(瀬戸田耕三寺蔵)成る
1201年11月29日-09:00|日本|広島県安芸郡府中町|建仁1年11月2日|木造薬師如来坐像(府中道隆寺蔵)成る
1201年12月2日-09:00|日本|京都府京都市|建仁1年11月5日|六角堂焼亡
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1201年12月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ公･ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世ｳﾞｨｿｷ｣
1201年12月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾍﾝﾘｸ1世ﾌﾞﾛﾀﾞﾃｨ｣(~1202.1)兼ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公(~12380319死去)
1201年12月27日-09:00|日本|奈良県奈良市|建仁1年12月|興福寺帝釈天像(定慶)できる
1201年12月29日-09:00|日本|  ||建仁1年12月3日|<再任>阿波国守護｢佐々木経高｣(~不詳､次に高重が就任~承久
  3(1221)年6月14日死去)
1202年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ王｢Kalyanavati｣ﾆｯｻﾝｶ･ﾏｰﾗの王妃(~1208年)
1202年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾊﾞｸ軍がｾｰﾅ朝を撃破
1202年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ｲｴﾒﾝ･ﾍｼﾞｬｽﾞ)ｱﾐｰﾙ｢ｱﾝ=ﾅｰｽｨﾙ｣ｱﾙ=ﾑｲｯｽﾞ･ｲｽﾏｰｲｰﾙの兄弟(~1214年)
1202年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ｣(1回目~1206年)
1202年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｵｰｳﾞﾙﾁ公｢ﾘｭｰﾘｸ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1203年)
1202年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾘ3世｣(1度目~1202年)
1202年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ｵﾚｸﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1204年死去)
1202年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ･ｾｳﾞｪﾙｽｷｰ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1204年)
1202年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ﾎﾞﾝｺﾝﾃ1世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣
1202年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ﾎﾞﾝｺﾝﾃ1世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣(~1242年死去)
1202年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ5世｣(~1260年)
1202年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾎﾝﾄ･ﾊﾟｽﾞﾏﾆ｣(1度目~同年)
1202年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢Albert4世｣(~12530722死去)
1202年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｶ･ﾈﾝﾍﾞﾘｼﾞｬｰｸ｣(~1204年)
1202年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ大公｢ｳﾞｶﾝ･ﾈﾏﾝｼﾞｯﾁ大公｣ｽﾃﾌｧﾝ･ﾈﾏﾆｬの長男/弟ｽﾃﾌｧﾝを打倒(~1204年､弟ｽ
  ﾃﾌｧﾝに敗れる)
1202年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾚｼｪｸ1世ﾋﾞｬｳｨ｣
1202年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾐｪｼｭｺ3世ｽﾀﾙｨ｣(~3.13死去)
1202年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｻﾞﾗ/ｻﾞﾀﾞﾙ支配(~1209年)
1202年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾌｨﾘｯﾌﾟ2世はﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰを没収した領地と宣言(1204.6までに､ﾁｬﾝﾈﾙ諸島を除いて
  ﾌﾗﾝｽ軍がﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰを征服)
1202年-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱはｲﾋﾟﾛｽの一部(~1230年4月)
1202年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<解任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｱﾙﾃｭｰﾙ1世(ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公ｱｰｻｰ･ｵﾌﾞ･ﾌﾞﾘﾀﾆｰ)｣叔父ｼﾞｮﾝ王により幽閉(12
  03年に行方不明)
1202年1月-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾐｪｼｭｺ1世ﾌﾟﾛﾝﾄﾉｷﾞ｣(~12110516死去)
1202年1月19日-09:00|日本|  ||建仁1年12月24日|<死去>藤原多子(62歳)近衛天皇の皇后､二条天皇の妃
1202年1月20日-08:00|中国|  ||金･泰和1年12月25日|金､新定律令･勅条格式を頒かつ
1202年1月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|建仁1年12月27日|快慶作の東大寺僧形八幡像･開眼
1202年1月26日-09:00|日本|京都府京都市東山区|建仁2年|この年僧栄西建仁寺を創建<臨済宗建仁寺派大本山>
1202年1月26日-09:00|日本|三重県伊賀市|建仁2年|この年僧重源伊賀国新大仏寺を創建
1202年1月26日-08:00|中国|  ||宋･嘉泰2年|南宋の謝深甫らが｢慶元法事類｣を編纂
1202年1月26日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾁﾝｷﾞｽ･ﾊｰﾝがﾀﾀｰﾙ部を討滅
1202年2月8日-09:00|日本|群馬県|建仁2年1月14日|<死去>河内源氏･新田義重(68歳)
1202年2月11日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ(2世)｣
1202年2月11日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼﾊｰﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ(3世)｣ｻｰﾑ1世の子(~12060315死
  去)
1202年3月9日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｽｳﾞｪﾚ･ｼｸﾞﾙﾄﾞｿﾝ｣
1202年3月9日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰｺﾝ3世ｽｳﾞｪﾚｯｿﾝ｣(~12040101没)
1202年3月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾐｪｼｭｺ3世ｽﾀﾙｨ｣
1202年3月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ3世ﾗｽｺﾉｷﾞ｣ﾐｪｼｭｺ3世の息子/ｳﾞｨｴﾙｺﾎﾟﾙｽｶ公(~1
  206年退位~12311103死去)
1202年4月4日-09:00|日本|奈良県奈良市|建仁2年3月10日|興福寺梵天像(定慶)できる
1202年4月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｼｭ伯｢Geoffrey3世｣
1202年4月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｭ伯｢Thomas｣(~12170520死去)
1202年4月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世が､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｮﾝに対してﾌﾗﾝｽ王国内の所領没収
  を宣言
1202年5月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾘｰ伯｢ﾊﾒﾘﾝ･ﾄﾞ･ﾜｰﾚﾝ｣
1202年5月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾜｰﾚﾝ｣(~12400527死去)
1202年5月10日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｱｻﾞﾑ･ｼｬｰ｣
1202年5月10日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~12371023死去)
1202年5月20日-02:00|ﾚﾊﾞﾉﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||ﾚﾊﾞﾉﾝ･ｼﾘｱ･ｲｽﾗｴﾙで地震(M7.7)､死者数千人
1202年5月24日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建仁2年5月2日|源頼家､兄弟相論の訴訟法を制定
1202年6月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世､ｲｷﾞﾘｽ領｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公領｣に侵攻し､ﾌﾗﾝｽ北部のｳｰ､ｵﾏｰﾙ､ﾄﾞﾘ
  ｱﾝｸｰﾙ､ﾊﾟﾘの北西約100㎞のﾘﾖﾝ･ﾗ･ﾌｫﾚ､ﾓﾝﾄﾒｰﾙ､ｸﾞｰﾙﾈｲ､ｱﾙｸに進む
1202年7月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世の娘ﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｽと婚約した｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｣ｱﾙﾃｭｰﾙ(ｱｰｻｰ)1世､ﾌﾗﾝｽ王
  ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世に｢臣従の誓い｣を行う
1202年8月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ｲﾝｹﾞ2世ﾏｸﾞﾇｯｿﾝ｣
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1202年8月9日-09:00|日本|  ||建仁2年7月20日|<死去>寂蓮(64歳)歌人､僧
1202年8月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｳﾙﾘｯﾋ2世｣
1202年8月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ｣(~12560104死去)
1202年8月11日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建仁2年7月22日|<任命>鎌倉幕府第2代征夷大将軍｢源頼家｣
1202年8月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天嘉宝祐1年8月|大越･李朝の高宗李龍翰が天嘉宝祐と改元(-1205年旧3
  月)
1202年9月13日-09:00|日本|  ||建仁2年8月26日|<死去>守覚法親王(53歳)後白河天皇の皇子､真言宗の僧
1202年10月7日-09:00|日本|愛知県稲沢市|建仁2年9月20日|沙弥行西ら､仏師僧寛慶に尾張国無量光院の阿弥陀
  三尊坐像を造立させる
1202年11月12日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾇｰｽﾞ6世｣(誕生1168年)
1202年11月12日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世｣ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公.ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ1世とﾐﾝｽｸ公女ｿﾌｨｰの
  次男(~12410328死去70歳)
1202年11月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||第4回十字軍がｻﾞﾗを占領
1202年11月23日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾞﾀﾞﾙは第4回十字軍でｳﾞｪﾈﾂｨｱに破壊された
1203年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾃﾑｼﾞﾝがｹﾚｲﾄのｵﾝ･ﾊｰﾝを降し､ﾅｲﾏﾝのﾀﾞﾔﾝ･ﾊｰﾝを滅ぼす(～1204)
1203年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ/ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｸﾒｰﾙ･ｶﾝﾎﾞｼﾞｱがﾁｬﾝﾊﾟを併合(~1220年)
1203年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Trailokya-Varman｣(~1245年)
1203年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||東ﾍﾞﾝｶﾞﾙの仏教寺院がｺﾞｰﾙ朝のｲｽﾗﾑ軍によって破壊
1203年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾑｰﾛﾑ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾕｰﾘｴｳﾞｨﾁ｣
1203年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾑｰﾛﾑ公｢ｲｰｺﾞﾘ･ﾕｰﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~)
1203年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｳﾞｨｼｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1205年)
1203年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯･ﾅﾝﾄ伯｢Arthur｣
1203年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ伯｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世｣ﾃﾞﾝﾏｰｸ王(~12270722)
1203年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ3世｣ﾎﾙｼｭﾀｲﾝをｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世に譲渡
1203年-01:00|ﾁｬﾄﾞ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||西ｱﾌﾘｶでｶﾈﾑおよびﾎﾞﾙﾇｰ､ｾﾌﾜ朝の支配下に置かれる
1203年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾃﾞｭﾗｯﾂｫをｳﾞｪﾈﾂｨｱが統治(ﾄﾞｩﾗｯﾂｫ公国)(~1213年)
1203年-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ｺｿﾎﾞ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱ(~1220年頃)､ｺｿﾎﾞ(~1246年)はﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの一部
1203年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾏｰ伯｢ｼﾞﾙ･ｸﾘｽﾄ｣
1203年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ｺﾝﾁｮﾊﾞｰﾙ･ﾙｱﾄﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1203年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾏｰ伯｢ﾄﾞﾉﾎｰ｣(~1244年死去)
1203年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Gregory Balizan｣(~1206年)
1203年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾌﾛｰﾚﾝｽ･ｵﾌﾞ･ﾎﾗﾝﾄﾞ｣(~1210年)
1203年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾐｭｱﾁｬﾙﾀｯﾊ･ﾀﾞﾙ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣(~1210年没)
1203年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||ｿｿ王国のｽﾏﾝｸﾞﾙが支配権を拡大
1203年1月2日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｷｴﾌ大公｢ﾘｭｰﾘｸ2世｣(~1204年),｢ﾛﾏﾝ･ﾑｽﾃｨｽﾗｰｳﾞｨﾁ｣(~12050619死去)､｢ﾛｽ
  ﾁｽﾗﾌ2世｣(~1206年)
1203年2月8日-09:00|日本|京都府京都市|建仁2年12月25日|<就任>摂政:九条良経(~元久3年3月7日在官中に薨御
  )
1203年2月11日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ(2世)｣
1203年2月14日-09:00|日本|  ||建仁3年|<任命>伊予国守護｢佐々木盛綱｣(~不詳)
1203年2月14日-09:00|日本|愛媛県西条市|建仁3年|忽那兼平､風早郡忽那島に長福寺を建立
1203年4月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ｱﾝｼﾞｭｰ伯･ﾒｰﾇ伯｢ｱﾙﾃｭｰﾙ1世｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王位継承者ｱｰｻｰ･
  ｵﾌﾞ･ﾌﾞﾘﾀﾆｰ､ｼﾞｮﾝ王派によって暗殺される/16歳
1203年4月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｱﾘｯｸｽ｣兼ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ女伯｢ｱﾘｯｸｽ･ﾄﾞ･ﾄｩｱｰﾙ｣ｺﾝｽﾀﾝｽ女公とｷ
  ﾞｰ･ﾄﾞ･ﾄｩｱｰﾙの娘(~12211021死去21歳)
1203年4月26日-09:00|日本|  ||建仁3年3月13日|<死去>静恵法親王(40歳)後白河天皇の皇子
1203年6月-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾌｫﾝｿ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣(~1206年辞任)
1203年6月29日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建仁3年5月19日|源頼家,父頼朝の弟阿野全成を謀反の疑いで大倉
  御所に監禁
1203年7月5日-09:00|日本|茨城県|建仁3年5月25日|阿野全成(頼朝の弟)は常陸国へ配流
1203年7月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾘｰ女伯｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ･ﾄﾞ･ﾜｰﾚﾝ｣
1203年7月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ3世ｱﾝｹﾞﾛｽ｣(~1211年死去)
1203年7月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ｲｻｷｵｽ2世ｱﾝｹﾞﾛｽ｣息子のｱﾚｸｼｵｽ4世に助け出され復位(~120401
  28死去)
1203年7月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||第4回十字軍がｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙを攻撃開始
1203年8月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ4世ｱﾝｹﾞﾛｽ｣ｲｻｷｵｽ2世ｱﾝｹﾞﾛｽとｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ1世ｺﾑﾈﾉｽの娘ｴｲﾚ
  ｰﾈの子.共同皇帝として(~12040208死去)
1203年8月1日-09:00|日本|茨城県|建仁3年6月23日|源頼家の命により八田知家が阿野全成(頼朝の弟)を誅殺
1203年9月2日-09:00|日本|京都府京都市東山区|建仁3年7月25日|京にいた阿野頼全(頼朝の弟阿野全成の子)が
  東山延年寺で誅殺される
1203年9月10日-09:00|日本|  ||建仁3年8月4日|<任命>土佐国守護｢三浦義村｣(~延応元(1239)年12月5日死去)
1203年10月3日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建仁3年8月27日|源頼家の容体が危篤と判断されたため家督継承措
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  置､関西三十八ｶ国の地頭職は弟の千幡に､関東二十八ｶ国の地頭職並びに諸国惣守護職が嫡男の一幡によって
  継承
1203年10月8日-09:00|日本|  ||建仁3年9月2日以降|<任命>信濃国守護｢北条義時｣(~1221年)
1203年10月8日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建仁3年9月2日|<死去>信濃国守護｢比企能員｣北条時政邸で天野遠
  景･仁田忠常に謀殺される
1203年10月8日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建仁3年9月2日|<比企能員の乱>北条政子の命により北条義時を大
  将とする北条泰時､平賀朝雅､小山朝政､同宗政､同朝光､畠山重忠､榛谷重朝､三浦義村､和田義盛､同常盛､同景
  長､土肥維平､後藤左衛門尉信康､所右衛門尉(藤原)朝光､尾藤知景､工藤行光､金窪行親､加藤景廉､同景朝､仁田
  忠常らの軍勢が一幡(源頼家嫡男)の邸である小御所に立て籠もった比企一族(能員の子比企三郎､同四郎時員､
  同五郎､猶子の河原田次郎､娘婿の笠原十郎親景､中山為重､糟屋有季)を攻め､比企側は館に火を放ち自決し､一
  幡も炎の中で死んだ.能員の嫡男比企余一郎兵衛尉は女装して戦場を抜け出したが､道中で加藤景廉に首を取
  られた.夜に入って能員の舅渋河兼忠が誅殺された
1203年10月9日-09:00|日本|千葉県|建仁3年9月3日|比企能員与党の探索が行われ､能員妻妾ならびに能員の末子
  である2歳の男子は和田義盛に預けられ､安房国へ配流となった
1203年10月10日-09:00|日本|  ||建仁3年9月4日|<解任>若狭国守護｢津々見忠季｣比企能員の変に連座所領没収
1203年10月10日-09:00|日本|  ||建仁3年9月4日|<解任>大隅･薩摩･日向国守護｢島津忠久｣比企能員の連座でを
  没収
1203年10月10日-09:00|日本|  ||建仁3年9月4日|<任命>薩摩国守護｢北条時政｣
1203年10月10日-09:00|日本|  ||建仁3年9月4日以降|<任命>若狭国守護｢北条義時｣(~1220年)
1203年10月12日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建仁3年9月6日|比企能員追討の恩賞のため､仁田忠常が時政の名
  越邸に呼ばれるが､帰宅の遅れを怪しんだ忠常の弟達が北条義時の元へ押しかけ､忠常と弟2人は誅殺された
1203年10月13日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建仁3年9月7日|頼朝･政子次男千幡(實朝)12歳に征夷大将軍の勅
  許/鎌倉殿(鎌倉幕府)3代将軍
1203年10月16日-09:00|日本|  ||建仁3年9月10日|<就任>初代鎌倉幕府執権｢北條時政｣(~元久2年閏7月19日)
1203年11月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾃﾞｨﾙｸ7世｣
1203年11月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢Ada｣(~1207年),｢Louis2世｣(~1206年),｢ｳｨﾚﾑ1世｣(~12220204死
  去)
1203年11月4日-09:00|日本|静岡県伊豆市|建仁3年9月29日|源頼家が北条時政に修善寺に幽閉される
1203年11月8日-09:00|日本|  ||建仁3年10月3日|<任命>京都守護･山城国守護｢平賀朝雅｣(~元久2年(1205年)閏7
  月26日)
1203年11月8日-09:00|日本|奈良県奈良市|建仁3年10月3日|運慶と快慶が東大寺南大門の金剛力士像二体を完成
1203年11月30日-09:00|日本|  ||建仁3年10月25日|<再任>薩摩･大隅･日向国守護｢島津忠久｣(~嘉禄3(1227)年6
  月8日死去､以後､忠時､久経､忠宗､貞久と続く~1336年)
1203年12月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||意欲を失ったｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｮﾝがﾌﾗﾝｽ王に圧迫され､ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨを離れｲﾝｸﾞﾗ
  ﾝﾄﾞへ向かう/ｼﾞｮﾝはこののち再びﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨに戻ることはなかった
1204年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｮｰﾗ朝のｸﾛｰﾄｩﾝｶﾞ3世がﾊﾞｰﾝﾃﾞｨｱ朝に遠征
1204年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Uthman Ulugh Sultan｣(~1212年)
1204年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Fariburz2世｣
1204年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Farrukhzad｣(~1204年死去)⇒｢Gushtasb1世｣(~12
  25年死去)
1204年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Malik Hazarasp｣(~1248年)
1204年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ｵﾚｸﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1204年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ﾏﾙｺ1世ｻﾇｰﾄﾞ｣(~1227年)
1204年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽの専制君主｢ﾐﾊｲﾙ1世ｺﾑﾆﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1215年)
1204年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1206年退位)
1204年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾛﾆｷ王国国王｢ﾎﾞﾆﾌｧﾁｵ1世･ﾃﾞｨ･ﾓﾝﾌｪﾗｰﾄ｣建国(~12070904戦死)
1204年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ･ｾｳﾞｪﾙｽｷｰ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1212年)
1204年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｸﾙﾁ･ｱﾙｽﾗｰﾝ3世｣(~1205年死去)
1204年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾛｰﾄﾞｽ島とｷｸﾗﾃﾞｽ諸島の帝王･領主｢ﾚｵﾈ･ｶﾞﾊﾞﾗｽ｣(~1240年死去)
1204年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｷｸﾗﾃﾞｽ諸島はｳﾞｪﾈﾂｨｱの保護領(~1248年)
1204年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾃｵﾄﾞｼｱ(ﾌｪｵﾄﾞｼﾔ[ｶﾌｧ])はｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国統治下(~1261年)
1204年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢Renaud1世｣ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯(~1214年)
1204年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾋｯﾎﾟﾘｭﾄｽ｣(~同年)
1204年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣(~1218年)
1204年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｸﾘﾆｯﾁ｣(~1232年)
1204年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Ida｣(~1216年死去)｢Renaud de Dammartin｣(~1216年)
1204年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ大公｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾌﾟﾙｳﾞｫｳﾞｪﾝﾁｬﾆ｣(⇒12170808､ｾﾙﾋﾞｱ王ｽﾃﾌｧﾝ1世~12280924､死
  去)
1204年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄはｴﾋﾟﾛｽ専制君主領(ｲﾍﾟｲﾛｽ)の一部
1204年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者代理｢Hasculf du Suligny｣(⇒1206､守護者~
  1212.11)
1204年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ｱﾙｽﾀｰ王権伯｢ｻｰ･ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｸﾙｼｰ｣
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1204年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬｰｼﾞｰをﾌﾗﾝｽが占領(~同年)
1204年1月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰｺﾝ3世ｽｳﾞｪﾚｯｿﾝ｣反国王派によって暗殺される
1204年1月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王代行｢ﾊｰｺﾝ･ﾌｫﾙｸｳﾞｨｯﾄﾞｿﾝ･ｶﾞﾚﾉｽ狂王｣(~同日)
1204年1月2日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ摂政｢ﾊｰｺﾝ･ﾌｫﾙｸｳﾞｨｯﾄﾞｿﾝ･ｶﾞﾚﾝ｣(~8.11)
1204年1月2日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｸﾞｯﾄﾙﾑ･ｼｸﾞﾙﾄﾞｿﾝ｣(~8.11没)
1204年1月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ4世ｱﾝｹﾞﾛｽ｣と先々帝で父親の｢ｲｻｷｵｽ2世ｱﾝｹﾞﾛｽ｣､十字
  軍に不満を持つ次帝ｱﾚｸｼｵｽ5世ﾄﾞｩｰｶｽによって殺害される
1204年1月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ5世ﾄﾞｩｰｶｽ(濃い眉毛)｣ｱﾚｸｼｵｽ3世の娘ｴｳﾄﾞｷｱの婿(~120
  40413第4回十字軍にｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉﾎﾟﾘｽを攻撃され逃亡~1204.11殺害される)
1204年2月3日-08:00|中国|  ||大理･元寿2年|<死去>後大理第5代皇帝｢英宗亨天帝(段智廉)｣
1204年2月3日-08:00|中国|  ||大理･元寿2年|<即位>後大理第6代皇帝｢神宗永恵帝(段智祥)｣(~1238年譲位)
1204年2月7日-09:00|朝鮮|  ||高麗･泰和4年1月5日|<即位>第21代高麗王｢熙宗｣(~12120130)
1204年2月7日-09:00|朝鮮|  ||高麗･泰和4年1月5日|<退位>第20代高麗王｢神宗｣(2.15死去)
1204年3月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾍﾞﾚﾝｶﾞﾘｱ･ｵﾌﾞ･ﾅｳﾞｧｰﾙ｣(~12301223死去)
1204年3月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<廃位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公･ﾒｰﾇ伯｢ｼﾞｬﾝ｣(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｮﾝ欠地王)ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世によってﾉﾙﾏ
  ﾝﾃﾞｨｰ公領(ﾁｬﾈﾙ諸島を除く)を奪われる
1204年3月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰでのｱﾝｼﾞｪｰ家の勢力の象徴だったｶﾞｲﾔｰﾙ城が陥落/ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世(
  尊厳王)､ｲｷﾞﾘｽ領｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ｣を征服
1204年3月23日-09:00|日本|  ||元久1年2月20日|｢元久｣に改元
1204年4月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国初代皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ1世｣(~12220201死去)東ﾛｰﾏ皇帝ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ1世ｺ
  ﾑﾈﾉｽの孫ｱﾚｸｼｵｽ･ｺﾑﾈﾉｽが小ｱｼﾞｱ北東部のﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞを占領して建国
1204年4月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国がｶﾌｧとｶﾞｻﾞﾘｱ南海岸を支配(~14610815)
1204年4月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｱﾘｴﾉｰﾙ｣
1204年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘﾁｬｰﾄﾞ獅子心王とｼﾞｮﾝ王の母ｱﾘｴﾉｰﾙ･ﾀﾞｷﾃｰﾇ(誕生:1122)
1204年4月10日-09:00|日本|三重県|元久1年3月9日|伊賀国･伊勢国で平家の者がそれぞれ蜂起し､守護人を追い
  出し､両国を占拠
1204年4月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ｱﾝｹﾞﾛｽ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ･ﾗｽｶﾘｽ｣(~1211年頃)
1204年4月13日-02:00|ﾄﾙｺ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ5世ﾄﾞｩｰｶｽ(濃い眉毛)｣第4回十字軍にｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉﾎ
  ﾟﾘｽを攻撃され逃亡(~1204.11殺害される)
1204年4月22日-09:00|日本|三重県|元久1年3月21日|平賀朝雅が伊賀･伊勢の平氏の残党を平定(三日平氏の乱)
1204年5月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世｣ｴﾉｰ伯ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ5世とﾌﾗﾝﾄﾞﾙ女伯ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄの息子
  (~1205年死去33歳)十字軍の指導者によって皇帝選挙が行われ､ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ9世がﾎﾞﾆﾌｧｰｽ･ﾄﾞｩ･ﾓﾝﾌｪﾗに
  勝ってﾗﾃﾝ帝国建国
1204年5月16日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾄｽはﾗﾃﾝ帝国の一部(ﾃｻﾛﾆｹ王国内~1222年)
1204年5月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||金･泰和4年4月17日|ﾃﾑｼﾞﾝが軍の攻撃でﾅｲﾏﾝ軍は潰走/ﾅｲﾏﾝ兵はﾌﾘｽﾊﾞﾁが
  死んでﾀﾔﾝﾊｰﾝが捕らえられると降服､ﾅｲﾏﾝに附いていたｶﾀﾞｷﾝ人､ｻﾙｼﾞｭｰﾄ人､ﾄﾞﾙﾍﾞﾝ人､ｼﾞｬﾑｶが率いていたｼﾞｬﾀ
  ﾞﾗﾝ族が降伏/ﾅｲﾏﾝの王子ｸﾁｭﾙｸは西遼へ逃れた/ﾀﾔﾝﾊｰﾝは首を斬られﾅｲﾏﾝ王国はここに滅亡
1204年6月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ｱｰﾘﾝｸﾞﾏｸﾞﾅｯｿﾝ･ｽﾀｲﾝﾍﾞｯｸﾞ石壁王｣(~1207年6月没)
1204年6月9日-09:00|日本|  ||元久1年5月10日|<任命>伊賀･伊勢国守護｢平賀朝雅｣(~元久2(1205)年8月2日死去
  )
1204年6月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ(ｼﾞｬｰｼﾞｰの南にあるｼｮｰｼﾞｰ諸島を含む)がﾌﾗﾝｽの支配に戻った/ﾁｬﾝﾈﾙ
  諸島は英国の領地のまま
1204年6月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙｰｱﾝの守備隊長ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾟﾚｵｰがﾌｨﾘｯﾌﾟにﾙｰｱﾝを明渡す
1204年8月11日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｸﾞｯﾄﾙﾑ･ｼｸﾞﾙﾄﾞｿﾝ｣
1204年8月11日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｲﾝｹﾞ2世ﾎﾞｰﾙﾄﾞｿﾝ｣(~12170423没)
1204年8月12日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽがｸﾚﾀ島のｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国への割譲に署名
1204年8月12日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Berthold2世｣
1204年8月12日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯｢Henry2世｣兼ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Henry｣(~1228071
  8死去)
1204年8月14日-09:00|日本|静岡県伊豆市|元久1年7月18日|<死去>前将軍｢源頼家｣修善寺で北条時政の手の者に
  入浴中を襲われ殺される/23歳(誕生:寿永1(1182)0812)
1204年8月26日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾗﾌ3世｣Emericの息子(~12050507死去)
1204年10月1日-09:00|日本|  ||元久1年9月7日|<就任>鎌倉幕府3代将軍｢源実朝｣(~12190127)
1204年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝ｣
1204年10月25日-08:00|中国|  ||西遼･天禧28年10月|西遼､ｱﾝﾄﾞｺﾄﾞ(ｱﾝﾄﾞﾌｨ｡ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ北部)でｸﾞｰﾙ(ｺﾞｰﾙ｡ｱﾌｶﾞﾆｽ
  ﾀﾝの王朝)軍に勝つ
1204年11月30日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｲﾑﾚ1世｣
1204年11月30日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国摂政｢ﾀﾞﾙﾒｼｱﾝ公ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ｣(⇒12050529､ﾊﾝｶﾞﾘｰ･ｸﾛｱﾁｱ王)
1204年11月30日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ﾗｰｽﾛｰ3世｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾗﾌ3世｣ｲﾑﾚ1世の長男(~1
  2050507没)
1204年12月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾜﾚﾗﾝ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ｣
1204年12月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ｣先代の子(~12291010死去)
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1204年12月22日-09:00|日本|  ||元久1年11月30日|<死去>藤原俊成(91歳/皇太后宮大夫･右京大夫､歌人)
1205年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｽｴｼﾝ｣(~1206年)
1205年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼﾝﾌﾞﾑ国(ﾎﾟﾗﾊｯﾄ国前身)
1205年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<死去>東ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Yusuph bin Muhammad｣
1205年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>東ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Ebul Feth Muhammad｣(~1211年)
1205年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1207年)
1205年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Rustam5世｣(~12100401殺される)
1205年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<退位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Ardashir1世｣
1205年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世｣33歳
1205年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｸﾙﾁ･ｱﾙｽﾗｰﾝ3世｣
1205年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ･ﾗｽｶﾘｽ｣(~在位たった一晩で逃亡)⇒｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ1世ﾗｽｶﾘｽ｣ｺﾝｽﾀ
  ﾝﾃｨﾉｽ･ﾗｽｶﾘｽの弟(~1222.12)付き従った一団を率いて､ﾋﾞﾃｭﾆｱに赴いてﾆｶｲｱに定住.東ﾛｰﾏ帝国の亡命政権とし
  ての｢ﾆｶｲｱ帝国｣を樹立
1205年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｷﾞﾖｰﾑ1世･ﾄﾞ･ｼｬﾝﾘｯﾄ｣建国(~1208年9月･母国帰還のため譲位)
1205年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公国(ﾗ･ﾛｯｼｭ家)｢ｵﾄﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾛｯｼｭ｣建国(~1225年)
1205年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｨｼｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾘｭﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1207年)
1205年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾐｶｴﾙ1世ｺﾑﾈﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1215年暗殺される)ｷﾞﾘｼｬ西岸の街ｱﾙﾀを
  首府としてｴﾋﾟﾛｽ専制侯国を形成
1205年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ･ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1206年)
1205年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲﾎｽﾛｰ1世｣(2回目~1210年死去)
1205年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｱﾄｽ山は｢第四次｣十字軍のﾒﾝﾊﾞｰによって一時的に占領される
1205年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ9世｣兼ｴﾉｰ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ6世｣
1205年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ1世｣
1205年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第42代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾂｨｱﾆ｣(~1229年)
1205年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾒﾙｸﾘｳｽ･ｸﾞﾄｹﾚﾄﾞ｣(~1206年)
1205年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ｣(~同年)⇒代行｢ｼﾞｭﾗ｣(~1206年)
1205年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ1世｣(~12441205死去)
1205年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾍﾞｱﾄﾘｽ2世｣ｼﾞｬﾝﾇ1世の妹(~12310507死去)
1205年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ｣(~1205年)
1205年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1211年)
1205年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾌｪﾘｰ1世｣(~12060407死去)
1205年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞはｳﾞｪﾈﾂｨｱの主権下(~13580218)
1205年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙｽﾀｰ伯｢ﾋｭｰ･ﾄﾞ･ﾚｲｼ｣(~1243年)
1205年1月22日-09:00|日本|  ||元久2年|<任命>伯耆国守護｢金持広親｣(~不詳)⇒次に｢北条時輔｣が就任(~文永9
  (1272)2月15日誅殺される)
1205年1月22日-08:00|中国|  ||大理･天開1年|後理国の段正祥が天開(-1225年)と改元
1205年1月22日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾁﾝｷﾞｽ･ﾊｰﾝがﾅｲﾏﾝ部を滅ぼす
1205年1月22日-08:00|中国|  ||宋･開禧1年1月1日|南宋の寧宗が開禧(-1207年)と改元
1205年1月23日-08:00|中国|  ||宋･開禧1年1月2日|宋､兵を起こす
1205年2月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ公｢ﾑｼﾁｭｲ1世｣(~12200701死去)
1205年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ4世｣
1205年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｺﾞｰｼｪ3世｣(~1219.10死去)
1205年3月17日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ1世ﾗｽｶﾘｽ｣建国(~1221年11月)
1205年3月19日-09:00|日本|  ||元久2年2月27日|<死去>藤原隆信(64歳)左京権大夫､絵師
1205年3月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･治平龍応1年3月|大越･李朝の高宗李龍翰が治平龍応と改元(-1210年)
1205年4月1日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ国王｢ｴﾒﾘｰ･ﾄﾞ･ﾘｭｼﾞﾆｬﾝ｣
1205年4月1日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政｢ｺﾞｰﾃｨｴ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾍﾞﾘｱｰﾙ｣(~1210年9月)
1205年4月1日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾕｰｸﾞ1世｣(~12180110死去)
1205年4月5日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ1世｣33歳
1205年4月5日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ﾏﾘｰｱ｣ｺﾝﾗｰﾄ1世とｲｻﾞﾍﾞﾙ1世の娘(12101003からｼﾞｬﾝ1
  世と共同統治~1212年死去20歳)
1205年4月14日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ人がｱﾝﾄﾞﾘﾉｰﾌﾟﾙでｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙのﾗﾃﾝ帝国皇帝ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝを破り､
  捕虜と/ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝは翌年獄死
1205年4月14日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ6世｣兼ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ9世｣
1205年4月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢Louis1世｣
1205年4月14日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ｣(~12441205死去)
1205年4月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢Theobald6世｣(~1218年死去)
1205年4月16日-09:00|日本|  ||元久2年3月26日|<完成>｢新古今和歌集｣(後鳥羽院の命で藤原定家らが編纂した
  勅撰和歌集)全二十巻
1205年4月27日-09:00|日本|滋賀県|元久2年4月7日|<出家>近江国守護｢佐々木定綱｣(次に広綱が継ぎ､信綱､泰綱
  ､頼綱､時信と続く~1333年)
1205年4月29日-09:00|日本|滋賀県|元久2年4月9日|<死去>前近江国守護｢佐々木定綱｣(64歳)
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1205年5月7日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ﾗｰｽﾛｰ3世｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾗﾌ3世｣
1205年5月29日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ2世｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ｱﾝﾄﾞﾘﾔ2世｣ﾀﾞﾙﾒｼｱﾝ公ｱﾝﾄﾞﾗ
  ｰｼｭ/ｲﾑﾚ1世の弟(~12350921死去)
1205年6月19日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ﾛﾏﾝ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王国ﾋﾟｬｽﾄ朝の国王ﾚｼｪｯ
  ｸ1世と戦って戦死
1205年6月19日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾘｭｰﾘｸ2世｣(~1206年)
1205年7月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ｵｯﾄｰ2世｣
1205年7月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ｵｯﾄｰ2世の弟(~12200225死去)
1205年7月10日-09:00|日本|神奈川県横浜市|元久2年6月22日|<武蔵二俣川の合戦>畠山重忠の嫡子重保が由比浦
  付近にて北条時政の命を受けた三浦義村に討たれ､畠山重忠も二俣川[神奈川県横浜市]において討たれた(42
  歳)
1205年7月11日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|元久2年6月23日|夕方､鎌倉内で畠山重忠の同族で討伐軍に加わっ
  ていた稲毛重成父子､榛谷重朝父子が重忠を陥れた首謀者として三浦義村らによって殺害された
1205年9月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島をﾌﾗﾝｽが占領(~1206.7)
1205年9月4日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|元久2年閏7月19日|<牧氏事件>北条時政が源実朝を殺害し後妻牧の
  方の女婿平賀朝雅を将軍にたてようとしたが、政子・義時らに阻止される
1205年9月5日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|元久2年閏7月20日|<解任>鎌倉幕府執権｢北条時政｣伊豆に下向させ
  られる
1205年9月5日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|元久2年閏7月20日|<就任>2代鎌倉幕府執権｢北條義時｣(~元仁1年6月
  13日)
1205年9月15日-09:00|日本|  ||元久2年8月|<任命>伊勢国守護｢大内惟信](~承久3(1221)年)
1205年9月16日-09:00|日本|京都府京都市|元久2年8月2日|<死去>伊賀･伊勢国守護｢平賀朝雅｣北条義時の命によ
  って誅殺された
1205年11月14日-09:00|日本|滋賀県大津市|元久2年10月2日|延暦寺諸堂焼失
1205年11月22日-09:00|日本|  ||元久2年10月10日|<任命>京都守護･山城国守護｢中原季時｣(~建保7(1219)年正
  月28日)
1205年12月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵﾙﾀﾞﾆｰ島､ｻｰｸ島はﾌﾗﾝｽのﾕｰｽﾀｽ･ｻﾞ･ﾓﾝｸの軍により占領(~1206.4)
1206年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝｶｳﾝ1世｣(~1207年)
1206年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｾｰﾅ朝国王｢ｳﾞｨｼｭｳﾞｧﾙｰﾊﾟ･ｾｰﾅ｣(~1225年)
1206年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ﾊﾞｰﾐﾔｰﾝ･ﾏﾘｸ｢ｼﾞｬﾗｰﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾘｰ｣(~1215年)
1206年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｼｬｰ=ｱﾙﾒﾝｽ｢Izzeddin Balaban｣(~1207年)
1206年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<再位>ｵｰｳﾞﾙﾁ公｢ﾘｭｰﾘｸ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1207年)
1206年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ･ﾙ･ﾗｯﾄ｣(~12070522没)
1206年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｸﾚﾀ島ｼﾞｪﾉｳﾞｧ総督｢ﾏﾙﾀ伯ﾍﾝﾘｰ･ｵﾌﾞ･ﾏﾙﾀ｣(~1211年)
1206年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｽﾏﾗｸﾞﾄﾞ｣(~1208年)
1206年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1207年公位再分割)
1206年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｲｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1208年)
1206年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ4世｣(~1207年)
1206年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｽﾞｳﾞｪﾆｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾛﾏﾝ･ｲｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1211年廃位)
1206年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢Gleb1世･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1215年)
1206年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1206年)
1206年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣⇒｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾘｭﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1213年)
1206年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<退位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1206年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧがｲﾗｸﾚｲｵ(ｲﾗｸﾘｵﾝ)とｸﾚﾀ島の大部分を占領(~1211年)
1206年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ=ｵｰﾗﾐｭﾝﾃﾞ伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣(~1245年)実際の統治は行っていない､｢ﾍﾙﾏﾝ2
  世｣(~1247年)
1206年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾐﾊﾘｴﾌ｣(~1207年)
1206年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ｣(~同年)⇒｢ﾓｸﾞ｣(4回目~1209年)
1206年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙｼｮﾝ伯｢Sancho｣(~1223年死去)
1206年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ3世ﾗｽｺﾉｷﾞ｣ｳﾞｨｴﾙｺﾎﾟﾙｽｶ公(~12311103死去)
1206年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾚｼｪｸ1世ﾋﾞｬｳｨ｣(~1210年退位.12271124死去)
1206年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｮﾝ王がｱｷﾃｰﾇ南部を除く大陸の所領を失う
1206年2月10日-09:00|日本|山口県山口市|元久3･建永1年|大内氏18代満盛が山口白石の地に宝珠山瑞雲寺創建(
  →瑞雲山龍福寺､山口県山口市)
1206年2月10日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖1年|(春)ﾃﾑｼﾞﾝがﾓﾝｺﾞﾘｱを統一し､ﾁﾝｷﾞｽ･ﾊｰﾝを称して即位(～1227)｢大
  蒙古国｣の建国を宣言
1206年2月12日-09:00|日本|  ||元久3年1月3日|<死去>田中道清(38歳)社僧､歌人
1206年3月1日-08:00|中国|  ||西夏･応天1年1月20日|<死去>西夏第6代皇帝｢桓宗(昭簡皇帝)李純佑｣
1206年3月1日-08:00|中国|  ||西夏･応天1年1月20日|<即位>西夏第7代皇帝｢襄宗(敬穆皇帝)李安全｣(~1211年8
  月12日)応天(~1209)と改元
1206年3月11日-08:00|中国|  ||元･太祖1年2月|<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国初代皇帝｢太祖ﾁﾝｷﾞｽ･ﾊｰﾝ｣(~太祖22年7月12日1
  227年8月25日)ｲｪｽｹﾞｲの長男
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1206年3月15日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼﾊｰﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ(3世)｣暗殺される
1206年3月15日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの子(~1210
  年退位)兼ｺﾞｰﾙ朝ｺﾞｰﾙ･ｱﾐｰﾙ(~1212年死去)
1206年4月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾌｪﾘｰ1世｣
1206年4月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾌｪﾘｰ2世｣(~12131010死去)
1206年4月7日-09:00|日本|和歌山県田辺市|元久3年2月28日|紀伊国熊野本宮焼失
1206年4月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世(誕生:1171)
1206年4月16日-09:00|日本|京都府京都市|元久3年3月7日|<死去>九条良経(38歳)摂政･太政大臣
1206年4月19日-09:00|日本|  ||元久3年3月10日|<就任>摂政｢近衛家実｣
1206年6月5日-09:00|日本|  ||建永1年4月27日|｢建永｣に改元
1206年6月7日-09:00|日本|  ||建永1年4月29日|<死去>恒恵(48歳)後白河天皇の皇子､僧
1206年6月18日-08:00|中国|  ||金･泰和6年5月11日|金､宋を攻める
1206年6月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｸﾄｩﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱｲﾊﾞｸ｣(~12101210死去)ﾃﾞﾘｰを都にして創
  始(ｲﾝﾄﾞｲｽﾗﾑ王朝始まる)
1206年7月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ｱﾝﾘ｣ｴﾉｰ伯ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ5世とﾌﾗﾝﾄﾞﾙ女伯ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄの息子(~12160611
  死去42歳)
1206年7月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Pierre de Preaux｣(~1207年)
1206年7月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝのﾌｨﾘｯﾌﾟが､ﾜｲｾﾝﾍﾞﾙｸで対立皇帝のｵｯﾄｰ4世を破る
1206年8月1日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙのﾗﾃﾝ帝国第2代皇帝ｱﾝﾘ･ﾄﾞｩ･ｴｰﾉｰがﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ人を破る
1206年12月9日-09:00|日本|京都府京都市右京区|建永1年11月8日|明恵が後鳥羽上皇の命をうけ荒廃していた度
  賀尾寺を華厳宗道場として再興し高山寺創建<真言宗御室派系>/京都府
1207年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝｶｳﾝ2世｣(~1208年)
1207年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣⇒｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣⇒｢ｵﾚｸﾞ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1
  217年以前死去)⇒<復位>｢ﾐﾊｲﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1217年殺害される)
1207年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1218年)
1207年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<退位>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ﾛﾏﾝ1世ｸﾞﾚﾎﾞｳﾞｨﾁ｣(~1210年死去)
1207年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1210年)
1207年-04:00|ﾛｼｱ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾀﾝﾇ･ﾄｩｳﾞｧをﾓﾝｺﾞﾙが支配
1207年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾔｽﾞﾄﾞ･ｱﾀﾍﾞｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｳﾞｧﾙﾀﾞﾝﾙｰｽﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾗﾝｷﾞｬﾙ｣(~1219年)
1207年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾋﾟﾝｽｸ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｺｳﾞｨﾁ｣(~1228年以前)
1207年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<再々位>ｵｰｳﾞﾙﾁ公｢ﾘｭｰﾘｸ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1208年)
1207年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1209年)
1207年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾊｰﾙｨﾁ公(ﾁｪﾙﾆｺﾞﾌ･ｵﾚｸﾞ家)｢ﾛﾏﾝ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1209年)
1207年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ｳﾞｧｼﾘｺ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1211年)
1207年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｷｴﾌ大公｢ﾘｭｰﾘｸ2世｣(~1210年)
1207年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ伯｢ｵｯﾄｰ1世｣
1207年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ3世(ﾍﾗﾙﾄ3世)｣(~12291022死去)
1207年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣(~1219年)
1207年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Federico Wanga｣(~1218年)
1207年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾓﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ｣(~12180625死去)
1207年1月7日-09:00|日本|  ||建永1年12月8日|<就任>関白｢近衛家実｣(~承久3年4月20日)
1207年1月30日-09:00|日本|  ||建永2年|<任命>筑後国守護｢大友能直｣(~建暦3(1213)年)
1207年1月30日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾁﾝｷﾞｽﾊｰﾝはﾓﾝｺﾞﾙ帝国周辺の征服に乗り出す/ｼﾞｭﾁはｼﾍﾞﾘｱのﾀｲｶﾞ(針葉樹林帯
  )に暮らすﾌﾞﾘﾔｰﾄを降伏させ,同じくﾀｲｶﾞに暮らすﾊﾞﾙｸﾝ族､ｳﾙｽﾄ族､ｶﾌﾞｶﾅｽ族､ｶﾝｶｽ族などを次々と下した/ｷﾙｷﾞ
  ｽは使節を送って降伏/ｸﾋﾞﾗｲはｱﾙﾀｲの山を越えてｶﾙｳﾄﾞ族を降伏させた/ﾎﾞﾛｸﾙは北ｼﾍﾞﾘｱへ向かって進軍し罠に
  かかって首を突き刺されて殺された/ﾄﾞｸｼﾝはﾄﾏﾄ族を制圧
1207年2月2日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ帯剣騎士団団長｢ｳﾞｨﾝﾉ･ﾌｫﾝ･ﾛｰﾙﾊﾞｯﾊ｣(~1209年死去)
1207年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ伯｢ｻｱｰ･ﾄﾞ･ｸｲﾝｼｰ｣(~12191103死去)
1207年3月9日-09:00|日本|  ||建永2年2月9日|<死去>遵西(不明)･住蓮(不明)浄土宗の僧.後鳥羽上皇の女房が
  出家に走った件を罪に問われ､斬首刑
1207年3月18日-09:00|日本|  ||建永2年2月18日|後鳥羽上皇,専修念仏を禁止し,法然･親鸞を土佐･越後に配流
1207年4月29日-09:00|日本|  ||建永2年4月|<任命>武蔵国守護｢北条時房｣(~1239年)
1207年5月3日-09:00|日本|  ||建永2年4月5日|<死去>九条兼実(公卿･九条家の祖､59歳)
1207年5月3日-09:00|日本|京都府京都市|建永2年4月5日|京都大火/五条坊門室町より出火､東西洞院､三条坊門
  町辺まで焼亡､六角堂焼亡
1207年5月22日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ｢ｹﾞﾗﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾀｲｷﾞｭ｣(~12271111)
1207年5月28日-09:00|日本|京都府京都市|建永2年4月30日|京都大火/六条坊門室町より出火､大宮､五条坊門の
  間焼亡
1207年6月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ｱｰﾘﾝｸﾞﾏｸﾞﾅｯｿﾝ･ｽﾀｲﾝﾍﾞｯｸﾞ石壁王｣
1207年6月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ﾌｨﾘｯﾎﾟｽ･ｼﾓﾝｿﾝ｣(~1208年10月)
1207年6月6日-09:00|日本|  ||建永2年5月9日|<死去>宮内卿局(不明)歌人
1207年7月20日-09:00|日本|  ||建永2年6月24日|<死去>和泉･紀伊両国守護｢佐原義連｣後鳥羽上皇御計となる
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1207年7月29日-09:00|日本|広島県廿日市市|建永2年7月3日|安芸国厳島社焼失
1207年8月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Philippe d'Albini1世｣(~1212年)
1207年9月4日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾃｯｻﾛﾆｷ王国国王｢ﾎﾞﾆﾌｧﾁｵ1世･ﾃﾞｨ･ﾓﾝﾌｪﾗｰﾄ｣戦死
1207年9月4日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾛﾆｷ王国国王｢ﾃﾞﾒﾄﾘｵ･ﾃﾞｨ･ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ｣(~1224年12月､ﾃｯｻﾛﾆｷ王国はｴﾋﾟ
  ﾛｽ専制公国に併合され滅亡)
1207年9月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ1世｣
1207年9月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ6世｣ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ1世の長男(~12260917死去)
1207年10月8日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｶﾛﾔﾝ･ｱｯｾﾝ｣
1207年10月8日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾎﾞﾘﾙ｣(~1218年)
1207年10月23日-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖2年|(冬)ｷﾙｷﾞｽ､ﾓﾝｺﾞﾙに従う
1207年10月30日-09:00|日本|京都府京都市|建永2年10月8日|夜,若宮大路から出火､数町が焼失
1207年11月16日-09:00|日本|  ||承元1年10月25日|｢承元｣に改元
1207年11月24日-08:00|中国|  ||宋･開禧3年11月3日|南宋で実権を握っていた政治家,韓侘冑が殺される(誕生1
  152年)金との戦争に敗北し､金国より開戦責任者である韓ﾀｸ冑の首級を講和条件として提示されたため
1208年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｶﾊﾞﾗｳﾝ1世｣(~1209年)
1208年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ王｢Dharmasoka｣(~1209年)
1208年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｮｰﾗ朝のｸﾛｰﾄｩﾝｶﾞ3世がｱｰﾝﾄﾞﾗ地方に遠征
1208年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ(~1208年､ﾔﾛｽﾗﾌを含むｳﾗｼﾞｰﾐﾙ大公国から派遣された
  ﾅﾒｽﾄﾆｸ(公代理)が1212年まで統治)
1208年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻﾞﾝｷﾞｰ朝ｼﾞｬｽﾞｨｰﾗ･ｱﾐｰﾙ｢ﾑｲｯｽﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(~1241年)
1208年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾔｺﾎﾟ･ﾃｨｴﾎﾟﾛ｣(~1216年)
1208年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ｣(2回目~1209年)
1208年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾛﾏﾝ･ｲｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1210年)
1208年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｳﾞｨｼｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾘｭﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1210年)
1208年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｸﾚﾀ島はｳﾞｪﾈﾂｨｱの所有(ﾚｸﾞﾉ･ﾃﾞｨ･ｶﾝﾃﾞｨｱ[ｶﾝﾃﾞｨｱ王国])(~16990927)
1208年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞﾉﾝ公｢ｼﾞﾝ･ﾌﾟﾛｺﾞﾆ｣
1208年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol8世｣
1208年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Countess Aurembiaix｣(1期目~1213年)
1208年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾊﾞﾝｸ･ﾊﾞｰ=ｶﾗﾝ｣(1度目~1209年)
1208年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ2世｣(~12200123死去)
1208年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ﾃﾞﾐｰﾝ公｢ｶｼﾞﾐｰﾙ2世｣(~1219年死去)
1208年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾊﾞﾉﾝ公｢ﾃﾞﾒﾄﾘｵ･ﾌﾟﾛｺﾞﾆ｣(~1216年､死去)
1208年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||南ﾎﾟｲｽをｸﾞｲﾈﾄﾞに併合(~1282年)
1208年1月19日-09:00|日本|広島県尾道市|承元2年|この年,運慶ら作木造持国天立像(瀬戸田耕三寺蔵)成る
1208年1月19日-08:00|中国|  ||西遼･天禧32年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ﾊﾞﾙﾁｭｸ･ｱﾙﾄ･ﾃｷﾞﾝ｣ﾖｽﾝ･ﾃﾑﾙの子(~1
  235年)
1208年1月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||西遼･天禧32年|ﾎﾗｽﾞﾑ軍とｶﾗﾊﾝ連合軍がｼﾙﾀﾞﾘﾔ川を渡って西遼本国へ侵
  攻したが､西遼軍はこれの撃退に成功｡ｱﾗｰｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞを捕らえて捕虜とし､再び､ﾎﾗｽﾞﾑとｶﾗﾊﾝを属国とし
  た｡ｱﾗｰｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞは脱獄して隠れた
1208年1月19日-08:00|中国|  ||宋･嘉定1年1月1日|南宋の寧宗が嘉定(-1224年)と改元
1208年1月31日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ10世｣(~12160410病死)
1208年1月31日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<退位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｽｳﾞｪﾙｹﾙ2世｣(~12100710死去)
1208年2月3日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|承元2年1月16日|幕府の問注所が焼失
1208年2月20日-09:00|日本|奈良県桜井市|承元2年2月3日|金峰山僧徒が藤原鎌足の廟所の多武峰の堂舎･僧房を
  焼く
1208年5月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾞｰﾀ大公｢ｼﾞｮﾙｼﾞｪ･ｳﾞｶﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~1216年)
1208年5月31日 13:00|日本|京都府京都市|承元2年閏4月15日|<京都承元2年の大火>夜の亥の刻(22時ごろ)七条
  大路の北側で東洞院大路の西側辺りから出火,朱雀大路に向かって北西方向に燃え広がり,夜を徹して燃え明
  け方ようやく鎮火/焼亡した範囲は東は東洞院大路まで,南は七条大路まで,西は朱雀大路まで,北は六条大路
  と東洞院大路が交差する辺りから五条坊門小路と朱雀大路が交差する辺りまで斜めに焼亡,そこから北に四条
  大路までを灰とし明け方鎮火/建物では坊門院範子内親王邸,前太政大臣藤原頼実邸,右大将藤原公継邸,中宮
  大夫三条公房邸,源大納言通光邸,新大納言藤原公経邸など20家に及ぶ公卿の邸宅が焼失,一般庶民の家などは
  その数がわからないほど焼け多くの人が死亡
1208年6月11日-08:00|中国|  ||金･泰和8年;宋･嘉定1年閏4月26日|金､宋と和約を結ぶ(3度目)
1208年6月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ公ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣ﾌﾟﾌｧﾙﾂ伯ｵｯﾄｰによっ
  て暗殺される
1208年6月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国宰相｢ﾏｲﾝﾂ大司教ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ･ﾌｫﾝ･ｴｯﾌﾟｼｭ
  ﾀｲﾝ｣(~11.11)
1208年6月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｵﾄﾝ2世｣ﾍﾞｱﾄﾘｽ2世の夫､ｱﾝﾃﾞｸｽ公､ﾒﾗｰﾉ公(~12310507)12340
  507死去
1208年6月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ対立王｢ｵｯﾄｰ4世｣(~1215年退位)兼ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公(~1212年)
1208年6月29日-09:00|日本|京都府京都市左京区|承元2年5月15日|法勝寺九重塔が雷火にかかる
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1208年8月1日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙのﾗﾃﾝ帝国第2代皇帝ｱﾝﾘ･ﾄﾞｩ･ｴｰﾉｰがﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ人を破る
1208年9月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<譲位>ｱｶｲｱ公｢ｷﾞﾖｰﾑ1世･ﾄﾞ･ｼｬﾝﾘｯﾄ｣母国帰還のため
1208年9月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙｱﾙﾄﾞｩｱﾝ｣(~1228年)
1208年9月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｱﾙｽﾀｰ伯ﾋｭｰ･ﾄﾞ･ﾚｲｼｰ｣(~12月)
1208年10月29日-09:00|日本|  ||承元2年9月18日|<死去>頌子内親王(64歳)鳥羽天皇の皇女
1208年11月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛｰﾏ王｢ｵｯﾄｰﾈ4世｣(ﾛｰﾏ皇帝)ﾌｨﾘｯﾎﾟを失脚させて後継者の地位を奪う(~1
  2121205廃位)
1208年11月7日-09:00|日本|京都府京都市|承元2年9月27日|朱雀門焼亡
1208年11月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ｵｯﾄｰ4世｣ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ対立王･ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公(⇒12091
  021､ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝)
1208年12月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾉﾘｯｼﾞ司教ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ｣(1回目~12100620)
1208年12月29日-08:00|中国|  ||金･泰和8年11月20日|<死去>金第6代皇帝｢章宗(麻達葛=ﾏﾀﾞｶﾞ)完顔璟｣
1208年12月29日-08:00|中国|  ||金･泰和8年11月20日|<即位>金第7代皇帝｢衛紹王(果繩=ｶﾞｼﾞｪﾝ)完顔永済･允済
  ｣(~至寧元年8月25日(1213年9月11日)死去)
1209年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｶﾊﾞﾗｳﾝ2世｣(~1210年)
1209年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ王｢Anikanga｣(~1209年)⇒｢Lilavati｣Parakramabahu1世の未亡人(~121
  0年)
1209年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Zarrinkamar｣(~1213年)
1209年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ帯剣騎士団団長｢ｳﾞｨﾝﾉ･ﾌｫﾝ･ﾛｰﾙﾊﾞｯﾊ｣
1209年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐﾊｰﾘｰ･ｶｼｯｸｽ｣(~1212年)
1209年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ帯剣騎士団団長｢ｳﾞｫﾙｸｳｨﾝ･ﾌｫﾝ･ﾅｳﾑﾌﾞﾙｸ｣(~12360922死去)
1209年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾘ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1210年)
1209年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ1世｣(~1251年死去)
1209年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾄﾓ｣｣(~同年)⇒｢ﾍﾞﾙﾄﾙﾄ5世ｱﾝﾃﾞｯｸｽ=ﾒﾗﾝｽｷ｣(~1211年)
1209年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾁｪﾊﾟﾝ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｼﾞｪｰﾙ｣(~1212年)
1209年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ｱｯﾂｫ6世｣ｴｽﾃ辺境伯(~1212.11死去)
1209年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯(ﾊﾞﾙｾﾛﾅ家)ﾚｰﾓﾝ･ﾍﾞﾗﾝｼﾞｪ4世(~1245年)ﾌｫﾙｶﾙｷｴ伯領を併合
1209年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ3世｣前任者の息子かつ共同統治者(~1216年退位)
1209年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾃﾞｨｴﾎﾟﾙﾄ｣(~1218年)
1209年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ(~1211年)
1209年1月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙのﾗﾃﾝ帝国皇帝ｱﾝﾘ･ﾄﾞｩ･ｴｰﾉｰがﾃｻﾛﾆｹ王国に入城し摂政のﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾗｰﾃ
  を罷免
1209年1月5日-09:00|日本|京都府京都市|承元2年11月27日|閑院内裏焼亡
1209年2月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｱﾙﾌｫﾝｽ2世｣
1209年2月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾚｰﾓﾝ･ﾍﾞﾗﾝｼﾞｪ4世｣(~12450819死去)ﾌｫﾙｶﾙｷｴ伯領を併合
1209年2月6日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||西遼･天禧33年;元･太祖4年|この歳,ｳｲｸﾞﾙ､西遼に叛き､ﾓﾝｺﾞﾙに従う
1209年3月6日-08:00|中国|  ||金･大安1年1月28日|金の衛紹王が大安(-1211年)と改元
1209年4月6日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖4年3月;西夏･応天4年3月|ﾁﾝｷﾞｽ･ﾊｰﾝが西夏に侵入し中興府を攻囲､西夏
  は和を乞う
1209年4月11日-09:00|日本|奈良県宇陀市|承元3年3月6日|大野寺石仏を供養
1209年5月14日-09:00|日本|京都府京都市中京区|承元3年4月9日|行願寺･誓願時焼失
1209年7月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||南ﾌﾗﾝｽで猛威を振るうｶﾀﾘ派に対してｱﾙﾋﾞｼﾞｮﾜ十字軍が出撃し､ﾍﾟｼﾞｪを攻略
1209年8月2日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖4年秋;西夏･応天4年秋|(秋)西夏襄宗はﾁｬｶﾞ公主と引き換えに講和を申
  し込みﾁﾝｷﾞｽﾊｰﾝはﾁｬｶﾞ公主を迎え入れて講和に応じた
1209年9月12日-09:00|日本|  ||承元3年8月12日|<死去>藤原忻子(76歳)後白河天皇の中宮
1209年10月13日-09:00|日本|和歌山県田辺市|承元3年9月13日|熊野本宮焼失
1209年10月19日-09:00|日本|  ||承元3年9月19日|<死去>藤原経家､赤痢病のため(61歳)非参議､歌人
1209年10月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｵｯﾄｰ4世｣ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ対立王
  ･ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公(~12180519没)
1209年12月6日-08:00|中国|  ||宋･嘉定2年11月8日|中国･山東省､浮山で地震(M6.5)死者2千5百人
1209年12月29日-09:00|日本|  ||承元3年12月|<任命>下総国守護｢千葉成胤｣(~建保6(1218)年4月10日死去､胤綱
  が継ぐ)
1209年12月29日-09:00|日本|  ||承元3年12月|<任命>相模国守護｢三浦義村｣(~不詳､次に泰村が就任~宝治元(12
  47)年6月6日死去)
1210年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾚﾃｨｱ1世｣(~1218年)
1210年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢Arjunavarman1世｣(~1215年)
1210年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ王｢Lokissara｣(~1211年)
1210年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｺﾞｰﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣
1210年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1215年)
1210年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾆｻﾞﾘ･ｲｽﾏｲﾘ国君主｢Imam Nur al-Din Muhammad(Muhammad2世)｣
1210年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾆｻﾞﾘ･ｲｽﾏｲﾘ国君主｢Imam Jalal al-Din Hasan(Hassan3世)｣(~1221年死去)
1210年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾒｿﾎﾟﾀﾆｱ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Ashraf Musa｣(~1220年)
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1210年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲﾎｽﾛｰ1世｣
1210年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｨｼｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1212年)
1210年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｵｰｳﾞﾙﾁ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾘｭﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1218年)
1210年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾘｭｰﾘｸ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1214年)
1210年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾃﾚﾎﾞｳﾞﾘ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1211年)
1210年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｻﾙﾀﾝ.ｶｲｶｰｳｽ1世(~1220年)
1210年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1215年)
1210年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｲｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1211年)
1210年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｷｴﾌ大公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ4世｣(~1212.8死去)
1210年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｽﾞｳﾞｪﾆｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾛﾏﾝ･ｲｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1211年)
1210年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ｾﾌﾜ朝国王｢Dunama Dibbalemi｣(~1224年)
1210年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾐｪｼｭｺ1世ﾌﾟﾛﾝﾄﾉｷﾞ｣ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ2世ｳﾞｨｸﾞﾅﾆｪﾂの息子/ｵﾎﾟｰﾚ=ﾗﾁﾌﾞｼｭ
  公(高地ｼﾛﾝｽｸ公)を兼ねる(~12110506死去)
1210年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾚｼｪｸ1世ﾋﾞｬｳｨ｣(12271124死去)
1210年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｻﾞﾗ/ｻﾞﾀﾞﾙ支配(~1242年)
1210年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾐｭｱﾁｬﾙﾀｯﾊ･ﾀﾞﾙ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1210年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ｹｱﾌﾞﾘｰﾁ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾄﾞｰﾅﾙ･ﾓｰﾙ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝとｵﾙﾗｶﾝ･ﾆｰ･ﾑﾙﾁｬﾀﾞ
  の息子(~1242年没)
1210年1月27日-09:00|日本|  ||承元4年|<任命>越後国守護｢北条義時｣(~不詳)
1210年1月27日-09:00|日本|  ||承元4年|<任命>駿河･伊豆国守護｢北条義時｣(~1219年)
1210年1月27日-09:00|日本|  ||承元4年|<任命>上野国守護｢安達景盛｣(~1212年､以後､泰盛まで安達氏が就任~1
  285年)
1210年1月27日-08:00|中国|  ||西夏･皇建1年|西夏7代･襄宗が皇建(~1211年旧8月)と改元
1210年1月27日-08:00|中国|  ||西夏･皇建1年;金･大安2年|西夏の襄宗は独立を宣言し､宗主国だった金国の萌
  州に攻め込んだ/金国は慶山奴に命じてこれを討たせ西夏軍は破れた
1210年1月27日-08:00|中国|  ||西遼･天禧34年|ﾎﾗｽﾞﾑのｱﾗｰｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞは三度､独立を宣言して西遼と断交
1210年4月1日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Rustam5世｣殺される
1210年5月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣
1210年5月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ2世｣ﾏｲｾﾝ辺境伯(~12210218死去)
1210年5月6日-09:00|日本|  ||承元4年4月12日|<死去>範子内親王(34歳)高倉天皇の皇女､賀茂斎院
1210年5月25日-09:00|日本|広島県世羅郡世羅町|承元4年5月|木造阿弥陀如来坐像(世羅永寿寺蔵)成る
1210年6月18日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｽﾃｨﾙﾐｰﾙ ﾌﾛﾃﾞｨ ｶﾗｿﾝ｣(1回
  目~1216年)
1210年6月25日-09:00|日本|神奈川県小田原市|承元4年6月3日|土肥･小早川一族が松田･河村一族と丸子川(酒匂
  川)で争い､和田義盛らが鎮定
1210年7月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾉﾘｯｼﾞ司教ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ｣(2回目~1213年7月)
1210年9月14日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｼﾞｬﾝ1世｣ｴﾗｰﾙ2世･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘｴﾝﾇとｱﾆｪｽ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰｺﾝの息子(ﾏﾘ
  ｰｱと共同統治~1212年退位~12370327死去67歳)
1210年10月16日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ王ｼﾞｮﾝがｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ遠征
1210年10月19日-09:00|日本|  ||承元4年9月30日|戌刻西方天市垣第三星付近に彗星出現/長さ3尺余り
1210年11月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･治平龍応6年10月27日|<死去>李朝大瞿越第7代皇帝｢高宗李龍翰｣
1210年11月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･治平龍応6年10月27日|<即位>李朝大瞿越第8代皇帝｢恵宗李昌｣(~122409
  03死去)
1210年11月18日-09:00|日本|奈良県奈良市|承元4年11月|興福寺北円堂できる
1210年11月27日-09:00|日本|  ||承元4年11月10日|彗星再度出現
1210年12月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｸﾄｩﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱｲﾊﾞｸ｣
1210年12月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱｰﾗｰﾑ･ｼｬｰ｣(~1211.6死去)ｱｲﾊﾞｸの子
1210年12月12日-09:00|日本|京都府京都市|承元4年11月25日|<譲位>83代土御門天皇/守成親王が践祚
1211年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾋﾞｰﾏ･ﾃﾞｰｳﾞｧ3世｣(~1238年)
1211年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<復位>ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ王｢Lilavati｣(2期目~1212年)
1211年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<退位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1211年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻﾞﾝｷﾞｰ朝ﾓｰｽﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ｲｯｽﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏｽｳｰﾄﾞ2世｣(~1218年)
1211年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1215年)
1211年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｶｰｳｽ1世｣(~1220年死去)
1211年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<廃位>ｽﾞｳﾞｪﾆｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾛﾏﾝ･ｲｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣
1211年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1212年)
1211年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||ｻｶﾗ首長｢ﾚﾝﾋﾞﾄｩ｣率いるｴｽﾄﾆｱ軍がｻｶﾗにあったﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団の砦を攻略し､ﾉｳﾞ
  ｺﾞﾛﾄﾞ共和国領のﾌﾟｽｺﾌまでを略奪
1211年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾒｱﾝﾀﾞｰ河畔の戦いでﾆｹｱ王国がﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝軍を撃破
1211年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾓｰﾘｯﾂ1世｣
1211年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｸﾘｽﾁｬﾝ2世｣(~1233年死去)ｵｯﾄｰ1世と共同統治
1211年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Danylo Romanovych｣⇒｢Leszek the White｣(~1214年)
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1211年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾛｼｱﾝ助祭ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾞﾜ｣(~1224年)
1211年1月14日-09:00|日本|京都府京都市|承元4年12月28日|<即位>84代｢順徳天皇｣守成親王(~12210420)
1211年1月17日-08:00|中国|  ||西遼･天禧35年|<死去>西遼可汗｢文顕皇帝直魯古(耶律直魯古)｣ﾅｲﾏﾝ(乃蛮)のｸﾞ
  ﾁｭﾙｸ(屈出律)に位を奪われる/在位34年
1211年1月17日-08:00|中国|  ||西遼･天禧35年|<即位>西遼可汗｢閔文皇帝屈出律｣(~1218年)
1211年1月17日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･建嘉1年|大越･李朝の恵宗李ﾀﾝが建嘉と改元(-1224年旧10月)
1211年3月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｻﾝｼｭ1世植民王｣
1211年3月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｱﾌｫﾝｿ2世肥満王｣(~12230325死去)ｻﾝｼｭ1世の子
1211年4月23日-09:00|日本|  ||建暦1年3月9日|｢建暦｣に改元
1211年5月6日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾐｪｼｭｺ1世ﾌﾟﾛﾝﾄﾉｷﾞ｣
1211年5月6日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾚｼｪｸ1世ﾋﾞｬｳｨ｣(~12271124暗殺される)
1211年5月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖6年;金･大安3年4月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍が金へ遠征
1211年5月16日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ公･ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ﾐｪｼｭｺ1世｣
1211年5月16日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ=ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世｣(~12300513死去)
1211年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱｰﾗｰﾑ･ｼｬｰ｣
1211年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾙﾄｩﾄｩﾐｼｭ｣(~12360428死去)ｱｲﾊﾞｸの娘婿
1211年7月16日-09:00|日本|  ||建暦1年6月5日|<死去>多好方(82歳)雅楽家
1211年8月6日-09:00|日本|  ||建暦1年6月26日|<死去>暲子内親王(八条院)(75歳)皇族､二条天皇の准母
1211年8月12日-08:00|中国|  ||西夏･皇建2年7月3日|<即位>西夏第8代皇帝｢神宗(英文皇帝)李遵ｷﾞｮｸ｣(~1223年
  乾定4年(1226年)死去)光定(~1223)と改元
1211年8月12日-08:00|中国|  ||西夏･皇建2年7月3日|<退位>西夏第7代皇帝｢襄宗(敬穆皇帝)李安全｣
1211年8月18日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ﾅﾗﾊﾟﾃｨｼｰﾄﾞｩｰ｣
1211年8月18日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ﾅﾝﾀﾞｳﾝﾐｬｰ(ｵｳｻﾅｰ､ﾃｨｰﾛｰﾐﾝﾛｰ)｣(~12350719死去)
1211年9月13日-08:00|中国|  ||西夏･光定1年8月5日|<死去>西夏第7代皇帝｢襄宗(敬穆皇帝)李安全｣
1211年9月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖6年;金･大安3年8月中旬|ﾁﾝｷﾞｽﾊｰﾝは兵を三つに分け､一つは自ら
  が4万を率いて撫州へ､もう一つはﾑｶﾘが3万を率いて烏沙堡へ､最後の一つはﾎﾞｵﾙﾁｭが3万を率いて烏月営へそ
  れぞれ進軍した｡ﾑｶﾘを烏沙堡を得､ﾎﾞｵﾙﾁｭは烏月営を得て､孤立した撫州城へ攻めよせた｡撫州城は陥落した｡ﾓ
  ﾝｺﾞﾙ軍は白登城を陥とした｡この頃､ﾓﾝｺﾞﾙ軍の別動隊は西京大同府を攻め破った｡ﾑｶﾘが徳興府を破った
1211年10月9日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖6年;金･大安3年9月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍は居庸関を突破し中都に至った
1211年10月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾗﾃﾝ帝国皇帝ｱﾝﾘがﾗｽｶﾘｽを破る
1211年12月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖6年;金･大安3年11月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍のｼﾞｭﾁ､ﾁｬｶﾞﾀｲ､ｵｺﾞﾀｲ､ﾄｩﾙｲが､昌州
  ､桓州､浄州､豊州､雲州､武州､朔州､東勝州､弘州､懐来､縉山､豊潤､密雲､撫寧､集寧､東過平､昌平､忻州､代州を
  破った/夏軍がに侵攻し金の韓玉がこれを迎撃撃破
1211年12月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖6年11月1日|日食があった
1211年12月14日-09:00|日本|  ||建暦1年11月8日|<死去>昇子内親王(春華門院)(17歳)後鳥羽天皇の皇女
1211年12月23日-09:00|日本|新潟県|建暦1年11月17日|親鸞が流罪を解かれ､越後で浄土真宗を布教開始
1211年12月26日-09:00|日本|京都府京都市東山区|建暦1年11月20日|土佐に流されていた僧･法然が帰洛を許さ
  れ､京都東山大谷に戻る
1212年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝(ｺﾞｰﾙ)ﾏﾘｸ｢ﾊﾞﾊｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｻｰﾑ3世｣ﾏﾌﾑｰﾄﾞの子(~1213年死去)
1212年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ王｢Parakrama Pandya｣Pandyan王(~1215年)
1212年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｬﾝﾃﾞｰﾗ朝がｶﾗﾁｭﾘ朝を滅ぼす
1212年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||ｸﾁｭﾙｸが西遼(ｶﾗｷﾀｲ)の王位を奪取
1212年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾎﾗｽﾞﾑ･ｼｬｰ朝ｱﾗｰ=ｳｯﾃﾞｨｰﾝ=ﾑﾊﾝﾏﾄﾞはこの歳ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞを陥れ､ここを都とする
  /西ｶﾗﾊｰﾝ朝を併合
1212年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ｺﾞｰﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣
1212年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ｺﾞｰﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾞﾊｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｻｰﾑ3世｣ﾏﾌﾑｰﾄﾞの子(~1213年死去)
1212年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>第8代ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1217年退位~1219年死去)
1212年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ･ｻﾞﾚｽｷｰ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1236年)
1212年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1216年)
1212年-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ﾏﾘｰｱ｣20歳
1212年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｶﾛﾁｬ大司教､ｱﾝﾃﾞｸｽ=ﾒﾗﾝ伯ﾍﾞﾙﾄﾙﾄ｣(~1213年)
1212年-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ2世｣ｼﾞｬﾝ1世とﾏﾘｰｱの娘(~12280425死去16歳)
1212年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1213年)
1212年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ･ｾｳﾞｪﾙｽｷｰ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｸﾞﾚﾎﾞｳﾞｨﾁ｣(~1239年)
1212年-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<退位>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｼﾞｬﾝ1世｣(~12370327死去67歳)
1212年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾐﾋｬｴﾙ･ｶﾁｯﾁ｣(~同年)⇒｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾎﾝﾄ･ﾊﾟｽﾞﾏﾆ｣(2度目~1213年)
1212年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾎﾟﾄ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｼﾞｪｰﾙ｣(~1213年)
1212年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾌｪﾗﾝ｣(ｼﾞｬﾝﾇと共同統治)ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｻﾝｼｭ1世の四男(~12330727
  死去)
1212年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ6世｣(~12140416死去)
1212年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<譲位>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ5世｣
1212年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ｽｰﾀﾞﾝ|  |||ﾌｪｻﾞｰﾝはﾎﾞﾙﾉ(ｶﾈﾑ)に併合
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1212年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵﾙﾀﾞﾆｰ島はﾌﾗﾝｽのﾕｰｽﾀｽ･ｻﾞ･ﾓﾝｸの軍により占領(~1214.12)
1212年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻｰｸ島はﾌﾗﾝｽが占領(~1217年)
1212年1月30日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大安3年12月25日|<即位>高麗王｢康宗｣(~12130826(寧元年8月9日)死去)
1212年1月30日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大安3年12月25日|<廃位>高麗王｢熙宗｣崔忠献より政権を王濬明らと奪回
  しようと計画するも発覚し,江華から紫燕島に流される
1212年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ3世｣
1212年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣熊公の孫､祖父とは別人(~12601007死去､遺領はｻﾞｸ
  ｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸとｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸに分割された)
1212年2月5日-09:00|日本|奈良県奈良市|建暦2年|この年興福寺弥勒･無著･世親像(運慶)できる
1212年2月5日-08:00|中国|  ||元･太祖7年;金･崇慶1年1月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍は雲中､九原諸郡を攻めてこれを抜いて撫州
  を陥とした/金の?石烈糾堅と完顔万弩が迎撃に向かったがﾑｶﾘは計略を設けてこれを撃破/ﾓﾝｺﾞﾙ軍は威寧を囲
  み金の劉伯林は戦わずに城をあげて投降
1212年2月5日-08:00|中国|  ||金･崇慶1年1月1日|金の衛紹王が崇慶(~1213年旧5月)と改元
1212年2月22日-09:00|日本|  ||建暦2年1月18日|<死去>豊原利秋(不明)雅楽家
1212年2月29日-09:00|日本|京都府京都市|建暦2年1月25日|<死去>法然上人/80歳(誕生:長承2(1133)0407)浄土
  宗の開祖
1212年3月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国国王ｻﾝｼｭ1世植民王→<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国国王(ﾎﾞﾙｺﾞｰﾆｬ
  家)ｱﾌｫﾝｿ2世肥満王[ｻﾝｼｭ1世の子](~12230325)
1212年4月15日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ3世｣
1212年4月15日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾕｰﾘｰ2世｣ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ3世の息子(~12160427廃位)
1212年5月2日-09:00|日本|  ||建暦2年3月29日|鴨長明が､随筆｢方丈記｣を著す
1212年6月1日-08:00|中国|  ||金･崇慶1年5月|金,泰安州の劉仁祖が旗揚げして､?州､沂州を劫略
1212年6月28日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･建嘉2年5月28日|大越王李龍翰が薨御/子の李?が跡を継いだが､奸臣陳守
  度に迫られて自殺/子がなかったために､大越の大統はここに絶滅/王后の昭聖主が女王となり､陳守度の甥､赤
  子の陳?と婚姻させられ実権は全て陳守度が握った
1212年7月1日-08:00|中国|  ||宋･嘉定5年6月|南宋は銅銭が国境を越えて金国に流れるのを全面的に禁止
1212年7月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ1世｣
1212年7月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾃｵﾄﾞﾘｯﾋ2世｣(~12420328死去)
1212年7月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾗｽ･ﾅﾊﾞｽ･ﾃﾞ･ﾄﾛｻの戦いで､ｷﾘｽﾄ教徒軍がﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝軍を破る/ｲﾍﾞﾘｱ半島のｷﾘｽﾄ
  教徒による国土回復が成る
1212年8月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ4世｣
1212年8月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｷｴﾌ大公｢ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾘ3世｣(2度目~1214年)
1212年10月9日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣
1212年10月9日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ﾖﾗﾝﾄﾞ｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世の姉(~1217年)後のﾗﾃﾝ皇帝ﾋﾟｴｰﾙ2世･ﾄﾞ･ｸﾙ
  ﾄﾈｰと結婚､｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣ﾖﾗﾝﾄﾞとﾋﾟｴｰﾙ2世の子(~1226年死去)
1212年10月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･崇慶1年10月1日|高麗が金の年号崇慶を採用
1212年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ侯･ｴｽﾃ辺境伯｢ｱｯﾂｫ6世｣
1212年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢Salinguerra2世｣(~1240年)
1212年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ侯･ｴｽﾃ辺境伯｢ｱﾙﾄﾞﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰﾉ1世｣(~12151010死去)､｢ｱｯﾂｫ7世｣(⇒122
  2年ｴｽﾃ辺境伯⇒1240年ｴｽﾃ辺境伯･ﾌｪﾗｰﾗ侯~12640216死去)
1212年11月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Philippe d'Albini1世｣(1期目~12
  19年)
1212年11月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||神聖ﾛｰﾏ帝国のﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世とﾌﾗﾝｽのﾌｨﾘｯﾌﾟ2世が同盟を結び､ｲﾝｸ
  ﾞﾗﾝﾄﾞのｼﾞｮﾝ王とｳﾞｪﾙﾌｪﾝ家の皇帝ｵｯﾄｰ4世に対抗
1212年12月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣兼ｲﾀﾘｱ王｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世｣ﾊｲﾝﾘﾋ6世(ｴ
  ﾝﾘｰｺ6世)の息子(⇒12201122神聖ﾛｰﾏ皇帝~12501213死去)
1212年12月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ｲﾀﾘｱ王｢ｵｯﾄｰﾈ4世｣
1212年12月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ7世｣ﾊｲﾝﾘｯﾋ1世の息子(~1216年退位~125012
  13死去55才)
1213年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝(ｺﾞｰﾙ)ﾏﾘｸ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾄｼｰｽﾞ｣ﾌｻｲﾝ2世の子(~1214年殺害される)
1213年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ｺﾞｰﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾞﾊｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｻｰﾑ3世｣
1213年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾅｽﾘﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢Yamin al-Din Bahram Shah ibn Harb｣(~1221年)
1213年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ｺﾞｰﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾄｼｰｽﾞ｣ﾌｻｲﾝ2世の子(~1214年死去)
1213年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>第9代ﾘｬｻﾞﾝ公｢ﾛﾏﾝ2世ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1217年死去)
1213年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1213年退位)⇒｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁ｣(~1214年)
1213年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Bisotun1世｣(~1223年)
1213年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｽ｣(~1214年)
1213年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ｶｰﾙﾏｰﾝ｣(~1215年)
1213年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1215年)
1213年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ﾝﾀﾞﾋﾛ･ﾝﾄﾞﾊﾞ｣(~1246年)
1213年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Guerau1世｣(~1228年)
1213年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾕﾘｳｽ1世ﾊｰﾝ｣(1度目~1213年)
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1213年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾊﾞﾝｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾎﾞﾙ･ｶﾗﾝ｣(~1214年)
1213年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ﾋﾟｴｰﾙ1世ﾓｰｸﾚｰﾙ｣ﾄﾞﾙｰ伯ﾛﾍﾞｰﾙ2世とﾖﾗﾝﾄﾞ･ﾄﾞ･ｸｰｼｰの次男(~1221年~1
  2500706死去)ｱﾘｯｸｽと共同統治
1213年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾅｰｽｨﾙ｣
1213年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ﾔｱｸｰﾌﾞ･ﾕｰｽﾌ2世｣(~1224年死去)
1213年1月5日-08:00|中国|  ||金･崇慶1年12月12日|東京(遼陽)､ﾓﾝｺﾞﾙに降る
1213年1月18日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾀﾏﾙ大王｣
1213年1月18日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ4世｣(~12230118死去)
1213年1月24日-09:00|日本|  ||建暦3年|<任命>越前国守護｢大内惟義｣(~不詳､次に惟信が就任~1221年)
1213年1月24日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||金の貞祐1年1月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍が金の中都を囲む
1213年1月24日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建暦3年1月1日|鎌倉で大地震｡堂舎倒壊
1213年3月8日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建暦3年2月15日|<泉親衡の乱>信濃国の泉親衛らの源頼家の遺児千
  寿を将軍に擁立して北条氏を打倒する陰謀が発覚し幕府その党和田義直らをとらえる
1213年3月24日-08:00|中国|  ||金･崇慶2年3月|<即位>東遼国王｢耶律留哥｣遼東に建国､元統(~1216年)と改元
1213年4月9日-09:00|日本|福島県|建暦3年3月17日|幕府が､和田義盛の歎願を聞かずに和田胤長を陸奥国岩瀬郡
  に配流
1213年5月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｮﾝが教皇に王国を献上し､教皇の封建家臣となる
1213年5月22日-08:00|中国|  ||金･至寧1年5月|金が至寧と改元
1213年5月22日-08:00|中国|  ||金･至寧1年5月|金の陝西でまたも大旱害､戦争で死傷する者よりも飢餓で死ぬ
  者のほうが､数十倍も多かった
1213年5月23日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建暦3年5月2日|和田義盛が挙兵し幕府を襲う
1213年5月24日-09:00|日本|  ||建暦3年5月3日|<死去>美作国守護｢和田義盛｣挙兵が失敗し､一族とともに敗死(
  和田合戦)/67歳(誕生:久安3(1147))
1213年5月24日-09:00|日本|  ||建暦3年5月3日|<任命>美作国守護｢北条氏｣(~1333年)
1213年5月25日-09:00|日本|  ||建暦3年5月4日|<再任>淡路国守護｢佐々木経高｣(~承久3(1221)年6月16日死去)
1213年5月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ海軍が､ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ沿岸の海戦でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ海軍に敗れる
1213年6月11日-09:00|日本|  ||建暦3年5月21日|午刻大地震｡音があり､舎屋破壊､山崩れ地裂く
1213年6月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢ｱﾘｴﾉｰﾙ｣
1213年6月20日-08:00|中国|  ||金･至寧1年;西夏･光定3年6月|夏軍が金の保安州と慶陽府を破った
1213年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾙﾝﾄﾞﾚｽのｱﾝﾘ｣(1回目~1215年9月)
1213年7月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世が教皇に譲歩してｼﾁﾘｱを教皇の支配下に置く(ｴｶﾞｰの金印勅書)
1213年7月20日-08:00|中国|  ||金･至寧1年;元･太祖8年7月|西京､ﾓﾝｺﾞﾙに降る/ﾓﾝｺﾞﾙ軍ｼﾞｪﾍﾞは居庸関の金軍を
  急襲して全滅させた/ﾓﾝｺﾞﾙ軍は勝ちに乗じてﾀｸ州､易州を抜いた
1213年8月20日-09:00|日本|京都府京都市東山区|建暦3年8月3日|延暦寺衆徒が清水寺の焼却を企て､官兵と交戦
1213年8月26日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至寧1年8月9日|<死去>高麗王｢康宗｣
1213年8月27日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至寧1年8月10日|<即位>高麗王｢高宗｣(~12590721(慶元年6月30日)死去)
1213年9月11日-08:00|中国|  ||金･至寧1年8月25日|<死去>金第7代皇帝｢衛紹王(果繩=ｶﾞｼﾞｪﾝ)完顔永済･允済｣
  将軍胡沙虎(ﾌｼｬﾘﾌｼﾞｬﾌ)の反乱で幽閉され､宦官の李思中により毒殺される
1213年9月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ国王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ2世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾍﾟﾗ1世｣ﾐｭﾗの戦いで戦死
1213年9月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｼﾞｬｳﾏ1世征服王｣(~12760727死去)
1213年9月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ国王｢ﾊｲﾒ1世｣ﾍﾟﾄﾞﾛ2世とﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾍﾟﾘｴの息子(~12760727死去68
  歳)
1213年9月22日-08:00|中国|  ||金･貞祐1年9月7日|<即位>金第8代皇帝｢宣宗(吾睹補=ｳﾄｩﾌﾟ)完顔珣｣(~元光2年1
  2月22日(1224年1月14日)死去)
1213年9月28日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ2世の妃｢ｹﾞﾙﾄﾙｰﾄ｣ﾊﾞｰﾝｸ･ﾊﾞｰﾝにより殺害される
1213年9月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世の長男ﾙｲ(のちのﾙｲ8世)の直臣で｢ｱﾙﾋﾞｼﾞｮﾜ十字軍｣の
  指揮官ｼﾓﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ､最大のｶﾀﾘ派支持者｢ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｣ﾚﾓﾝ6世とｲﾍﾞﾘｱ半島北東部(現在のｽﾍﾟｲﾝのｱﾗｺﾞﾝ州)のｱﾗ
  ｺﾞﾝ王ﾍﾟﾄﾞﾛ2世の連合軍に､ﾌﾗﾝｽ南部のﾐｭﾚで勝利
1213年9月30日-08:00|中国|  ||金･貞祐1年9月15日|金の宣宗が貞祐(-1217年)と改元
1213年10月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾌｪﾘｰ2世｣
1213年10月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾃｨﾎﾞｰ1世｣(~12200217死去)
1213年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯｢ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾌｨｯﾂﾋﾟｰﾀｰ｣
1213年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾏﾝﾃﾞｳﾞｨﾙ｣(~12160223死去)
1213年11月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖8年;金･貞祐1年10月|ﾁﾝｷﾞｽﾊｰﾝは再び､軍十万を起して大挙攻め
  よせ､中都を囲んだ/ﾀｸ州が陥落
1213年11月28日-09:00|日本|京都府京都市|建暦3年10月15日|京都大火/大風･大火で､四条坊門西洞院より失火､
  南は綾小路､北は三条坊門､東は河尻/町尻､西は堀川間焼亡｡悲田院･六角堂･白河殿･京極寺など焼亡
1213年12月15日-08:00|中国|  ||金･貞祐1年;西夏･光定3年11月2日|夏軍が金の會州へ攻め込んできたがﾄｸﾀﾝﾁｬ
  ｵﾙがこれを迎撃してを破った
1214年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Wadi｣(~1233年)
1214年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ｺﾞｰﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾄｼｰｽﾞ｣
1214年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ｺﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ4世｣ﾌｻｲﾝ2世の孫(~1215年)
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1214年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾘｭﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1219年)
1214年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1214年)⇒｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1214年)⇒<復
  位>｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1222年)
1214年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ｲｴﾒﾝ･ﾍｼﾞｬｽﾞ)ｱﾐｰﾙ｢ｽﾗｲﾏｰﾝ｣ﾄｩｰﾗｰﾝ･ｼｬｰの子ﾀｷｰﾕｯﾃﾞｨｰﾝ･ｳﾏﾙの子(~121
  5年)
1214年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｷﾞｭﾗ･ﾊｰﾝ｣(2度目~1215年)
1214年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ3世｣(~12230602死去)
1214年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｼﾓﾝ･ｶﾁｯﾁ｣(~同年)⇒｢ｵｳｽﾞ｣(1回目~同年)
1214年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Mathilde｣(~1259.1死去)
1214年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢Gerlach4世｣(~1254年)
1214年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾍﾞｰﾗ4世｣ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ2世(ｱﾝﾄﾞﾘﾔ2世)の長男(12350921
  まで共同王~12700503死去)
1214年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｵｰﾌﾞﾘｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1214年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の弟(~1221年死去)
1214年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｰｽﾀｽ｢ｻﾞ･ﾓﾝｸ｣が率いるﾌﾗﾝｽ人がｼﾞｬｰｼﾞｰ島を占領(~1214年)
1214年1月13日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖8年;金･貞祐1年12月|ﾁﾝｷﾞｽﾊｰﾝの弟であるｶｻﾙとﾎﾞｵﾙﾁｭは薊州､遼
  西諸郡を破り､ﾄｩﾙｲは中軍を率いて雄州､莫州､清州､滄州､景州､献州､河間府､濱州､棣州､済南諸郡を破った
1214年1月18日-09:00|日本|  ||建保1年12月6日|建暦から建保に改元
1214年1月18日-08:00|中国|  ||金･貞祐1年;西夏･光定3年12月6日|夏軍が金の涇州を陥とした
1214年1月25日-09:00|日本|京都府京都市|建保1年12月13日|<死去>建礼門院･平徳子(59歳)高倉天皇の中宮
1214年1月30日-09:00|日本|  ||建保1年12月18日|金槐和歌集(源実朝)できる
1214年2月12日-09:00|日本|  ||建保2年|<任命>播磨国守護｢後藤基清｣(~承久3(1221)年7月2日死去)
1214年2月12日-09:00|日本|京都府木津川市|建保2年|この年､海住山寺五重塔できる
1214年2月12日-09:00|日本|和歌山県海南市|建保2年|この年､善福院釈迦堂できる
1214年2月12日-08:00|中国|  ||金･貞祐2年|西遼･屈出律(ｸﾁｭﾙｸ)が天順と改元
1214年2月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾙ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ1世｣
1214年2月13日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾃｵﾊﾞﾙﾄ｣ﾊﾞﾙ伯(ﾃｨﾎﾞｰ1世)
1214年2月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ伯｢ｱﾝﾘ2世｣(~12391113死去)
1214年3月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ女伯｢Hawise of Aumale｣
1214年3月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢William de Forz｣(~12420326死去)
1214年4月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ摂政｢ﾜﾙﾗﾑ･ﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ﾘﾝﾌﾞﾙｸ｣ﾘﾝﾌﾞｰﾙ公ｳﾞｧﾚﾘｱﾝ3世/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙ
  ｸ伯ｴﾙﾒｼﾞﾝﾃﾞの夫(~1226年6月没)
1214年4月12日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖9年;金･貞祐2年3月|ﾓﾝｺﾞﾙと金の和議が成立し､ﾓﾝｺﾞﾙ軍が中都か
  ら撤退
1214年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ6世｣
1214年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣(~12310915死去57歳)
1214年5月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ｣ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公(ｳﾞｧﾙﾗﾑ3世)(~12260702死去)ｴﾙﾒｼﾞﾝﾃﾞ女
  伯と結婚
1214年5月11日-08:00|中国|  ||金･貞祐2年4月|大金国は蒲鮮万奴(ﾌﾟｼｪﾝﾜﾝﾇ)率いる軍勢で東遼を攻撃させた/
  耶律留哥は帰仁県北河で金軍を撃破､その勢いで遼東の州郡を占拠し首都を咸平に定めて中京と号した
1214年5月25日-09:00|日本|滋賀県大津市|建保2年4月15日|延暦寺僧徒が日吉祭の紛争から園城寺を襲い､金堂
  など129宇を焼く
1214年6月10日-08:00|中国|  ||金･貞祐2年5月|金が都を中都から開封へ遷都
1214年6月10日-08:00|中国|  ||金･貞祐2年5月|楊安児は僭号を称し天順と改元
1214年6月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖9年;金･貞祐2年5月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍再南下/景州､薊州､檀州､順州諸州が
  陥落
1214年7月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｮﾝが､神聖ﾛｰﾏ皇帝ｵｯﾄｰ4世らと結んで所領の奪回を
  図るが､ﾌﾗﾝｽ国王ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世(49)に撃退される(ﾌﾞｰｳﾞｨｰﾇの戦い)
1214年9月3日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建保2年7月27日|大慈寺建立
1214年9月3日-08:00|中国|  ||宋･嘉定7年;金･貞祐2年7月27日|南宋が､金に対する歳幣を停止
1214年9月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世､ﾌﾗﾝｽ中部のｼﾉﾝで結ばれた｢ｼﾉﾝの和約｣で5年間の休戦
  を約し､ﾛﾜｰﾙ川以北の｢ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ領｣を獲得
1214年10月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ8世高貴王｣
1214年10月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｴﾝﾘｹ1世｣(~12170606死去)
1214年10月5日-08:00|中国|  ||金･貞祐2年9月1日|日食があった
1214年11月4日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖9年;金･貞祐2年10月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍が金の成州を陥落させた
1214年12月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｳｨﾘｱﾑ1世獅子王｣
1214年12月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ2世｣ｳｨﾘｱﾑ1世の息子(~12490708死去)
1214年12月15日-09:00|日本|京都府京都市|建保2年11月13日|和田義盛の余党頼家の子栄実を奉じ京都で反乱し
  敗れる
1214年12月23日-09:00|日本|  ||建保2年11月21日|<死去>道法法親王(49歳)後白河天皇の皇子
1215年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢ｶﾘﾝｶﾞ･ﾏｰｶﾞ｣(~1255年)兼ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ王(~1236年)
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1215年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾎﾗﾑｽﾞｼｬｰ朝がｺﾞｰﾙ朝を滅ぼし､ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝを併合
1215年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1216年)
1215年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ｲｴﾒﾝ･ﾍｼﾞｬｽﾞ)ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾏｽｳｰﾄﾞ｣ｴｼﾞﾌﾟﾄのｽﾙﾀｰﾝ･ｱﾙ=ｶｰﾐﾙの息子(~1229
  年死去)
1215年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<即位>ｷﾙﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢Khalid ibn Suleiman｣(~1225年)
1215年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾎﾞﾘｽ2世･ﾌｾｽﾗｳﾞｨﾁ｣ﾄﾞﾙﾂｸ公(~1222年)
1215年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾐｶｴﾙ1世ｺﾑﾈﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣暗殺される
1215年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｻｲﾓﾝ｣(~1216年)
1215年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1238年ｶﾞｰﾘﾁ公国と統合,ﾀﾞﾆｰﾙはｶﾞｰﾘﾁ公と､1254
  年からﾙｰｼ王の称号を併称)
1215年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ1世ｺﾑﾈﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣(⇒1224年兼ﾃｯｻﾛﾆｷ皇帝~1230年捕虜と
  なる)
1215年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1215年)⇒<復位>｢ｶｰﾙﾏｰﾝ｣(~1219年)
1215年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ2世･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~12230531死去)
1215年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1232年)
1215年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ人がﾚﾎﾗ砦を陥としてｻｶﾗ首長｢ﾚﾝﾋﾞﾄｩ｣を捕虜にした(1217年に釈放)
1215年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾏﾝﾌﾚｰﾄﾞ2世｣
1215年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｲｳﾞｧﾝ｣(~1216年)
1215年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾏﾝﾌﾚｰﾄﾞ3世｣(~1244年死去)
1215年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｼﾓﾝ4世･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ｣(~12180625死去)ﾚｽﾀｰ伯
1215年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｻｰｸ｣(1回目~1217年)
1215年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ公国四分割(ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾀﾞﾝﾂｨﾋ公国､ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾍﾞﾙｶﾞﾙﾄ公国､ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾘｰﾌﾞｼｬｳ公国､
  ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ｼｭｳﾞｪｯﾂ公国)
1215年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾋﾞﾙ･ﾌｫﾛｺ｣(~1235年)
1215年1月14日-09:00|日本|  ||建保2年12月13日|<死去>栄実､謀反計画の露見で攻められ､自害(14歳)源頼家の
  息子､臨済宗の僧
1215年1月26日-08:00|中国|  ||西夏･光定4年;金･貞祐2年12月25日|西夏､金を攻める
1215年2月1日-09:00|日本|  ||建保3年|平家物語がこのころ成立
1215年2月1日-09:00|日本|奈良県奈良市|建保3年|この年興福寺天灯鬼･竜灯鬼像(康弁)できる
1215年2月1日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖10年;金･貞祐3年1月|金の通州がﾓﾝｺﾞﾙに降伏
1215年2月6日-09:00|日本|  ||建保3年1月6日|<死去>北条時政､腫れ物のため(78歳)鎌倉幕府初代執権
1215年2月17日-08:00|中国|  ||元･太祖10年;金･貞祐3年1月17日|北京(内蒙古自治区寧城県)､ﾓﾝｺﾞﾙに降る
1215年5月1日-08:00|中国|  ||金･貞祐3年4月|張致､錦州(遼寧省錦県)で漢興皇帝を称し､興龍と改元する
1215年5月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの諸侯が､ｼﾞｮﾝ王に反抗してﾛﾝﾄﾞﾝを占拠
1215年5月31日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖10年;金･貞祐3年5月2日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍が､金の中都を降す
1215年6月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||大憲章の発布/ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｮﾝが貴族たちの要求に基づいて大憲章(ﾏｸﾞﾅ･ｶﾙﾀ
  )を公布
1215年7月28日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖10年;金･貞祐3年7月1日|蒙古軍は金の済源を取った
1215年8月1日-09:00|日本|  ||建保3年7月5日|<死去>臨済宗の開祖｢栄西｣/75歳(誕生:1141)
1215年8月27日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖10年;金･貞祐3年8月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍が平州を遂に取った/また､廣寧府(
  広寧府)を降した
1215年9月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾏﾘｽｺ卿｣(1回目~12210703)
1215年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾝ王がﾏｸﾞﾅ･ｶﾙﾀの無効を宣言し､内乱となる
1215年9月13日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建保3年8月18日|大風で鶴岡八幡宮の大鳥居が転倒
1215年10月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ侯･ｴｽﾃ辺境伯｢ｱﾙﾄﾞﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰﾉ1世｣
1215年10月24日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||金･貞祐3年10月|蒲鮮万奴､遼東で天王を称し､国号を大真として､天泰
  と改元する
1215年11月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖10年11月|耶律留哥､内乱でﾓﾝｺﾞﾙに入朝
1215年11月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏで第4回ﾗﾃﾗﾉ公会議が閉幕/ﾄﾞﾐﾆｺとﾌﾗﾝﾁｪｽｺ両修道会が許可
1215年12月22日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖10年12月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍の張致が長吏を殺し､錦州に据し､瀛王を称し
  て改元して興隆とした/瀛王張致は平州､?州､瑞州､利州､義州､宗州､懿州､廣寧府､建州などを陥とした/ﾑｶﾘはﾌ
  ﾞｶ､ｳｴﾙらを遣ってこれを討伐させた
1216年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Ranasura｣(~1216年)⇒｢ｱﾌﾞﾊﾔ･ﾏｯﾗa｣(~12550707死去)
1216年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢ﾏｰﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ･ｽﾝﾀﾞﾗ･ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ1世｣(~1238年)再興
1216年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾎﾗﾑｽﾞｼｬｰ朝がﾓﾝｺﾞﾙへ使節を派遣
1216年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1218年)
1216年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾊﾟｵﾛ･ｹﾘｰﾆ｣(1度目~1218年)
1216年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ｱﾚｯﾎﾟ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Aziz Muhammad｣(~1236年)
1216年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱﾝﾃｨｵｷｱ公｢ﾚｰﾓﾝ･ﾙｰﾍﾟﾝ｣(~1219年)
1216年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞﾉﾝ公｢ﾃﾞﾒﾄﾘｵ･ﾌﾟﾛｺﾞﾆ｣
1216年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Ida｣
1216年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Matilda2世of Boulogne｣(~1245年)､｢Philip Hurepel｣(~1235年死去)
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1216年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾊﾞﾉﾝ公｢ｸﾞﾘｺﾞﾘｵｽ･ｶﾓﾅｽ｣(~1252年)
1216年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ7世の息子(~12350212廃位~12420212死去
  30歳)
1216年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｴｰﾘｸ4世｣(~12320530退位)
1216年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<退位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ7世｣(~12501213死去55才)
1216年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<退位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ3世｣
1216年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ公｢ﾘｰｽ嗄声公｣(~1234年死去ｸﾞｳｨﾈﾄﾞに従属)
1216年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島をﾕｰｽﾀｽ｢ｻﾞ･ﾓﾝｸ｣(ﾕｰｽﾀｽ･ﾊﾞｽｹｯﾄ｢ﾙ･ﾓﾜﾝ｣)が率いるﾌﾗﾝｽ人が占領(
  ~12170824)
1216年1月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖10年;金･貞祐3年12月20日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍は金の大名府を攻めて大敗し
  て､ほとんど全滅
1216年1月12日-09:00|日本|京都府京都市|建保3年12月22日|樋口猪熊より失火､因幡堂､六角堂など焼亡
1216年1月21日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖11年|この歳,張致､ﾓﾝｺﾞﾙに討たれる
1216年1月21日-08:00|中国|  ||金･貞祐4年|この年､金山､奇努､青狗､統古らが耶律廝不を推戴して独立/耶律廝
  不は澄州で帝号を称し､国号を『遼』(後遼)と定め､改元して天威とした/耶律乞奴が耶律廝不を殺害し天祐と
  改元,耶律金山が国を称して自立し天徳と改元,統古がこれを殺して自立すると喊捨がこれを殺して自立
1216年1月21日-08:00|中国|  ||金･貞祐4年春|紅襖軍を率いて叛したｶｸ定なるもの､山東で大漢皇帝を称し順天
  と建号
1216年1月27日-09:00|日本|京都府京都市|建保4年1月7日|左獄､滋野井､桂宮など焼亡
1216年2月4日-09:00|日本|神奈川県藤沢市|建保4年1月15日|江ﾉ島の海底が隆起して道路になる
1216年2月5日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖11年;金･貞祐4年1月16日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍が金の曹州を陥とした
1216年2月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖11年;金･貞祐4年2月|金将の張開が河間府､滄州､献州などの諸州
  を奪還
1216年2月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||金･貞祐4年2月1日|日食があった
1216年2月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯｢ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾏﾝﾃﾞｳﾞｨﾙ｣
1216年2月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾏﾝﾃﾞｳﾞｨﾙ｣(~12270108死去)
1216年3月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖11年;金･貞祐4年3月|この月､金軍がﾓﾝｺﾞﾙから恩州､ｹｲ州を奪還
1216年4月10日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ10世｣病死
1216年4月10日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾖﾊﾝ1世｣(~12220310死去)
1216年4月19日-08:00|中国|  ||金･貞祐4年4月|金,ｶｸ定が建･順天と改元(-旧7月)
1216年4月20日-09:00|日本|  ||建保4年4月2日|<死去>亮子内親王(殷富門院)(70歳)後白河天皇の皇女､伊勢斎
  宮
1216年4月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ大公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ｣ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ3世の息子(~12180202死去)
1216年4月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公｢ﾕｰﾘｰ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1218年)
1216年4月27日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<廃位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾕｰﾘｰ2世｣
1216年4月28日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖11年;金･貞祐4年4月10日|金将の張開が青州など十一城をﾓﾝｺﾞﾙ
  から奪還
1216年4月29日-09:00|日本|  ||建保4年4月11日|<死去>藤原有家(62歳)大蔵卿､歌人
1216年6月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ｱﾝﾘ･ﾄﾞｩ･ｴｰﾉｰ｣42歳
1216年6月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾋﾟｴｰﾙ｣ﾋﾟｴｰﾙ1世･ﾄﾞ･ｸﾙﾄﾈｰとｴﾘｻﾞﾍﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｸﾙﾄﾈｰの息子(~12
  19年死去64歳)
1216年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｽﾉｯﾘ･ｽﾄｩﾙﾙｿﾝ｣(1回目~1219
  年)
1216年7月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第176代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ3世｣享年55
1216年7月17日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖11年;金･貞祐4年7月1日|金の昭儀節度使､ﾋﾞﾗﾙﾀｲが威州および獲
  鹿を奪還
1216年7月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第177代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾉﾘｳｽ3世｣(~12270318死去)
1216年7月18日-08:00|中国|  ||金･貞祐4年7月2日|ｶｸ定､誅に伏す
1216年7月26日-09:00|日本|  ||建保4年閏6月10日|<死去>鴨長明(62歳)歌人､随筆家/｢方丈記｣
1216年8月15日-08:00|中国|  ||金･貞祐4年閏7月1日|日食があった
1216年8月24日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖11年;金･貞祐4年閏7月10日|金軍は深州を奪還
1216年9月27日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||金･貞祐4年;高麗･貞祐4年8月14日|契丹人の金山､高麗を攻める
1216年10月11日-08:00|中国|  ||西夏･光定6年;金･貞祐4年8月28日|西夏軍が金に侵入したが､守将に撃破され
  た
1216年10月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞｮﾝ欠地王｣兼ｱｷﾃｰﾇ公･ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ｼﾞｬﾝ｣48歳(誕
  生:11671224)
1216年10月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｱﾝﾘ2世｣(~12721116死去)兼ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ｱﾝﾘ3世｣(~1259年ﾊﾟﾘ
  条約によりﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公位を放棄)[ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ3世]
1216年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾍﾝﾘｰ3世｣ｼﾞｮﾝとｲｻﾞﾍﾞﾙ･ｵﾌﾞ･ｱﾝｸﾞﾚｰﾑの男子(~12721116死
  去65歳)
1216年11月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||金･貞祐4年;元･太祖11年10月|蒲鮮万奴､自立､東夏を称するが､大蒙古
  国が侵攻､蒲鮮万奴(ﾌﾟｼｪﾝﾜﾝﾇ)はﾓﾝｺﾞﾙ帝国に降伏
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1216年12月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||教皇ﾎﾉﾘｳｽ3世が､ﾄﾞﾐﾆｺ修道会を承認
1217年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ﾛﾏﾝ2世ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣
1217年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｺﾛﾑﾅ公[ﾛﾏﾝ･ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾚｳﾞｨﾁ｣(~1237年)
1217年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾙ1世ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1235年死去)
1217年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<退位>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1219年死去)
1217年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｲﾎﾟｯｸ･ﾎﾞｶﾞﾄﾗﾄﾞｳﾞｧｰﾆｰ｣(~1218年)
1217年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｸﾛｽのﾎﾟﾝﾃｨｳｽ｣(~同年)⇒｢ﾊﾞﾝｸ･ﾊﾞｰ=ｶﾗﾝ｣(2度目~1218年)
1217年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾊｯｸ1世｣
1217年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾗﾅﾙﾌ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾝﾃﾞｳﾞｨﾙ｣(~1231.4)
1217年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｳｽﾏｰﾝ1世｣(~1240年死去)
1217年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||全北ｳｪｰﾙｽﾞ公ｸﾞｳｨﾈｯｽﾞ東南部を除く全ｳｪｰﾙｽﾞを征服するのに成功(翌年のｳｰｽﾀ条約で
  ｳｪｰﾙｽﾞの支配者と認められた)
1217年1月30日-09:00|日本|京都府京都市|建保4年12月22日|樋口猪熊より出火､因幡堂､六角堂､釈迦堂､薬師堂
  など130余町焼亡
1217年2月1日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖11年12月24日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍は代州の神山と横城を平定
1217年2月8日-09:00|日本|  ||建保5年|<任命>大隅国守護｢北条義時｣(~貞応3(1224)年6月13日死去)
1217年2月8日-09:00|日本|北海道|建保5年|<任命>蝦夷管領｢安藤堯季｣(~不詳､以後､堯秀､季長､季久と続く~不
  詳)
1217年2月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖12年|蒲鮮万奴(ﾌﾟｼｪﾝﾜﾝﾇ)は再び自立して大蒙古国から独立,僭称
  して『東夏』
1217年4月8日-08:00|中国|  ||金･貞祐5年3月|金･真定の石海方が叛乱/郭文振および威州刺史の武仙がこれを
  斬って平定
1217年4月21日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗｰ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾑｻﾞｰ｣
1217年4月21日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾝﾅｼﾞｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~12261201死去),｢ｱﾙﾊﾃﾞｨ･ﾔｰﾔ･ﾋﾞﾝ･ﾑｰｼﾝ｣
  (~1239年死去)
1217年4月23日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｲﾝｹﾞ2世ﾎﾞｰﾙﾄﾞｿﾝ｣
1217年4月23日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｽｸﾙ･ﾎﾞｰﾙﾄﾞｿﾝ｣(~6月)
1217年4月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾍﾙﾏﾝ1世｣
1217年4月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世｣(~12270911死去)
1217年5月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｼｭ伯｢Thomas｣
1217年5月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｭ伯｢William2世｣(~1226年死去)
1217年5月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世の王太子ﾙｲ(のちのﾙｲ8世)､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ東部の｢ﾘﾝｶｰﾝ城｣
  の攻防戦｢ﾘﾝｶｰﾝの戦い｣で敗北
1217年6月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾎｰｺﾝ4世ﾊｰｺﾝｿﾝ･ﾃﾞﾝｽﾄｱ大王｣(~12631216没)
1217年6月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｴﾝﾘｹ1世｣
1217年6月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾍﾞﾚﾝｹﾞﾗ女帝｣(~12170831譲位~12461108死去)
1217年6月26日-09:00|日本|  ||建保5年5月21日|<死去>多好節､流行病のため(55歳)雅楽家
1217年8月4日-08:00|中国|  ||金･貞祐5年7月1日|日食があった
1217年8月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<譲位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾍﾞﾚﾝｹﾞﾗ女帝｣(~12461108死去)
1217年8月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ3世聖王｣(~12520530死去)
1217年9月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖12年;金･貞祐5年8月|ﾑｶﾘはﾓﾝｺﾞﾙ兵の他に漢兵を徴兵して中都の
  南､遂州および､蠡州を下した
1217年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢William de Redvers｣
1217年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Baldwin de Redvers｣(~12450215死去)
1217年9月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｷﾝｸﾞｽﾄﾝ条約が結ばれ､敗北したﾌﾗﾝｽ軍がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを去る
1217年9月21日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾙﾝﾄﾞ大司教ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｽﾈｾﾝ｣ﾃﾞﾝﾏｰｸがﾚｳﾞｧﾙ(ﾀ
  ﾘﾝ)及び現在のｴｽﾄﾆｱの北部を統治(~1221年)
1217年9月21日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<聖ﾏﾀｲの日の戦い>ｻｶﾗ首長｢ﾚﾝﾋﾞﾄｩ｣ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団に敗れ戦死
1217年10月9日-08:00|中国|  ||金･興定1年9月8日|金の宣宗が興定(-1222年)と改元
1217年10月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖12年;金･興定1年9月17日|ﾓﾝｺﾞﾙ兵が金の隰州の汾西を従えた
1217年11月27日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖12年;金･興定1年10月27日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍が金の鄒平､長山､ｼ川を陥と
  した
1217年12月13日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖12年;金･興定1年11月13日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍が金の濱州､棣州､博州を取
  った
1217年12月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖12年;金･興定1年11月16日|金のｼ州がﾓﾝｺﾞﾙ軍によって陥ちた
1217年12月17日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖12年;金･興定1年11月17日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍は金の沂州を陥とした
1217年12月30日-08:00|中国|  ||金･興定1年12月|李全とその兄の李福襲が金の青州､ｷｮ州を取った
1218年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾝ7世(ﾁｪｲｳﾞｧﾙﾏﾝ7世)｣
1218年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~1243年死去)
1218年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾚﾃｨｱ2世｣(~1229年)
1218年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ｸﾛｰｯﾄｩﾝｶﾞ3世｣
1218年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾗｰｼﾞｬﾗｰｼﾞｬ3世｣(~1246年)
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1218年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢Devapala｣(~1239年)
1218年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1219年)
1218年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ｳﾞｧｼﾘｺ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣(~12380304死去)
1218年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻﾞﾝｷﾞｰ朝ﾓｰｽﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ﾇｰﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾙｽﾗｰﾝ･ｼｬｰ2世｣(~1219年)
1218年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾃﾞﾙﾌｨｰﾉ｣(~1220年)
1218年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢Theobald6世｣
1218年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾕﾘｳｽ1世ﾊｰﾝ｣(2度目~1219年)
1218年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Isabelle｣(~1248年死去)
1218年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣(~1261年死去)
1218年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢Margaret｣(~12300712死去)
1218年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ｳﾞｨｽﾗﾌ1世｣(~1249年)
1218年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ｼｸﾞﾙﾄﾞ･ｱｰﾘﾝｸﾞｿﾝ･ﾘﾌﾞﾝｸﾞ下品王｣(~12260708没)
1218年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾋﾟｴｰﾙ1世｣ｱﾘｯｸｽ女公と結婚(~1235年剥奪)
1218年1月5日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖12年;金･興定1年12月7日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍は益都府を陥とした
1218年1月10日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾕｰｸﾞ1世｣
1218年1月10日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政｢ｱﾘｯｸｽ(ｱﾘｽ)･ﾄﾞ･ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ｣(~12320503)
1218年1月10日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ｱﾝﾘ1世｣(~12530118死去)
1218年1月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖12年;金･興定1年12月18日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍は密州を陥とした
1218年1月28日-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||金の興定2年|ｷﾙｷﾞｽﾞ､ﾓﾝｺﾞﾙに叛く｡ﾓﾝｺﾞﾙ､これを降す
1218年1月28日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾎﾗｽﾞﾑ･ｼｬｰ朝がﾓﾝｺﾞﾙの通商使節を惨殺(ｵﾄﾗﾙ事件)
1218年1月28日-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙ軍が西遼､屈出律を攻め滅ぼし､ﾎｰﾀﾝ･ｶｼｭｶﾞﾙ地方を平定
1218年2月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ｣
1218年2月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ大公｢ﾕｰﾘｰ2世｣(2度目~12380304戦死)
1218年2月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公･ｽﾀﾛﾄﾞｩｰﾌﾟ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~12270106死去)
1218年2月6日-08:00|中国|  ||宋･嘉定11年1月10日|李全が南宋に降った
1218年2月18日-01:00|ｽｲｽ|  |||ﾂｪｰﾘﾝｹﾞﾝ家が断絶し､ﾍﾞﾙﾝ､ﾁｭｰﾘｯﾋ､ｿﾞｰﾛﾄｩﾙﾝが帝国都市となる
1218年5月6日-09:00|日本|  ||建保6年4月10日|<死去>下総国守護｢千葉成胤｣(胤綱が継ぐ~安貞2(1228)年5月28
  日死去)
1218年5月17日-09:00|日本|京都府京都市|建保6年4月21日|京都大火/三条油小路より出火､因幡堂･六条院･五条
  天神･河原院など焼亡｡170余町焼失
1218年5月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｵｯﾄｰ4世｣
1218年5月26日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖13年;金･興定2年5月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍が錦州を屠った
1218年6月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ若王｣ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世とﾎﾞﾍﾐｱ王女ﾀﾞｸﾞﾏｰﾙの息子(~12
  311128死去)
1218年6月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｼﾓﾝ4世･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ｣
1218年6月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｱﾓｰﾘ6世･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ｣ｼﾓﾝ4世の子(~1224年)
1218年6月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世の王太子ﾙｲ(のちのﾙｲ8世)の直臣ｼﾓﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ､｢ﾄｩｰﾙｰｽﾞ包
  囲戦｣で戦死/最大のｶﾀﾘ派支持者｢ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｣ﾚﾓﾝ6世､｢ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯領｣を奪還
1218年6月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾓﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ｣
1218年7月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ｳｰﾄﾞ3世｣
1218年7月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾕｰｸﾞ4世｣(~12711027死去)
1218年7月24日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖13年秋|西遼はﾓﾝｺﾞﾙ帝国に制圧され屈出律(ｸﾁｭﾙｸ)は捕らえられ
  ､首を刎ねられた/西遼､全く滅亡
1218年7月24日-08:00|中国|  ||金･興定2年7月1日|日食があった
1218年8月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ｱｰﾃﾞｨﾙが十字軍迎撃のための遠征途上で没
1218年8月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ6世｣
1218年8月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世｣(~12251107死去)
1218年8月14日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建保6年7月22日|幕府侍所司五人を定め泰時を別当としてご家人を
  奉行させる
1218年8月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖13年;金･興定2年8月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍のﾑｶﾘは歩騎数万で､金の代州､隰州
  の二州を取った
1218年8月31日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾀﾞﾏｽｶｽ)第3代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ｱｰﾃﾞｨﾙ｣
1218年8月31日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾀﾞﾏｽｶｽ)第4代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾑｱｯｻﾞﾑ｣(~12271112死去)
1218年8月31日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝第5代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｶｰﾐﾙ｣(~12380306死去)
1218年9月22日-08:00|中国|  ||宋･嘉定11年;金･興定2年9月|この月､南宋の李全が金の密州､寿光を破った
1218年9月27日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖13年;金･興定2年9月6日|太原が陥ちた
1218年10月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲｳﾞｧﾝ･ｱｾﾝ2世｣(~12410624死去)
1218年10月21日-08:00|中国|  ||宋･嘉定11年;金･興定2年10月|この月､李全が鄒平､臨ｷｮｳ､安丘ら諸県を陥とし
  た
1218年11月4日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖13年;金･興定2年10月15日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍は平陽を攻め平陽は落ちた
1218年11月29日-09:00|日本|京都府京都市|建保6年11月10日|清凉寺､栖霞寺､嵯峨釈迦堂など焼亡
1218年12月21日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建保6年12月2日|北条義時の鎌倉の大倉新御堂薬師如来供養
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1219年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1221年)
1219年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1230年死去)
1219年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾔｽﾞﾄﾞ･ｱﾀﾍﾞｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｸﾄｩﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲｽﾌｧｻﾗｰﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾗﾝｷﾞｬﾙ｣(~1229年)
1219年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻﾞﾝｷﾞｰ朝ｼﾝｼﾞｬｰﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ｲﾏｰﾄﾞｩｯﾃﾞｨｰﾝ･ｼｬｰﾊｰﾝｼｬｰ｣｢ｼﾞｬﾊｰﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣｢ﾌｧﾄﾌｯ
  ﾃﾞｨｰﾝ･ｳﾏﾙ｣(~1220年)
1219年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻﾞﾝｷﾞｰ朝ﾓｰｽﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ﾅｰｽｨﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(~1234年)
1219年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾋﾟｴｰﾙ｣64歳
1219年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾉｲｶ｣(~1221年)
1219年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｵｰｳﾞﾙﾁ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾘｭﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1223年)
1219年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<復位>ｱﾝﾃｨｵｷｱ公｢ﾎﾞｴﾓﾝ4世｣ﾄﾘﾎﾟﾘ伯(~1233.3死去)
1219年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1227年)
1219年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｱｲﾕｰﾌﾞ朝のｶｰﾐﾙが十字軍が占領するﾀﾞﾐｴｯﾀ港を攻囲
1219年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｾｰﾙ伯｢Peter2世｣
1219年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｺﾞｰｼｪ3世｣
1219年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ﾃﾞﾐｰﾝ公｢ｶｼﾞﾐｰﾙ2世｣
1219年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ｼﾞｬﾝ1世ﾄﾘｽﾀﾝ｣(~1232年)
1219年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢Mahault1世｣(~12570729死去),｢Herve4世｣Mahaultと結婚(~12220122死
  去),｢Agnes2世｣(~1225年解任)
1219年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｵｳｽﾞ｣(2度目~1220年)
1219年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｼﾞｭﾗ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｶﾝ｣(1回目~1222年)
1219年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ﾃﾞﾐｰﾝ公(摂政)｢ｲﾝｶﾞﾙﾄﾞ･ｱ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ｣(~1226年~1248年死去)
1219年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世｣(~12780316死去)
1219年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Albert4世｣(~1223年)
1219年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Mstislav Mstislavich｣(~1225年)
1219年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Philippe d'Albini2世｣(~1224年)
1219年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島総督｢Holan｣
1219年1月18日-09:00|日本|  ||建保7年|藤原信実が『北野天神縁起絵巻』(国宝)を描いた
1219年1月18日-08:00|中国|  ||宋･嘉定12年|興元の軍人張福が反乱
1219年2月9日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖14年;高麗･興定3年1月23日|ﾓﾝｺﾞﾙ､高麗に使を遣わす
1219年2月13日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建保7年1月27日|<死去>鎌倉幕府第3代将軍｢源実朝｣鶴岡社頭で甥
  の公暁に暗殺される/28歳(誕生:建久3(1192)0809)公暁は長尾定景に討たれた/源氏の正統が断絶
1219年2月27日-09:00|日本|静岡県|建保7年2月11日|阿野時元､駿河国に挙兵
1219年3月2日-09:00|日本|  ||建保7年2月14日|<任命>京都守護･山城国守護｢伊賀光季｣(~承久3(1221)年5月15
  日)
1219年3月10日-09:00|日本|静岡県|建保7年2月22日|<死去>阿野時元､挙兵するが金窪行親に討ち取られた(不明
  )武将
1219年3月17日-09:00|日本|  ||建保7年2月29日|<任命>京都守護･山城国守護｢大江親広｣(~承久3(1221)年5月14
  日)
1219年5月2日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｵ1世｣
1219年5月2日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国女王｢ｲｻﾞﾍﾞﾗ｣(~12520123死去)
1219年5月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｳﾞｫﾝ2世｣
1219年5月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｻﾞﾍﾞﾙ(ｲｻﾞﾍﾞﾗ)｣(~12520123死去),｢ｺｽﾀﾝﾃﾞｨﾝ･ﾊﾞﾍﾞﾛﾝ
  ｣(~1226年)共同統治
1219年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｰｼｬﾙ｣
1219年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｰｼｬﾙ｣(~12310406死去)
1219年5月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖14年;金･興定3年4月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍の張柔が兵を率いて南下し金の雄
  州､易州､保州､安州が落ちた/張柔は満城へ至り金将の武仙数万の軍と戦い武仙軍は敗れた/張柔は勝ちに乗じ
  て定州を攻めてこれを陥とした/祁陽､曲陽は張柔の手に落ちた/深州､冀州以北､鎮州､定州以東の地域三十余
  城がﾓﾝｺﾞﾙの張柔に投降
1219年5月17日-09:00|日本|京都府京都市|承久1年4月2日|京都大火/近衛町から出雲路河原まで焼亡｡法成寺･円
  勝寺･尊勝寺西塔､最勝寺､祇陀林寺､公家第宅など焼亡
1219年5月27日-09:00|日本|  ||承久1年4月12日|｢承久｣に改元
1219年6月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸ王ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世(勝利王)､ｴｽﾄﾆｱを征服
1219年6月6日-09:00|日本|  ||承久1年4月22日|続古事談ができる
1219年6月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢David of Scotland｣
1219年6月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢John of Scotland｣(~12370609死去)
1219年6月21日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ﾃｲﾄｩｰﾙ･ﾄﾙﾊﾞﾙﾄﾞｿﾝ｣(1回目~
  1222年)
1219年8月6日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖14年;金･興定3年6月25日|金軍は太原を奪還
1219年8月24日-09:00|日本|  ||承久1年7月13日|<死去>源頼茂(41歳)武将.後鳥羽上皇に攻められ､自害
1219年8月26日-09:00|日本|京都府京都市|承久1年7月15日|大内(大内裏)守護 頼茂謀反の報により北面の武士
  が御所を包囲･襲撃/頼茂敗死
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1219年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｺﾞｰｼｪ3世｣
1219年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｷﾞｰ2世｣(~1226年死去)
1219年11月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ伯｢ｻｱｰ･ﾄﾞ･ｸｲﾝｼｰ｣
1219年11月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾄﾞ･ｸｲﾝｼｰ｣(~12640425死去)
1219年11月5日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||十字軍がﾀﾞﾐｴｯﾀを占領(~12210829)ｴｼﾞﾌﾟﾄ･ｱｲﾕｰﾌﾞ朝のｽﾙﾀﾝがﾀﾞﾐｴｯﾀ
  とｲｪﾙｻﾚﾑの交換を提案するが十字軍は拒否
1220年-07:00|ﾀｲ|  |||ﾀｲ族がｽｺｰﾀｲをｸﾒｰﾙ王国から奪取
1220年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾀﾞﾝﾊﾞﾃﾞﾆﾔ王国国王｢Vijayabahu3世｣(~1224年)
1220年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝国王｢ﾅﾗｼﾝﾊ2世｣(~1234年)
1220年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｺﾅﾗｸのｽｰﾘﾔ寺院
1220年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ﾊﾞﾙﾃｨｽﾀﾝはﾏｸﾎﾟﾝ王朝の統治下(~1840年)
1220年-03:30|ｲﾗﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙ軍がｾﾙｼﾞｭｰｸ朝の首都ﾒﾙｳﾞを攻略
1220年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｶﾀﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｽ･ｱﾙ=ﾊｻﾆ･ｱﾙ=ｱﾗｳｨ｣息子に殺された
1220年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾒｿﾎﾟﾀﾆｱ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Muzaffar Ghazi｣(~1247年)
1220年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾊｻﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ｱﾙ=ﾊｻﾆ･ｱﾙ=ｱﾗｳｨ｣(~1222.4廃位)
1220年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｶｰｳｽ1世｣
1220年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｸﾞｲﾄﾞ･ﾐｷｴﾘ｣(~1222年)
1220年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾙｰﾂｸ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1226年)
1220年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞ1世｣(~1237年死去)
1220年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/北ﾏｹﾄﾞﾆｱ|  |||ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ1世ｺﾑﾈﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣がﾏｹﾄﾞﾆｱとｱﾄｽを解放､ｴﾋﾟﾛｽ専制公
  領の一部
1220年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｴﾙﾈｲ｣(~1221年)
1220年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ2世｣(~1244年)､｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~1249年)
1220年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹﾞﾒﾙﾄはﾃﾞ･ｹﾞﾒﾙﾄ家とﾄﾞｲﾂ騎士団で分割管轄/共同で2つの別々の政権を持つ(~1
  366年)
1220年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ女伯｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ･ﾄﾞ･ｸﾚｱ｣
1220年1月4日-09:00|日本|  ||承久1年11月27日|京都大火､白川火事､延勝寺､最勝寺､証菩提院靭負庁など焼亡
1220年1月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ2世｣
1220年1月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公(摂政)｢ﾐﾛｽﾗｳﾞｧ･ﾌｫﾝ･ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ｣(~1226年~1237
  年死去)
1220年1月31日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|承久1年12月24日|大倉御所が焼失
1220年2月6日-09:00|日本|  ||承久2年|<任命>若狭国守護｢津々見忠季｣(~承久3(1221)年6月14日死去)
1220年2月6日-09:00|日本|  ||承久2年|このころ慈円が｢愚菅抄｣を著す
1220年2月6日-09:00|日本|富山県中新川郡立山町|承久2年|立山雄山神社の社殿造営/富山県
1220年2月6日-09:00|日本|奈良県桜井市|承久2年|この年､大和阿倍文殊院の文殊及び眷属像(快慶)できる
1220年2月6日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･建嘉10年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~1252年)
1220年2月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾃｨﾎﾞｰ1世｣
1220年2月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾏﾁｭｰ2世｣(~12510209死去)
1220年2月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣
1220年2月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ﾖﾊﾝ1世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の息子(~12660404死去
  )､｢ｵｯﾄｰ3世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の息子(~12671009死去)共同統治
1220年3月7日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖15年2月|ﾁﾝｷﾞｽﾊｰﾝ軍がﾌﾞﾊﾗを攻略
1220年3月27日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖15年2月21日|ﾁﾝｷﾞｽ･ﾊｰﾝがｻﾏﾙｶﾝﾄﾞを征服(ｸﾜｰﾗｽﾞﾑ崩壊)
1220年4月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国総督｢ｹﾙﾝ大司教ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ｣(~12251107)
1220年4月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世が｢教会諸公との協約｣で世俗権利を移譲
1220年4月30日-09:00|日本|京都府京都市東山区|承久2年3月26日|清水寺本堂など焼亡
1220年5月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ7世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世の子で共治王(~12350704廃位
  )
1220年5月16日-09:00|日本|京都府京都市東山区|承久2年4月13日|祇園社が炎上
1220年5月17日-09:00|日本|  ||承久2年4月14日|<死去>禅暁､京都･東山で誅殺された(不明)源頼家の息子､僧
1220年7月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ公｢ﾑｼﾁｭｲ1世｣
1220年7月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾀﾞﾝﾂｨﾋ公｢ｼﾌｨｴﾝﾄﾍﾟｳｸ2世｣(~12660111死去)
1220年7月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾍﾞﾙｶﾞﾙﾄ=ﾘｰﾌﾞｼｬｳ=ｼｭｳﾞｪｯﾂ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ1世｣(~12330111
  死去)
1220年11月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣ｲﾀﾘｱ王･ｼﾁﾘｱ王(~12
  501213没)
1220年12月27日-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾎﾗｽﾞﾑ･ｼｬｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾗｰｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1220年12月27日-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾎﾗｽﾞﾑ･ｼｬｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼﾞｬﾗｰﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾒﾝｸﾞﾍﾞﾙﾃﾞｨｰ｣(~1231
  0815死去)
1221年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾅｽﾘﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢Taj al-Din4世Nasr ibn Bahram Shah｣(~1221年),｢Shihab al-
  Din Mahmud1世ibn Harb｣(~1225年),｢Rukn al-Din Mahmud ibn Bahram Shah｣(~1222年)
1221年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾕｰﾘｴｳﾞｨﾁ｣⇒<再任>｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣
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  (~1223年)
1221年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾋﾞﾙ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢Taibuga｣(~?)
1221年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾆｻﾞﾘ･ｲｽﾏｲﾘ国君主｢Imam Jalal al-Din Hasan(Hassan3世)｣
1221年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾆｻﾞﾘ･ｲｽﾏｲﾘ国君主｢Imam‘Ala al-Din Muhammad(Muhammad3世)｣(~1255年死去)
1221年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｻﾞｸﾞｳｪ朝)王｢ｹﾞﾌﾞﾚ･ﾏｽｹﾙ･ﾗﾘﾍﾞﾗ｣
1221年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ﾌﾞﾘｬﾁｽﾗﾌ･ｳﾞｧｼﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1232年退位)
1221年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<退位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ｳﾞｧｼﾘｺ･ﾌﾞﾘｬﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1221年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾊﾏｰ)第2代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1221年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾍﾟｰﾀｰ･ﾊﾟﾙ｣(~1226年)
1221年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾊﾏｰ)第3代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾝ=ﾅｰｽｨﾙ･ｷﾘｼﾞ･ｱﾙｽﾗｰﾝ｣(~1229年死去)
1221年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾘｶﾞはﾃﾞﾝﾏｰｸの臣下(~1223年)
1221年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ3世｣ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯(~12260702死去)
1221年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1221年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾋｭｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の子(~1263.12死去)
1221年1月-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｲﾝﾀﾞｽ河畔でﾓﾝｺﾞﾙ軍とﾎﾗｽﾞﾑｼｬｰ朝の遺児勢力が決戦
1221年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏｲｾﾝ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ2世｣
1221年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣(~12880215死去)
1221年1月25日-09:00|日本|群馬県太田市|承久4年2月23日|世良田(尾島町)の長楽寺､徳川義季を開基､栄朝を開
  山として創建
1221年2月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ｵｰﾋﾞﾆｰ｣
1221年2月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ｵｰﾋﾞﾆｰ｣(~1224年死去)
1221年3月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾛﾍﾞｰﾙ｣ﾋﾟｴｰﾙ2世･ﾄﾞ･ｸﾙﾄﾈｰとﾖﾗﾝﾄﾞ･ﾄﾞ･ｴﾉｰの息子(~1228.1
  死去)
1221年3月26日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾁﾝｷﾞｽ本隊がｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ北部のﾊﾞﾙﾌを占領
1221年3月26日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙ軍がﾒﾙﾌﾞ､ﾆｰｼｬﾌﾞｰﾙを包囲し攻略
1221年4月4日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年3月10日|近衛京極､西洞院間焼亡.宗像社焼失
1221年4月5日-09:00|日本|  ||承久3年3月11日|<死去>飛鳥井雅経(52歳)参議､歌人
1221年4月24日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙ軍がﾎﾗｽﾞﾑｼｬｰ朝の首都ｳﾙｹﾞﾝﾁを占領､ﾎﾗｽﾞﾑ･ｼｧｰ朝を滅ぼす
1221年5月13日-09:00|日本|  ||承久3年4月20日|<践祚>85代｢仲恭天皇｣(~7.9)
1221年5月13日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年4月20日|<就任>摂政｢九条道家｣(~承久3年7月8日解任)
1221年5月13日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年4月20日|<譲位>84代｢順徳天皇｣
1221年5月25日-09:00|日本|  ||承久3年5月3日|<死去>惟明親王(聖円入道親王)(43歳)高倉天皇の皇子
1221年6月6日-09:00|日本|  ||承久3年5月15日|<死去>京都守護･山城国守護｢伊賀光季｣後鳥羽上皇の官軍に襲
  撃され自害
1221年6月6日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年5月15日|後鳥羽上皇が､北条義時追討の院宣を下す(承久の乱)
1221年6月21日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣
1221年6月21日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ3世｣ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯(~12260702死去)
1221年6月22日-09:00|日本|  ||承久3年6月|<剥奪>安芸国守護｢宗孝親｣
1221年6月26日-09:00|日本|  ||承久3年6月5日|<解任>摂津国･美濃国守護｢大内惟信｣没落
1221年6月26日-09:00|日本|愛知県一宮市|承久3年6月5日|<承久の乱>晩,尾張国一宮で鎌倉の上洛軍東山道の武
  田信光が官軍の大内惟信以下を打ち破り官軍は逃亡
1221年6月27日-09:00|日本|岐阜県美濃加茂市|承久3年6月6日|<承久の乱>北条軍(東山道軍)木曾川の河合､大井
  戸で上皇方と対戦/上皇方の山田重忠らが奮闘するが､総崩れ/株河,洲俣,市脇など要害は全て鎌倉方に落ちた
1221年6月29日-09:00|日本|石川県|承久3年6月8日|北条軍･北陸道軍×上皇方･宮崎定範､仁科盛遠らが対戦(越
  中･加賀にて)北条方の勝利
1221年7月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾙﾝﾄﾞﾚｽのｱﾝﾘ｣(2回目､11月まで代理
  ~1224年7月)
1221年7月3日-09:00|日本|愛媛県|承久3年6月12日|河野通信とその子通政らは幕府軍と交戦し大敗して本国の
  伊予に逃げ帰る
1221年7月5日-09:00|日本|  ||承久3年6月14日|<死去>阿波国守護｢佐々木高重｣承久の乱で討死
1221年7月5日-09:00|日本|  ||承久3年6月14日|<死去>若狭国守護｢津々見忠季｣宇治川の戦いで討死
1221年7月5日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年6月14日|幕府方が後鳥羽上皇方を破る
1221年7月6日-09:00|日本|  ||承久3年6月15日|<逃亡>尾張国守護｢小野成綱｣
1221年7月6日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年6月15日|東寺に籠もった三浦胤義を三浦義村･佐原の兵が攻め
  るという一族同士討ちの事態/胤義らの官軍再起不能なる旨の報に応じ上皇は停戦の院宣を発す
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<死去>淡路国守護｢佐々木経高｣承久の乱で敗れ､自害
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>阿波国守護｢小笠原長清｣(~不詳､次に長経､長忠､長房､長
  久､長義､義盛､頼久と続く~1333年)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>安芸国守護｢武田信光｣(~不詳)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>伊勢国守護｢北条時房｣(~1238年)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>伊予国守護｢宇都宮頼綱｣(~1235年頃)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>越中国守護｢名越(北条)朝時｣(~寛元3(1245)年4月6日死
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  去)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>河内国守護｢三浦義村｣(~不詳､次に泰村が就任~宝治元(1
  247)年6月6日死去)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>紀伊国守護｢三浦義村｣(~不詳)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>三河国守護｢足利義氏｣(~1252年､以降足利氏が就任､貞経
  ~1331年)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>若狭国守護｢島津忠時｣(~1228年)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>出雲国･隠岐国守護｢佐々木義清｣(~1233年､以後､政義､泰
  清が就任~1278年)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>但馬国守護｢太田昌明(常陸房)｣(~1223年､以後太田氏が
  就任~1336年)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>丹波国守護｢北条時房｣(~1222年)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>長門国守護｢小鹿島公業｣(~1221年(承久3年)9月)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>播磨国守護｢安保右馬允｣(~1223年)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>備前国守護｢佐々木信実｣(~不詳)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>六波羅探題南方｢北条時房(時房流)｣(~1224年)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>六波羅探題北方･山城国守護｢北条泰時(得宗家)｣(~貞応3
  (1224)年6月→執権)
1221年7月7日-09:00|日本|  ||承久3年6月16日|<任命>和泉国守護｢逸見惟義｣(~1248年)
1221年7月9日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|承久3年6月18日|<死去>藤原範茂､承久の乱で敗れ護送途中
  に足柄山で処刑(37歳)参議
1221年7月16日-09:00|日本|  ||承久3年6月25日|<任命>摂津国守護｢長沼宗政｣(~不詳)
1221年7月16日-09:00|日本|  ||承久3年6月25日|<任命>淡路国守護｢長沼宗政｣(~寛喜2年(1230年)8月13日､嫡子
  時宗に譲与~1243年)
1221年7月20日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年6月29日|上皇方への断罪厳しく､"賊軍" の汚名を恐れやむな
  く参軍した三浦胤義は自害､佐々木信綱叔父経高らは戦犯として斬られ､または自刃
1221年7月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||十字軍が､ｶｲﾛへ進撃
1221年7月22日-09:00|日本|  ||承久3年7月2日|<死去>近江国守護(長門国守護)｢佐々木広綱｣承久の乱で官軍に
  属し敗れ梟首された(次に弟の信綱が継ぐ､以後泰綱､頼綱､時信と続く~1333年)
1221年7月22日-09:00|日本|  ||承久3年7月2日|<死去>五条有範.承久の乱に敗れ､処刑(不明)武将
1221年7月22日-09:00|日本|  ||承久3年7月2日|<死去>播磨国守護｢後藤基清｣承久の乱で官軍に属し敗れ梟首さ
  れた
1221年7月25日-09:00|日本|岐阜県|承久3年7月5日|<死去>一条信能.承久の乱で敗れ､護送途中に美濃で処刑(32
  歳)参議
1221年7月28日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年7月8日|<就任>摂政｢近衛家実｣(~貞応2(1223)年12月14日辞任
  )
1221年7月29日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年7月9日|<譲位>85代｢仲恭天皇｣
1221年7月29日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年7月9日|<践祚>86代｢後堀河天皇｣/12.1即位(~12321004)
1221年8月-03:30|ｲﾗﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||(~9月)ﾓﾝｺﾞﾙ人がﾊﾏﾀﾞｰﾝを破壊
1221年8月1日-09:00|日本|  ||承久3年7月12日|<任命>越前国守護｢島津忠久｣(~嘉禄3(1227)年6月18日死去､次
  に忠時が就任~1228年)
1221年8月2日-09:00|日本|島根県隠岐郡隠岐の島町|承久3年7月13日|幕府が承久の乱の後鳥羽上皇を隠岐へ流
  す
1221年8月3日-09:00|日本|静岡県|承久3年7月14日|<死去>葉室宗行.承久の乱で敗れ､鎌倉への護送途中に駿河
  で斬罪(48歳)権中納言
1221年8月10日-09:00|日本|新潟県佐渡市|承久3年7月21日|幕府が後鳥羽上皇に続き､順徳上皇を佐渡へ配流
1221年8月11日-09:00|日本|愛媛県松山市|承久3年7月22日|高縄山城陥落/河野通信は負傷しその子通俊は戦死､
  通政､政氏父子は自刃
1221年8月12日-09:00|日本|山梨県|承久3年7月23日|<死去>葉室光親.承久の乱で敗れ､甲斐で斬罪(46歳)権中納
  言
1221年8月13日-09:00|日本|兵庫県|承久3年7月24日|雅成親王が但馬国に配流された
1221年8月14日-09:00|日本|岡山県|承久3年7月25日|頼仁親王が備前国に配流された
1221年8月18日-09:00|日本|山梨県|承久3年7月29日|<死去>源有雅.承久の乱で敗れ､護送途中に甲斐で斬罪(46
  歳)参議､権中納言
1221年8月19日-09:00|日本|岩手県|承久3年8月|河野通信は陸奥国の江刺へ配流され､通信の子の通末は信濃国
  へ配流､通信孫の通秀､通行も流された
1221年8月28日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｶｲﾛへ進撃した十字軍が敗北/ﾀﾞﾐｴｯﾀを放棄
1221年9月8日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||十字軍がｴｼﾞﾌﾟﾄから退却
1221年9月18日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年9月|後高倉法皇の大炊殿焼亡
1221年10月17日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年10月|<死去>藤原秀澄.承久の乱敗戦後に捕らえられ､京で斬
  罪(不明)武将
1221年10月17日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖16年10月|蒙古軍､ｲﾝﾄﾞに侵入､ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの遺児ｼﾞｬﾗｰﾙ･ｱｯﾃﾞｨ
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  ｰﾝとｲﾝﾀﾞｽ河畔で戦い勝利
1221年10月17日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年10月1日|放火により､藤原家実第(土御門西洞院)､西園寺公
  経第(一条町)焼亡
1221年10月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｱﾘｯｸｽ｣兼ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ女伯｢ｱﾘｯｸｽ･ﾄﾞ･ﾄｩｱｰﾙ｣21歳
1221年10月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｼﾞｬﾝ1世赤毛公｣ﾋﾟｴｰﾙ1世とｱﾘｯｸｽの長男/ﾋﾟｴｰﾙ1世と共同統
  治(~12861008死去)
1221年10月30日-09:00|日本|京都府京都市|承久3年10月14日|<死去>藤原秀康.承久の乱敗戦後に捕らえられ､京
  で斬罪(不明)武将
1221年11月19日-09:00|日本|  ||承久3年閏10月4日|<死去>藤原季経(91歳)宮内卿､歌人
1222年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ﾗｰｼﾞｬｻ(ｹﾝ･ｱﾝﾛｸ)｣(~1227年死去)ｸﾃﾞｨﾘ朝ｼﾞｬﾝｶﾞﾗ公国ﾄｩﾏﾍﾟ
  ﾙ領主ｹﾝ･ｱﾝﾛｸがｸﾃﾞｨﾘ朝の王ｸﾙﾀｼﾞｬﾔをｶﾞﾝﾃﾙの戦いで敗死させ､ｸﾃﾞｨﾘ朝を倒す/ﾄｩﾏｰﾍﾟﾙ(後のｼﾝｶﾞｻﾘ)を都とし
  て東ｼﾞｬﾜを統一
1222年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾅｽﾘﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢ｱﾌﾞｰﾙ=Muzaffar Ali｣(~同年)
1222年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1232年)
1222年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾊﾟｵﾛ･ｹﾘｰﾆ｣(2度目~1224年)
1222年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｿﾛﾓﾝ･ｱﾁｭｼｭ｣(~1224年)
1222年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ領主｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙﾍﾞｵﾝ｣(~1255年)
1222年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｻｰｸ｣(2回目~同年)⇒｢ﾄﾄﾞｰﾙ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾁｬﾅｰﾄﾞ｣
  (~1226年)
1222年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退任>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ｱｯﾂｫ7世｣
1222年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王が金印勅書で上級貴族･聖職者に特権を付与
1222年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島領主｢Pierre L'Ingenieur｣(~1238年死去)､｢Mayn L'
  Ingenieur｣(~1238年)
1222年1月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｾｰﾙ伯･ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Herve4世｣
1222年1月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣ｲｻﾞﾍﾞﾙの最初の夫(~1224年退位)
1222年2月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国初代皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ1世｣
1222年2月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第2代皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ1世｣(~1235年死去)
1222年2月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ｳｨﾚﾑ1世｣
1222年2月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾌﾛﾘｽ4世｣(~12340719死去)
1222年2月13日-09:00|日本|  ||承久4･貞応1年|<任命>摂津国守護｢安達景盛｣(~1224年)
1222年2月13日-09:00|日本|  ||承久4･貞応1年|<任命>長門国守護｢天野政景｣(~不詳､次に義景が就任~不詳)
1222年2月13日-09:00|日本|福岡県太宰府市|承久4･貞応1年|この年､福岡観世音寺不空顛索像(琳厳)できる
1222年3月10日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾖﾊﾝ1世｣
1222年3月20日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|承久4年2月6日|犬追物が幕府の公式行事として幕府南庭で初めて
  行われる
1222年4月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ｳﾏｰﾙ｣(~1228年)
1222年4月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<廃位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾊｻﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ｱﾙ=ﾊｻﾆ･ｱﾙ=ｱﾗｳｨ｣
1222年4月6日-09:00|日本|京都府京都市右京区|承久4年2月23日|嵯峨の清涼寺を供養
1222年5月25日-09:00|日本|  ||貞応1年4月13日|｢貞應｣に改元
1222年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｽﾉｯﾘ ｽﾄｩﾙﾙｿﾝ｣(2回目~1232
  年)
1222年8月-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ11世｣(~12291129)
1222年8月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾚｲﾓﾝﾄﾞ8世｣兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ﾚｰﾓﾝ6世｣
1222年8月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾚｲﾓﾝﾄﾞ9世｣兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ﾚｰﾓﾝ7世｣(~12490927死去)
1222年8月12日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ1世ｼﾞﾝｼﾞｯﾁ｣
1222年8月12日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯代行｢ｵﾛﾓｳﾂ司教ﾛﾊﾞｰﾄ｣(~1224年)
1222年9月2日-09:00|日本|京都府京都市|貞応1年7月25日|藤原国通の楊梅坊城第焼亡､家記数百巻焼失
1222年9月8日-09:00|日本|  ||貞応1年8月2日|彗星戌方に見ゆ｡軸星大きく半月の如し白色､光芒赤い｡1丈7尺余
1222年9月15日-08:00|中国|  ||金･元光1年8月9日|金の宣宗が元光(-1223年)と改元
1222年12月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ﾖﾊﾈｽ3世ﾄﾞｩｰｶｽ･ｳﾞｧﾀﾂｪｽ｣軍人/皇女ｲﾚｰﾈｰ･ﾗｽｶﾘﾅと結婚.義父
  の死により(~12541103死去)
1222年12月15日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ3世ﾄﾞｩｰｶｽ･ｳﾞｧﾀﾂｪｽ｣(~12541103､死去)
1222年12月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ北部ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｧで地震(M6.8)死者2千8百人
1223年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾅｽﾘﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢Ala al-Din Ahmad｣(~同年)
1223年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾕｰﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1224年)
1223年-04:00|ﾛｼｱ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙの先遣隊は南ﾙｰｼ諸公と南ﾛｼｱ草原の遊牧民ｷﾌﾟﾁｬｸからなる連合軍を破った
1223年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Hosam al-Dawla Ardashir｣⇒｢Eskandar1世｣⇒｢Shahragim｣(~
  1272年)
1223年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾄｩｰﾛﾌ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｲｳﾞｧﾉｳﾞｨﾁ｣戦死
1223年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾄﾞｩﾌﾞﾛｳﾞｨﾂｧ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｸﾞﾚﾎﾞｳﾞｨﾁ｣戦死
1223年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾄｩｰﾛﾌ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｺｳﾞｨﾁ｣(~1228年)
1223年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｵｰｳﾞﾙﾁ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1235年)
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1223年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢ｻﾝﾁｮ1世｣
1223年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾗﾌｧ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ3世｣
1223年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙｼｮﾝ伯｢Sancho｣
1223年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Ezzelino｣(~1233年)
1223年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢Guy2世｣Agnes2世と結婚(~1225年)
1223年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Nuno｣(~1242年死去)
1223年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢Simon1世｣(~12640408死去)
1223年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｼｭﾀﾙｹﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢John1世｣(~1266年死去)
1223年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Philippe Hurepel｣(~1235年死去)
1223年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾗﾌｧ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ﾗﾃｨﾎﾞﾙ2世｣(~1238年死去)
1223年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙｼｮﾝ伯｢Nuno Sancho｣(~1242年死去)
1223年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾚｲﾅﾙﾄﾞ｣(~1230年)
1223年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Gerard1世｣(~1232年)
1223年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||西ｱﾌﾘｶのｶﾈﾑでﾄﾞｩﾅﾏ･ﾃﾞｨﾊﾟﾚﾐが即位
1223年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ｣
1223年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ｣(~1244.4死去)
1223年1月18日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ4世｣
1223年1月18日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾙｽﾀﾞﾝ｣(~1245年死去)
1223年2月2日-09:00|日本|  ||貞応2年|<任命>越後･佐渡･加賀国守護｢名越朝時｣(~1245年､以後北条氏一門が就
  任~1333年)
1223年2月2日-09:00|日本|  ||貞応2年|<任命>紀伊国守護｢佐原家連｣(~嘉禎3(1237)年)
1223年2月2日-09:00|日本|  ||貞応2年|<任命>能登国守護｢名越朝時｣(~1245年､以後北条氏一門が就任~1293年､
  宗長~不詳)
1223年2月2日-09:00|日本|  ||貞応2年|<任命>備後国守護｢長井時広｣(~不詳､以後､泰重､頼重､貞重と続く)
1223年2月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･元光2年|高麗･高宗11年､金国の年号をやめる
1223年2月2日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|貞応2年|この年高野山金剛三昧院建立
1223年2月2日-08:00|中国|  ||西夏･光定13年|<即位>西夏第9代皇帝｢献宗(興徳皇帝)李徳旺｣(~乾定4年(1226年
  )7月死去)
1223年2月2日-08:00|中国|  ||西夏･光定13年|<退位>西夏第8代皇帝｢神宗(英文皇帝)李遵ｷﾞｮｸ｣
1223年2月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･建嘉13年|大越でﾁｬﾝ･ﾄｩ･ﾄﾞ(陳守度)が殿前指揮使となり実権をにぎる
1223年2月2日-09:00|日本|愛媛県喜多郡内子町|貞応2年1月1日|越智郡三島神社焼失
1223年2月13日-09:00|日本|京都府京都市|貞応2年1月12日|高陽院焼亡
1223年3月25日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｱﾌｫﾝｿ2世肥満王｣
1223年3月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｻﾝｼｭ2世｣(~12480104死去)ｱﾌｫﾝｿ2世の子
1223年4月15日-09:00|日本|奈良県奈良市|貞応2年3月13日|<竣工>東大寺七重塔
1223年4月18日-09:00|日本|  ||貞応2年3月16日|廻船式目が成立､日本最古の海商法となる
1223年5月31日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ2世･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1223年5月31日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1235年)
1223年5月31日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｶﾙｶ河畔の戦いでﾓﾝｺﾞﾙ帝国軍がｷﾌﾟﾁｬｸ･ﾙｰｼ連合軍に勝利
1223年6月1日-09:00|日本|徳島県|貞応2年5月|幕府土御門上皇を阿波に遠流
1223年6月1日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖18年5月|ﾓﾝｺﾞﾙが初めて地方官ﾀﾞﾙｶﾞﾁを設置
1223年6月2日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ3世｣捕虜となり処刑された
1223年6月2日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ4世｣(~1235年)
1223年6月14日-09:00|日本|  ||貞応2年5月14日|<死去>守貞親王(45歳)高倉天皇の皇子､後堀河天皇の父
1223年6月19日-09:00|日本|  ||貞応2年5月19日|<死去>河野通信､奥州の配所で
1223年6月22日-09:00|朝鮮/日本/韓国|  ||貞応2年5月22日|日本船が高麗の金州を侵す(倭冦の初め)
1223年6月30日-09:00|日本|  ||貞応2年6月|幕府が新補地頭の得分律法を定め､守護･地頭制が確立
1223年7月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世尊厳王｣/57歳(誕生:11650721)第3回十字軍
  に出征したがｲｷﾞﾘｽ王ﾘﾁｬｰﾄﾞと不和になり帰国した
1223年8月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾙｲ8世獅子王｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世の子(~12261108死去)
1223年12月20日-09:00|日本|  ||貞応2年11月27日|<死去>大友能直(52歳/武将､豊前･豊後･筑後守護､鎮西奉行)
1223年12月24日-08:00|中国|  ||西夏･乾定1年12月|西夏･献宗が乾定(~1226年旧7月)と改元
1223年12月25日-09:00|日本|  ||貞応2年12月2日|厳島神社炎上
1224年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1226年)
1224年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘﾉ･ｿﾗﾝﾂｫ｣(~1226年)
1224年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ｱﾝｼﾞｪﾛ｣(~1262年)
1224年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾛﾆｷ皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ1世ｺﾑﾈﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣ｴﾋﾟﾛｽ専制公(~1230年捕虜となる)ﾃｯｻﾛﾆｷ
  王国を滅ぼし､ﾃｯｻﾛﾆｷで皇帝を称した
1224年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣
1224年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/北ﾏｹﾄﾞﾆｱ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱとｱﾄｽが東ﾛｰﾏ帝国(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国)の一部に復活
1224年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾄﾙｺ|  |||ﾙｰﾑｾﾙｼﾞｭｰｸ朝がｽﾀﾞｸ(ｽﾀﾞｸ)占領(~1239年)
1224年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾏｺﾝ伯｢ｷﾞｮｰﾑ4世｣
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1224年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢ｷﾞｮｰﾑ10世｣(~1246年)
1224年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｳﾞｫｲｲﾝｸ｣(~1225年)
1224年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾏｲｹﾙ｣(~同年)⇒｢ｱﾗﾀﾞｰﾙ｣(~1226年)
1224年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏｺﾝ伯｢Geraud2世｣(~1224年死去)⇒｢Alix of Macon｣(~1239年~1260年死去)
1224年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ4世｣(~12270218没)
1224年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾃﾞﾆｱ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Zayd 'Abd ar-Rahman｣(~1227年ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝へ)
1224年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞｴｻ･ﾀｲﾌｧ｢'Abd Allah al-Bayasi "El Baezano"｣(~1226年ｶｽﾃｨｰﾘｬ王国へ)
1224年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ､ﾅﾎﾟﾘ大学を創設
1224年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ｵｰﾋﾞﾆｰ｣
1224年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ﾋｭｰ･ﾄﾞ･ｵｰﾋﾞﾆｰ｣(~12430507死去)
1224年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Geffroi de Lucy｣(~1226.5)
1224年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||～44/ﾕｶﾀﾝ半島北部､ｲｯﾂｧ人とｲｻﾏﾙ人がﾏﾔﾊﾟﾝに対し報復戦争
1224年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｸｸﾙｶﾝ率いるｲﾂｧ族がﾁｪﾁｪﾝ･ｲﾂｧに居住開始
1224年1月3日-09:00|日本|  ||貞応2年12月11日|<死去>運慶(76歳)仏師
1224年1月6日-09:00|日本|  ||貞応2年12月14日|<辞任>摂政｢近衛家実｣
1224年1月6日-09:00|日本|  ||貞応2年12月14日|<就任>関白｢近衛家実｣(~安貞2年12月24日)
1224年1月14日-08:00|中国|  ||金･元光2年12月22日|<死去>金第8代皇帝｢宣宗(吾睹補=ｳﾄｩﾌﾟ)完顔珣｣/年61
1224年1月15日-08:00|中国|  ||金･元光2年12月23日|<即位>金第9代皇帝｢哀宗(寧甲速=ﾆﾝｷｬｽ)完顔守緒･守礼｣(
  ~天興3年1月7日(1234年2月9日)死去)
1224年1月22日-09:00|日本|  ||貞応3年|<任命>信濃国守護｢北条重時｣(~1246年)
1224年1月22日-09:00|日本|  ||貞応3年|<任命>摂津国守護｢野本時員｣(~1230年)
1224年1月22日-09:00|日本|  ||貞応3年|この年毘沙門天像(定慶)できる
1224年1月22日-08:00|中国|  ||金･正大1年1月1日|金の哀宗が正大(-1232年)と改元
1224年2月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ﾔｱｸｰﾌﾞ･ﾕｰｽﾌ2世｣
1224年2月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾜｰﾋﾄﾞ･ﾏﾌﾙｰ｣(~9月死去)
1224年4月20日-09:00|日本|京都府京都市右京区|貞応3年4月|湛慶高山寺の善妙女神像を作る
1224年5月4日-09:00|日本|  ||貞応3年4月15日|親鸞､｢教行信証｣を著す
1224年5月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾙｲ8世がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに宣戦布告し､ﾌﾗﾝｽ西岸のﾎﾟﾜﾄｩｰ､ｻﾝﾄﾝｼﾞｭを占領
1224年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾍﾟﾝﾌﾞﾛｰｸ伯ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｰｼｬﾙ｣(~1226年9月)
1224年7月1日-09:00|日本|  ||貞応3年6月13日|<死去>大隅国守護｢北条義時｣
1224年7月1日-09:00|日本|  ||貞応3年6月13日|<死去>北条義時(第2代執権)[1163年生～](享年62)
1224年7月1日-09:00|日本|  ||貞応3年6月13日|<任命>大隅国守護｢北条朝時｣(~1245年)
1224年7月16日-09:00|日本|  ||貞応3年6月28日|<就任>3代鎌倉幕府執権:北條泰時～仁治3年6月15日
1224年7月17日-09:00|日本|  ||貞応3年6月29日|<任命>六波羅探題南方｢北条時盛(佐介流)｣(~仁治3(1242)年2
  月29日)
1224年7月17日-09:00|日本|  ||貞応3年6月29日|<任命>六波羅探題北方･山城国守護｢北条時氏(得宗家)｣(~寛喜
  2(1230)年4月11日)
1224年9月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾜｰﾋﾄﾞ･ﾏﾌﾙｰ｣
1224年9月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ｱｰﾃﾞｨﾙ｣(~12271004死去)
1224年9月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･建嘉14年8月18日|<即位>李朝大瞿越第9代皇帝｢昭皇李仏金｣(~1225.10国
  家滅亡)
1224年9月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･建嘉14年8月18日|<廃位>李朝大瞿越第8代皇帝｢恵宗李昌｣政治の実権を完
  全に掌握した陳守度により(~12260903死去)
1224年9月14日-09:00|日本|  ||貞応3年閏7月29日|北条義時の後室伊賀氏､伊賀光宗らと将軍廃立を企てて露見
  し配流される
1224年9月17日-08:00|中国|  ||宋･嘉定17年閏8月3日|<死去>南宋第4代皇帝｢寧宗｣
1224年9月17日-08:00|中国|  ||宋･嘉定17年閏8月3日|<即位>南宋第5代皇帝｢理宗｣(~1264年11月16日)
1224年9月19日-09:00|日本|  ||貞応3年8月5日|幕府専修念仏を禁ず
1224年11月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天彰有道1年10月|ﾍﾞﾄﾅﾑ李朝の昭皇李仏金が天彰有道と改元(-1225年旧
  12月11日)
1224年11月22日-09:00|日本|福井県|貞応3年10月10日|北条義時の娘婿の一条実雅,伊賀光宗の陰謀事件の重要
  人として越前に配流
1224年12月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾃｯｻﾛﾆｷ王国はｴﾋﾟﾛｽ専制公国に併合され滅亡
1224年12月7日-08:00|中国|  ||金･正大1年;西夏･乾定2年10月25日|金､西夏と講和する
1224年12月31日-09:00|日本|  ||元仁1年11月20日|｢元仁｣に改元
1225年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｾｰﾅ朝国王｢ｹｰｼｬｳﾞｧ･ｾｰﾅ｣(~1230年)
1225年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ｣ﾁﾝｷﾞｽ･ｶﾝの長
  男(~1227.2死去)
1225年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾅｽﾘﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢Uthman Shah｣(~同年)
1225年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Gushtasb1世｣
1225年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Fariburz3世｣前王の息子(~1243年死去)
1225年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<即位>ｷﾙﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢ibn Suleiman｣(~1264年)
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1225年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ｷﾞｰ1世｣ｵﾄﾝの息子(~1263年死去)
1225年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾟﾚｿﾌﾟﾆﾂｧ公｢ｳﾞｧｼﾘｺ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1229年)
1225年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾒﾝｼﾞｭｰｸ(ｴﾙｼﾞﾝｼﾞｬﾝ)君主｢Alaeddin Davudiah2世｣(~1228年)
1225年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾆｶｲｱ帝国軍ﾎﾟｲﾏﾈﾉﾝの戦いでﾗﾃﾝ帝国に大勝してﾚｽﾎﾞｽとﾛｰﾄﾞｽ島を奪回
1225年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<解任>ｵｾｰﾙ伯｢Agnes2世｣
1225年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯(ﾍﾞﾙｸ=ｱﾙﾃﾅ家)ﾘﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾙﾛﾝ家ﾊｲﾝﾘﾋ(~1246年)
1225年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ﾘｶﾙﾄﾞ2世｣(~1243年)､｢Alphonse1世｣(~12710821死去)
1225年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||皇帝ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世がｴﾙｻﾚﾑの支配権をえる
1225年1月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ3世｣
1225年1月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ4世｣(⇒12270722兼ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ伯~1238年退位)
1225年2月9日-09:00|日本|  ||元仁2年|この年､京都石像寺の石造阿弥陀三尊･弥勒像できる
1225年2月9日-08:00|中国|  ||宋･寶慶1年|南宋の理宗が宝慶(-1227年)と改元
1225年2月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||大憲章の第3回改定が行われる(最終版)
1225年2月18日-09:00|日本|  ||元仁2年1月10日|金峯山寺蔵王堂が被災
1225年3月2日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖20年;高麗･高宗13年1月22日|著古興事件､蒙古の高麗
  への使者･著古興が暗殺され､高麗､ﾓﾝｺﾞﾙ帝国と断交
1225年5月28日-09:00|日本|  ||嘉禄1年4月20日|｢嘉禄｣に改元
1225年7月16日-09:00|日本|  ||嘉禄1年6月10日|<死去>大江広元(78歳)政所別当
1225年7月27日-09:00|日本|  ||嘉禄1年6月21日|<死去>山内首藤経俊(89歳)武将､元伊勢守護･伊賀守護
1225年8月16日-09:00|日本|  ||嘉禄1年7月11日|<死去>北条政子/70歳(誕生:保元1(1156))/源頼朝の妻で尼将
  軍と呼ばれた
1225年9月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ2世｣ｸﾞﾘｴﾙﾓ6世の子(~12530612死去)
1225年10月4日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾅｰｽｨﾙ｣
1225年10月4日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ｻﾞｰﾋﾙ｣(~12260710死去)
1225年11月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世｣
1225年11月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣(~12470225死去)
1225年11月13日-09:00|日本|  ||嘉禄1年10月12日|<死去>常陸佐竹氏3代目当主｢佐竹秀義｣鎌倉名越邸にて/75
  才/後を義重が継いだ
1225年11月28日-09:00|日本|愛知県岡崎市|嘉禄1年10月27日|三河国滝山寺本堂の落慶供養
1225年11月30日-09:00|日本|  ||嘉禄1年10月29日|朝廷新制36条を下す
1226年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾙﾄｩﾄﾐｼｭがﾗﾝﾀﾝﾎﾞｰﾙ城を攻略
1226年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｵﾙﾀﾞ｣(~1251年死去)
1226年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ﾁｬｶﾞﾀｲ｣ﾁﾝｷﾞｽ･ｶﾝの次男(~12420701死去)
1226年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1228年)
1226年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾐｷｴｰﾘ｣(~1228年)
1226年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾍﾞｰﾗ｣(~1229年)
1226年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾙｰﾂｸ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1227年)
1226年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｷﾞｰ2世｣
1226年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣
1226年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｼｭ伯｢William2世｣
1226年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｳﾞｧﾚｷﾞﾝ｣(~同年)
1226年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ5世｣(~12480409死去)
1226年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｱﾝﾘ2世｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世の弟(~1229年死去)
1226年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Guigues4世｣(~12411029死去)
1226年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｼﾞｭﾗ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｶﾝ｣(2回目~)
1226年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ1世善良公｣(⇒12640517ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ公~12781213死
  去)
1226年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ﾃﾞﾐｰﾝ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ3世｣(~12640517死去)
1226年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾖﾊﾝ･ﾄﾘｽﾀﾝ｣(~1232年死去)
1226年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｰﾉ､ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｰｱ同盟に加盟
1226年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｸﾞﾗｽｺﾞｰ助祭ﾄｰﾏｽ･ﾃﾞ･ｽﾀｰﾘﾝｸﾞ｣(~1227年)
1226年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Olafr svarti Gudhfridharson(Olaf2世 "the Black")｣(~12370521死去)
1226年1月11日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･建中1年12月12日|<譲位>李朝大瞿越第9代皇帝｢昭皇李仏金｣夫の陳ｹｲ(太
  宗)に禅譲｢李朝｣滅亡
1226年1月11日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･建中1年12月12日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢太宗｣(~12580130(元豊8年)譲
  位)建中と改元(-1232年旧7月23日)
1226年1月19日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|嘉禄1年12月20日|北条義時邸の南にあった仮御所から宇都宮辻子
  の将軍御所への移転
1226年1月20日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|嘉禄1年12月21日|鎌倉幕府の執権北条泰時が｢評定衆｣設置,鎌倉大
  番の制を定める
1226年1月30日-09:00|日本|滋賀県愛知郡愛荘町|嘉禄2年|この年､滋賀金剛輪寺阿弥陀像(経円)できる
1226年1月30日-08:00|中国|  ||西夏･乾定4年|<死去>西夏第8代皇帝｢神宗(英文皇帝)李遵ｷﾞｮｸ｣
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1226年1月30日-08:00|中国|  ||大理･天輔1年|後理国の段智祥が天輔と改元
1226年2月24日-09:00|日本|  ||嘉禄2年1月26日|幕府が博奕を禁じる
1226年2月25日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|嘉禄2年1月27日|鎌倉幕府は､1219年の実朝死去以来空白になって
  いた征夷大将軍の職を､九条頼経に任じさせる(鎌倉第4代将軍)
1226年2月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄの戦い>ｼﾁﾘｱ王国で教皇派ｶﾍﾟｰ家がﾎｰｴﾝｼｭﾀｳﾌｪﾝ家に勝利
1226年2月28日-09:00|日本|京都府京都市左京区|嘉禄2年2月|鞍馬寺の観音像(定慶)できる
1226年3月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾛﾝｹﾞﾍﾟｰ｣
1226年5月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Hugues de Saint Philibert｣(~同
  年)⇒｢Richard de Grey of Codnor｣(1期目~1227年)
1226年5月24日-09:00|日本|福島県白河市|嘉禄2年4月27日|僧忍寂陸奥国白河に反乱し誅せられる
1226年6月14日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ1世｣共同統治(~1269年退位)
1226年6月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ1世｣ｲｻﾞﾍﾞﾙの二度目の夫(~12701021死去)
1226年6月29日-09:00|日本|京都府京都市東山区|嘉禄2年6月4日|最勝光院焼亡
1226年7月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国総督｢ﾊﾞｲｴﾙﾝ公･ﾗｲﾝ宮廷伯ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣(~12
  281225)
1226年7月2日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ3世｣兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ｣
1226年7月2日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣ﾍﾞﾙｸ伯(~12460225死去)
1226年7月8日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ｼｸﾞﾙﾄﾞ･ｱｰﾘﾝｸﾞｿﾝ･ﾘﾌﾞﾝｸﾞ下品王｣
1226年7月8日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ｸﾇｰﾄ･ﾊｰｺﾝｿﾝ｣(~1227年7月)
1226年7月10日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ｻﾞｰﾋﾙ｣
1226年7月10日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀﾝｽｨﾙ｣(~12421202死去)
1226年7月26日-08:00|中国|  ||西夏･宝慶1年7月|<死去>西夏第9代皇帝｢献宗(興徳皇帝)李徳旺｣
1226年7月26日-08:00|中国|  ||西夏･宝慶1年7月|<即位>西夏第10代皇帝｢順武皇帝･李ｹﾝ｣(~宝義2年7月15日122
  7年8月28日死去)宝慶(~1227)と改元
1226年8月25日-09:00|日本|香川県三豊市|嘉禄2年8月|三野郡詫間荘内仁尾浦の覚城院,焼失
1226年8月25日-09:00|日本|  ||嘉禄2年8月1日|幕府准布を停め銅銭を通用せしむ
1226年9月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾏﾘｽｺ卿｣(2回目~1228年5月)
1226年9月11日-09:00|日本|京都府京都市下京区|嘉禄2年8月18日|故藤原宗隆文庫(梅小路堀川)炎上､和漢文書
  多数焼失
1226年9月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ6世｣
1226年9月19日-09:00|日本|京都府京都市|嘉禄2年8月26日|太政官文殿焼亡
1226年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ8世､ﾌﾗﾝｽ南東部のｱﾙﾋﾞｼﾞｮﾜ派(ｱﾙﾋﾞ派､ｶﾀﾘ派)の拠点ｱｳﾞｨﾆｮﾝを陥落させ､
  ｢ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯領｣を制圧
1226年10月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>聖ﾌﾗﾝｼｽｺ/ﾌﾗﾝｼｽｺ修道会の創始者
1226年10月7日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｼﾆｰ伯｢Louis4世the Young｣
1226年10月7日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Joan｣(~12710117)
1226年11月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾙｲ8世獅子王｣(誕生1187年)､ﾌﾗﾝｽ中南部のｵｰｳﾞｪﾙﾆｭ山
  中のﾓﾝﾊﾟﾝｼｪで赤痢のため
1226年11月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾙｲ9世聖王｣(~12700825死去)
1226年11月28日-09:00|日本|岩手県西磐井郡平泉町|嘉禄2年11月8日|陸奥国平泉毛越寺焼失
1226年12月1日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾝﾅｼﾞｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1227年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ｹﾝ･ｱﾝﾛｸ｣前ﾄｩﾏﾍﾟﾙ領主ﾄｩﾝｸﾞﾙ･ｱﾒﾄｩﾝの息子ｱﾇｰｻﾊﾟﾃｨに暗殺
  される
1227年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ｱﾇｻﾊﾟﾃｨ｣(~1248年死去)
1227年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾓﾊﾝﾌﾟｰﾙの前身国家
1227年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗﾀﾞｯｸ国はﾓﾝｺﾞﾙ宗主権下(~1294年頃)
1227年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ副王｢ﾍﾞｲﾙｰﾄ侯爵ｼﾞｬﾝ･ﾃﾞｨﾍﾞﾘﾝ(ﾖﾊﾝ･ﾄﾞ･ｲﾍﾞﾘｰﾉ)｣(~1229年5月)
1227年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ｣(~1233年)
1227年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾁｮﾊﾞﾝ朝ﾍﾞｲ｢Husameddin Coban｣(~?)
1227年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣(~1227年)
1227年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾒﾝｼﾞｭｰｸ(ﾃﾞｨﾌﾞﾘｰ)君主｢Ahmetsah｣(~1251年)
1227年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾙｰﾂｸ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾚｳﾞｨﾁ｣(~1228年)
1227年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙﾃﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ2世｣
1227年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ女伯｢Mathilde de Dammartin｣(~1259.1死去)､ｵﾏｰﾙ伯｢Philip Hurepel｣Mat
  hildeと結婚(~1235年死去)
1227年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾌﾞｻﾞｰﾄﾞ･ﾊﾎｯﾄ｣(~1228年)
1227年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｻｰｸ｣(3回目~1228年)
1227年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ3世｣(~1242年)
1227年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｺﾝﾗｰﾄ3世｣(~1267年)
1227年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Yaroslav Ingvarevich｣(~1231年)
1227年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ伯ｱﾄﾞﾙﾌ4世､ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世に戦勝ﾎﾙｼｭﾀｲﾝを取り戻す(~1238年)
1227年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｹﾝﾄ伯｢ﾋｭｰﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾗ｣(~1243年死去)
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1227年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Guillaume de Saint-Jean｣(1期目~122
  91127)
1227年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾏｼｭｰ･ｻﾞ･ｽｺｯﾄ｣(~1230年)
1227年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｶﾘﾌのｱｰﾃﾞｨﾙに対してﾏｰﾑｰﾝが反乱
1227年1月6日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公･ｽﾀﾛﾄﾞｩｰﾌﾟ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣
1227年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾏﾝﾃﾞｳﾞｨﾙ｣
1227年1月19日-09:00|日本|  ||嘉禄3年|<任命>駿河･伊豆国守護｢北条泰時｣(~1231年)
1227年1月19日-09:00|日本|  ||嘉禄3年|<任命>筑前国守護｢少弐資能｣(~1273年､以後少弐氏が歴任~1352年)
1227年1月19日-09:00|日本|愛知県瀬戸市|嘉禄3年|加藤四郎左衛門景正が瀬戸村で日本初の有釉陶器の製作開
  始(瀬戸焼)
1227年1月19日-09:00|日本|京都府京都市上京区|嘉禄3年|この年､大報恩寺本堂出来る
1227年2月-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ｣
1227年2月-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾊﾞﾄｩ｣ｼﾞｮﾁの次男(~12
  55年死去)
1227年2月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾘｳﾞｫﾆｱ帯剣騎士団はｴｽﾄﾆｱにおける全ﾃﾞﾝﾏｰｸ領地を征服
1227年2月18日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ4世｣
1227年2月18日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾌﾟｼｪﾐｽﾙ｣(~12391016死去)
1227年3月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世の母で｢摂政｣のﾌﾞﾗﾝｼｭ･ﾄﾞ･ｶｽﾃｨｰﾕ､｢ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｣ﾁﾎﾞｰの懐柔に成
  功し､ﾛﾜｰﾙ川中流のｳﾞｧﾝﾄﾞｰﾑで締結した｢ｳﾞｧﾝﾄﾞｰﾑ条約｣で､｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ伯｣ﾋﾟｴｰﾙ･｢ﾗ･ﾏﾙｼｭ伯｣ﾕｰｸﾞとも和睦
1227年3月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第177代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾉﾘｳｽ3世｣
1227年3月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第178代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ9世｣(~12410822死去)
1227年6月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾘｼｬｰﾙ3世｣
1227年6月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾃｨｴﾘ3世｣ﾘｼｬｰﾙ3世の息子(~1283年)
1227年6月7日 05:00|日本|京都府京都市|嘉禄3年4月22日|<京都嘉禄3年の大火>未の刻(14時ごろ)土御門室町あ
  たりから出火し､南勘解由小路まで延焼､半分ほど再建が進んでいた大内裏に延焼し､平安遷都以来､一度も被
  災しなかった殿舎も含めほとんど焼失/以後再建されず
1227年7月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ﾏｸﾞﾇｽ･ﾌﾞﾗﾄﾞｽﾀｯｸ｣(~9月没)
1227年7月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖22年;西夏･宝慶2年6月|ﾓﾝｺﾞﾙのﾁﾝｷﾞｽ･ﾊｰﾝに降り西夏滅亡
1227年7月21日-09:00|日本|  ||嘉禄3年6月7日|<死去>尊長(不明)僧.謀反を計画したとして捕縛され､誅殺され
  た
1227年7月22日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾎﾞﾙﾝﾍｰﾌｪﾄの戦いで､北ﾄﾞｲﾂ諸侯とﾘｭｰﾍﾞｯｸがﾃﾞﾝﾏｰｸを破る
1227年7月22日-09:00|日本|  ||嘉禄3年6月8日|<死去>薩摩国守護｢島津忠久｣(次に忠時が継ぐ(~文永2(1265)年
  隠居)､以後久経､忠宗､貞久と続く~1336年)
1227年8月1日-09:00|日本|  ||嘉禄3年6月18日|<死去>北条時実.家人･高橋次郎に殺害された(16歳)北条泰時の
  子
1227年8月1日-09:00|日本|福井県|嘉禄3年6月18日|<死去>越前国守護｢島津忠久｣脚気と赤痢のため(49歳)
1227年8月5日-09:00|日本|京都府京都市|嘉禄3年6月22日|延暦寺が専修念仏の禁制を要求して蜂起.法然の大谷
  墳墓を破壊
1227年8月19日-09:00|日本|  ||嘉禄3年7月6日|延暦寺の訴えで浄土宗などの専修念仏が禁止される
1227年8月25日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太祖22年7月12日|<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国初代皇帝｢太祖ﾁﾝｷﾞｽ･ﾊｰﾝ｣病死/65
  歳(誕生1163年)
1227年8月28日-08:00|中国|  ||宋･寶慶3年7月15日|<死去>西夏第10代皇帝｢順武皇帝･李ｹﾝ｣
1227年9月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ﾏｸﾞﾇｽ･ﾌﾞﾗﾄﾞｽﾀｯｸ｣
1227年9月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾍﾙﾏﾝ2世｣(~12410103死去)
1227年9月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世｣
1227年9月12日-09:00|日本|  ||嘉禄3年8月|道元､曹洞宗を伝える
1227年9月19日-09:00|日本|奈良県桜井市|嘉禄3年8月8日|興福寺衆徒らが蜂起し多武峯の数百戸を焼く
1227年9月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||教皇ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ9世がﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世を破門
1227年10月4日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ｱｰﾃﾞｨﾙ｣
1227年10月4日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾔﾌﾔｰ･ﾑｳﾀｽｨﾑ｣(~1229年)
1227年10月13日-09:00|日本|  ||嘉禄3年9月2日|<死去>堀川通具(57歳)歌人､大納言
1227年11月11日-09:00|日本|  ||嘉禄3年10月|<任命>若狭･越前守護｢島津(若狭)忠時｣(~1228年)
1227年11月12日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾀﾞﾏｽｶｽ)第4代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾑｱｯｻﾞﾑ｣
1227年11月12日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾀﾞﾏｽｶｽ)第5代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾝ=ﾅｰｽｨﾙ･ﾀﾞｰｳｰﾄﾞ｣(~1229年退位)
1227年11月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾚｼｪｸ1世ﾋﾞｬｳｨ｣反乱貴族討伐後の帰還中､重臣によって
  刺殺された
1227年11月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ3世ﾗｽｺﾉｷﾞ｣(~1229年退位~12311103死去)
1228年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｱｯｻﾑ国(ｱﾎﾑ人が設立/しばしばﾋﾞﾙﾏ宗主権下)
1228年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1229年)､｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(
  ~1229年)共同統治
1228年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾑｰﾛﾑ公｢ﾕｰﾘｰ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1237年死去)
1228年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾄｩｰﾛﾌ公｢ﾕｰﾘｰ･ｱﾝﾄﾞﾚｴｳﾞｨﾁ｣(~?)
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1228年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾋﾟﾝｽｸ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｺｳﾞｨﾁ｣(~1232年以降)
1228年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｳﾏﾙ1世｣(~1249年)
1228年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ｢ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾄﾞ･ﾃｼｰ｣(~1231年没)
1228年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｽﾄﾗｰﾄﾞ｣(~1230年)
1228年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ2世･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙｱﾙﾄﾞｩｱﾝ｣(~1246年)
1228年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1230年)
1228年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾙｰﾂｸ公｢ｳﾞｧｼﾘｺ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1238年)
1228年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<再任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Aurembiaix女伯｣(2期目~1231年死去)
1228年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Arnold2世｣(~12730222死去)
1228年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾒﾉﾙｶ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Sa'id Utman｣(~1281年)
1228年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾛﾙｶ･ﾀｲﾌｧ｢Abu 'Abd Allah Muhammad｣(~1250年)
1228年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは､ｵﾙﾀﾞﾆｰ島へのｸｰﾀﾝｽ司教の権利を剥奪
1228年1月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾛﾍﾞｰﾙ｣
1228年1月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ2世｣ﾋﾟｴｰﾙ2世･ﾄﾞ･ｸﾙﾄﾈｰとﾖﾗﾝﾄﾞ･ﾄﾞ･ｴﾉｰの息子(⇒1261
  年ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾟﾙより亡命~1273.10死去43歳)
1228年1月9日-09:00|日本|  ||安貞1年12月|<任命>若狭国守護｢北条時氏｣(~寛喜2(1230)年6月18日死去,以後､
  経時､重時､時茂､時宗､貞時､宗方､宣時､貞時､高時と続く~1333年)
1228年1月18日-09:00|日本|  ||安貞1年12月10日|｢安貞｣に改元
1228年2月6日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ1世隻眼王｣(~12301212共同統治~12530921没)
1228年2月7日-09:00|日本|  ||安貞2年|<任命>越前国守護｢後藤基綱｣(~不詳)
1228年2月7日-09:00|日本|  ||安貞2年|<任命>常陸国守護｢小田知重｣(~不詳)
1228年2月8日-08:00|中国|  ||宋･紹定1年|南宋の理宗が紹定(-1233年)と改元
1228年3月8日-09:00|日本|京都府京都市東山区|安貞2年2月|僧浄業､戒光寺を創建
1228年4月6日-09:00|日本|  ||安貞2年3月|<死去>常陸守護･小田城主｢小田筑後守知重｣年60才/家督を時知が継
  ぐ
1228年4月25日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ2世｣16歳
1228年4月25日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世とｲｻﾞﾍﾞﾙ2世の息子(~12540521死去2
  6歳)
1228年5月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｺﾉｰﾄ領主ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾊﾞｰｸﾞ｣(~1232年11月)
1228年5月28日-09:00|日本|奈良県桜井市|安貞2年4月23日|興福寺衆徒らが再度多武峯を焼く/このため､延暦寺
  衆徒も蜂起し､近江国の興福寺領を没収
1228年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ帝ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世の十字軍(第5回十字軍)が出発
1228年7月1日-09:00|日本|  ||安貞2年5月28日|<死去>下総国守護｢千葉胤綱｣(時胤が継ぐ~仁治2(1241)年9月17
  日死去)
1228年7月18日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯｢Henry2世｣兼ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Henry｣
1228年7月18日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Otto1世｣(~12340507死去)
1228年8月21日-09:00|日本|京都府京都市|安貞2年7月20日|<安貞2年京都鴨川氾らん洪水>京都が暴風雨に襲わ
  れ,鴨川などの洪水により家屋が流失し溺死者が多数出た
1228年9月24日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ｾﾙﾋﾞｱ王｢ｽﾃﾌｧﾝ1世｣
1228年9月24日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第3代ｾﾙﾋﾞｱ王(ﾈﾏﾆｯﾁ朝)｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾗﾄﾞｽﾗｳﾞ｣ｽﾃﾌｧﾝ･ﾈﾏﾆｯﾁの子(~1234年1月
  )
1228年10月15日-09:00|日本|  ||安貞2年9月16日|<死去>藤原殖子(七条院)(72歳)高倉天皇の妃
1228年11月5日-09:00|日本|京都府京都市|安貞2年10月7日|諸国･京都に大風雨､珍皇寺の塔顛倒､法勝寺の九重
  塔など倒れる
1228年12月26日-09:00|日本|  ||安貞2年11月28日|六波羅探題が高野山衆徒の武装を禁止
1228年12月30日-09:00|日本|茨城県|安貞2年12月3日|<死去>常陸守護｢八田知重(小田知重)｣(65歳)
1229年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾀﾅﾋﾞﾝ｣(~1232年)
1229年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~同年)⇒<就任>｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾐﾊｲﾛｳ
  ﾞｨﾁ｣(~1230年)
1229年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾔｽﾞﾄﾞ･ｱﾀﾍﾞｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｸﾄｩﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞｼｬｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｲｽﾌｧｻﾗｰﾙ｣(~1241年)
1229年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ｲｴﾒﾝ･ﾍｼﾞｬｽﾞ)ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾏｽｳｰﾄﾞ｣
1229年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾊﾏｰ)第3代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾝ=ﾅｰｽｨﾙ･ｷﾘｼﾞ･ｱﾙｽﾗｰﾝ｣
1229年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｷﾞｭﾗ･ﾗｰﾄ｣(~1231年)
1229年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ｶﾗｸ)ｱﾐｰﾙ｢An-Nasir Dawud｣(~1249年)
1229年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾀﾞﾏｽｶｽ)第6代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ｱｼｭﾗﾌ｣(~12370827死去)
1229年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾊﾏｰ)第4代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(~1244年死去)
1229年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝ｼﾞｬﾝ(摂政)[ｴﾗﾙﾄﾞ2世･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘｴﾝﾇとｱﾆｪｽ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾄﾌｧｳｺﾝの息子](~1237
  0327,67歳没)
1229年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｱﾝﾘ2世｣
1229年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾔｺﾎﾟ･ﾃｨｴﾎﾟﾛ｣(~1249年)
1229年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｷﾞｭﾗ･ﾊﾝ｣(~1235年)
1229年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ｣ｱﾝﾘ2世の姉(~1237年)ﾌｨｱﾝﾃﾞﾝ伯ﾊｲﾝﾘﾋ1世と結婚
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1229年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾃﾞﾈｽ･ﾌｨｱ･ﾃﾞﾈｽ･ﾈﾝﾍﾞﾙ･ﾄﾏｲ｣(1回目~1230年)
1229年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ｻﾞｶﾘｰﾔｰ･ﾔﾌﾔｰ1世｣(~1249年死去)ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝から自立
1229年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢Zayyan｣(~1238年)
1229年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｺﾝﾗﾄ1世ﾏｿﾞｳﾞｨｴﾂｷ｣ｶｼﾞﾐｪｼｭ2世の息子/ﾏｿﾞﾌｼｪ公を兼ねる(~1232
  年~12470831死去)
1229年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｿﾞﾌｼｪ(ﾌﾟｳｫﾂｸ)公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世｣ｺﾝﾗﾄ1世の息子(~12480202死去)
1229年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾗｶﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Ibn Zannun｣(~1239年)
1229年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ3世ﾗｽｺﾉｷﾞ｣(~12311103死去)
1229年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾗｺﾞﾝ王国ﾊｲﾒ1世がｲｽﾗﾑ教徒が支配するﾊﾞﾚｱﾚｽ諸島を占領
1229年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｲﾄﾞﾘｰｽ･ﾏｱﾑｰﾝ｣(~12321016死去)
1229年1月20日-09:00|日本|京都府京都市|安貞2年12月24日|<就任>関白｢九条道家｣(~寛喜3年7月5日)
1229年1月27日-09:00|日本|青森県弘前市|安貞3･寛喜1年|<萩野台合戦>(現在の弘前市和徳津賀野)十三秀直が､
  安藤氏と対峙/曽我氏の援軍を得た安藤氏に敗れ戦死
1229年1月27日-09:00|日本|京都府京都市右京区|安貞3･寛喜1年|この年､高山寺明恵上人樹上座禅図(成忍)でき
  る
1229年1月27日-09:00|日本|熊本県球磨郡湯前町|安貞3･寛喜1年|この年､熊本明導寺阿弥陀像できる
1229年2月11日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾄﾞｲﾂ|  |||第6回十字軍のﾄﾞｲﾂ帝ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世がﾔｯﾌｧで協定を結び､政治的に十字軍
  を終わらせる努力を
1229年2月14日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢Ragnvaldr Gudhfridharson｣
1229年2月18日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<第6回十字軍>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝が十字軍側へｴﾙｻﾚﾑ返還し10年間の休戦条約締
  結
1229年3月17日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ|  |||十字軍ｴﾙｻﾚﾑ王国がｴﾙｻﾚﾑ再取得
1229年3月17日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ﾄﾞｲﾂ|  |||第6回十字軍がｴﾙｻﾚﾑを奪回し､ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世が入城
1229年3月18日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾄﾞｲﾂ|  |||神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世､｢聖墳墓教会｣でｴﾙｻﾚﾑ王として戴冠式を行う
1229年3月31日-09:00|日本|  ||寛喜1年3月5日|安貞から寛喜に改元
1229年4月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾋﾟｴｰﾙﾎﾟﾝﾄのﾋｭｰｺﾞ｣
1229年4月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｴｯﾍﾟｽのﾖﾊﾈ｣(~12380430死去)
1229年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世(母后の摂政ﾌﾞﾗﾝｼｭ･ﾄﾞ･ｶｽﾃｨｰﾕ)､｢ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｣ﾚﾓﾝ7世と協定を結ぶ
  (｢ﾓｰ･ﾊﾟﾘ条約｣)/ﾚﾓﾝ7世が降伏し､｢ﾛｰﾇ川以西｣の領地をﾌﾗﾝｽ王に譲渡/｢ｱﾙﾋﾞｼﾞｮﾜ十字軍｣が終結
1229年5月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政代行｢ｱｲﾒﾘｰ(ｱｲﾒﾘｯｸ)･ﾊﾞﾙﾚ/ｺﾞｰｳﾞｧﾝ･ﾄﾞ･ｼｪﾆｼｰ/ｴﾒｰﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｪｲ
  ｻﾝ/ﾕｰｸﾞ(ﾕｰｺﾞｰ)･ｴﾝﾌﾞﾘｱｺ･ﾄﾞ･ｼﾞﾌﾞﾚｯﾄ/ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ﾘｳﾞｪ｣(~7.14)
1229年5月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世がｲｪﾙｻﾚﾑとｼﾘｱの内乱状態の中､ｱｯｺﾝに向けて出帆
1229年5月1日-09:00|日本|  ||寛喜1年4月7日|寛徳以後の新立荘園を停止
1229年7月14日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政｢ﾍﾞｲﾙｰﾄ侯爵ｼﾞｬﾝ･ﾃﾞｨﾍﾞﾘﾝ(ﾖﾊﾝ･ﾄﾞ･ｲﾍﾞﾘｰﾉ)｣(~12320503
  )
1229年7月14日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ｱﾝﾘ1世の摂政だったｼﾞｬﾝ･ﾃﾞｨﾌﾞﾗﾝが皇帝派をﾆｺｼﾞｱの前面で破る
1229年9月13日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗1年8月24日|<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国第2代皇帝｢太宗ｵｺﾞﾃﾞｲ｣ﾁﾝｷﾞｽの三
  男(~太宗13年11月8日1241年12月11日)
1229年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ｣
1229年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ｣先代の子(~12420626死去)
1229年10月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ3世(ﾍﾗﾙﾄ3世)｣
1229年10月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ伯｢ｵｯﾄｰ2世｣(~1271年)
1229年11月27日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Richard de Grey of Codnor｣
  2期目+｢Jean de Grey｣(~1230年)
1229年11月29日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｸﾇｰﾄ2世｣(~1234年死去)
1229年12月4日-09:00|日本|栃木県|寛喜1年11月17日|<死去>下野守護｢小山朝長｣(42歳)
1229年12月14日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|寛喜1年11月27日|備後国吉備津宮焼亡
1230年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1236年)
1230年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞｳﾞｨﾁ｣
1230年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1232年)
1230年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾆｺﾛ･ﾄﾆｽﾄ｣(~1232年)
1230年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公(ﾃｯｻﾛﾆｷ)｢ﾏﾇｴﾙ･ｺﾑﾈﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1237年廃位)､(ｴﾋﾟﾛｽ)｢ﾐｶｴﾙ2世ｱﾝ
  ｹﾞﾛｽ･ｺﾑﾈﾉｽ｣(~1268年死去)
1230年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ公｢ｵﾚｸﾞ｣(~1321年死去)
1230年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<廃位>ﾃｯｻﾛﾆｷ皇帝･ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ1世ｺﾑﾈﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国を攻撃したが
  大敗を喫してﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ軍の捕虜となる
1230年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶﾞﾙｼｱ王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ9世｣
1230年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Ponc4世｣(~1269年)
1230年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣(~1284年)
1230年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Philippe de Carteret｣+｢Amaury de S
  aint-Amand｣(~1234年)
1230年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ｽﾝｼﾞｬﾀ･ｹｲﾀ｣(~1255年死去)ﾏﾝﾃﾞｨﾝｺﾞのｶﾝｶﾞﾊﾞ地方を支配､初の黒人ｲｽﾗ
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  ﾑ国家
1230年 00:00|ﾏﾘ|  |||ﾏﾘ王国ﾑｰｻ王がﾒｯｶ巡礼から帰り､ﾄﾝﾌﾞｸﾂに大ﾓｽｸを建築
1230年1月8日-09:00|日本|京都府京都市|寛喜1年12月22日|蓮華蔵院塔､二条南十一面堂が焼亡し､金物盗人の仕
  業と噂される
1230年1月16日-09:00|日本|  ||寛喜2年|<任命>筑前国･対馬国守護｢少弐資能｣(~不詳､以後､経資､盛経､貞経が
  歴任~元弘4(1334)年)
1230年1月16日-09:00|日本|  ||寛喜2年|<任命>肥前国守護｢少弐資能｣(~1273年､次に経資が継ぐ~1285年)
1230年1月16日-09:00|日本|  ||寛喜2年|<任命>豊前国守護｢少弐資能｣(~不詳､次に経資が継ぐ~1285年)
1230年1月16日-09:00|日本|  ||寛喜2年|｢寛喜の飢饉｣翌年にかけての大飢饉/北陸･四国の被害が大きく餓死者
  続出
1230年4月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱはﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの一部(~1246年)
1230年4月11日-09:00|日本|京都府京都市|寛喜2年2月27日|行願寺･六波羅蜜寺焼亡
1230年4月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾍﾞﾄﾅﾑ陳朝で刑律が完成
1230年5月10日-09:00|日本|  ||寛喜2年3月26日|<任命>六波羅探題北方･山城国守護｢北条重時(極楽寺流)｣(~宝
  治元(1247)年7月3日)
1230年5月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ=ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世｣
1230年5月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ=ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ﾐｪｼｭｺ2世｣(~12461022死去)
1230年6月22日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Henri de Trubleville｣(1期目
  ~1232.7)
1230年7月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾛﾜ伯｢Margaret｣
1230年7月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢Mary｣(~1241年死去)
1230年7月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ6世｣54歳
1230年7月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世喧嘩公｣(~1回目~1237年1月)
1230年7月29日-09:00|日本|福井県|寛喜2年6月18日|<死去>若狭国守護｢北条時氏｣経時が継ぐ(~1231年､次に重
  時､時茂､時宗､貞時､宗方､宣時､貞時､高時と続く~1333年)
1230年8月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙ帝国のｵｺﾞﾀｲとﾄｩﾙｲが金朝遠征に出発
1230年8月17日-09:00|日本|  ||寛喜2年7月8日|<死去>北陸宮(66歳)以仁王の子
1230年9月9日-09:00|日本|愛知県あま市|寛喜2年8月|入蓮､尾張国法蔵寺の地蔵菩薩立像を造立
1230年9月9日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｺ|  ||金の正大7年8月|ﾎﾗﾑｽﾞｼｬｰ朝のｼﾞｬﾗｰﾙが､ﾙｰﾑｾﾙｼﾞｭｰｸ朝に敗退
1230年9月21日-09:00|日本|  ||寛喜2年8月13日|<退任>淡路国守護｢長沼宗政｣⇒<就任>｢時宗｣嫡子(~1243年)
1230年9月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ9世｣
1230年9月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ3世｣(~12520530死去)ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王を兼ねる
1230年12月15日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾌﾟｼｪﾐｽﾙ｣
1230年12月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ﾍﾞﾚﾝｶﾞﾘｱ･ｵﾌﾞ･ﾅｳﾞｧｰﾙ｣
1231年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎｲｻﾗ朝ﾅﾗｼﾝﾊ2世がﾊﾞｰﾝﾃﾞｨｱ朝を破る
1231年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ王ｺｰｯﾍﾞﾙﾝｼﾞﾝｶﾞがﾁｮｰﾗ朝ﾗｰｼﾞｬﾗｰｼﾞｬ3世を破る
1231年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ｢ｹﾞﾗﾝ･ﾙﾌﾞﾗﾝ｣(~1236年5月､ｴｼﾞﾌﾟﾄの捕虜となり
  亡くなった)
1231年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾃﾞﾈｽ･ﾄﾏｼﾞ｣(~1234年)
1231年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｺﾆﾔに神秘主義者ﾙｰﾐｰのﾃｯｹ(修道場)が建設
1231年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Aurembiaix女伯｣
1231年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ伯｢Enrico de Castro "Pescatore"｣
1231年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢ｱﾗｺﾞﾝ王James1世｣(~1236年)
1231年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾓｼﾞ｣(~1234年)
1231年-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ伯｢Nicolosio de Castro｣(~?)
1231年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Aleksandr Vsevolodich｣(~1234年)
1231年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾖﾙｶ王｢ｼﾞｬｳﾒ1世｣(~12760727死去)
1231年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||教皇ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ9世が異端審問制度を設置
1231年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹﾞﾙﾏﾝ人が東ﾌﾟﾛｲｾﾝへ進出し､東方植民が活発化
1231年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾌｽ朝ｱﾌﾞｰがﾍﾞﾈﾁｱ､ﾋﾟｻ､ｼﾞｪﾉｳﾞｧと通商条約を締結
1231年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｸﾞﾗｽｺﾞｰ司教ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝﾄﾝ｣(~1233年)
1231年1月5日-08:00|中国|  ||宋･紹定3年12月|淮南の李全が謀反を起こす
1231年2月1日-09:00|日本|  ||寛喜2年12月28日|<死去>松殿基房(86歳/元摂政･関白･太政大臣)
1231年2月4日-09:00|日本|  ||寛喜3年|<任命>安芸国守護｢武田信光｣(~不詳)
1231年2月4日-09:00|日本|京都府京都市右京区|寛喜3年|この年､神護寺真言八祖像(俊賀)できる
1231年2月4日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙが中書省を設置し､耶律楚材を中書令とする
1231年2月18日-09:00|日本|京都府京都市|寛喜3年1月15日|京都大火/深夜に出火､六角-綾小路の商家など､西の
  洞院-室町一帯焼失
1231年2月18日-08:00|中国|  ||宋･紹定4年1月15日|淮南の李全を誅す
1231年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ女伯｢ﾊｳﾞｨｽ･ｵﾌﾞ･ﾁｪｽﾀｰ｣(~12321123)
1231年4月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｰｼｬﾙ｣
1231年4月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾏｰｼｬﾙ｣(~12340416死去)
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1231年4月8日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾆｺﾗｳｽ･ﾌｫﾝ･ﾅｳｴﾝ｣(~1253年12月､死去)
1231年5月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊｲﾝﾘｯﾋ7世が世俗諸侯にも教会諸侯と同じ支配特権を賦与
1231年5月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾍﾞｱﾄﾘｽ2世｣
1231年5月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｵﾄﾝ3世｣ｵﾄﾝ2世･ﾍﾞｱﾄﾘｽ2世の息子.ﾒﾗｰﾉ公(~12480619死去)
1231年5月24日-09:00|日本|  ||寛喜3年4月21日|幕府が六波羅に命じて強盗､殺人などの法規を制定
1231年6月14日-09:00|日本|  ||寛喜3年5月13日|幕府が､守護･地頭･検非違所の所務および守護･地頭と領家預
  所との訴訟法を定める
1231年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣
1231年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世(~1289年)
1231年7月2日-09:00|日本|京都府京都市|寛喜3年6月|霖雨により賀茂川洪水､溺死者河原に散乱
1231年7月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾗﾝｽの間に3年間の休戦協定が結ばれる
1231年7月31日-09:00|日本|  ||寛喜3年7月|寛喜の大飢饉､天候異常で諸国で飢餓･疫病がひろがり,非常に多く
  の餓死者が出る
1231年8月4日-09:00|日本|  ||寛喜3年7月5日|<就任>関白｢九条教実｣(~寛喜4(1232)年10月4日)
1231年8月15日-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾎﾗｽﾞﾑ･ｼｬｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼﾞｬﾗｰﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾒﾝｸﾞﾍﾞﾙﾃﾞｨｰ｣殺され､
  ﾎﾗｽﾞﾑｼｬｰ朝が滅亡
1231年8月29日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗3年8月|ﾓﾝｺﾞﾙ､中書省を設け､耶律楚材を中書令とする
1231年8月29日-09:00|日本|京都府京都市左京区|寛喜3年8月1日|尊勝寺五重塔焼亡
1231年9月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公･ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣暗殺された(57歳)
1231年9月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公･ﾗｲﾝ宮中伯｢ｵｯﾄｰ2世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世の息子(~12531129死
  去47歳)
1231年9月26日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗3年;高麗･高宗19年8月29日|蒙古軍が高麗侵略を開始
  し､義州と開城を占領
1231年10月16日-09:00|日本|  ||寛喜3年9月19日|家屋を壊して薪にすることが禁じられる
1231年11月5日-09:00|日本|  ||寛喜3年10月10日|<死去>尊円法親王(25歳)後鳥羽天皇の皇子
1231年11月6日-09:00|日本|徳島県|寛喜3年10月11日|<死去>土御門上皇(83代土御門天皇).配流先の阿波にて(3
  7歳､建久6(1195)1202生)
1231年11月20日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|寛喜3年10月25日|火災により公文所が焼失,東は勝長寿院の橋､西
  は永福寺総門の内門に及び源頼朝､北条義時の法華堂は本尊とともに灰となり人畜の焼死は数えきれず
1231年11月28日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ若王｣
1231年11月28日-09:00|日本|  ||寛喜3年11月3日|朝廷新制42条を下す
1231年12月24日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗3年;高麗･高宗19年11月29日|ﾓﾝｺﾞﾙ､開京に至る/高
  麗王は降伏
1231年12月25日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗3年;高麗･高宗19年12月1日|ﾓﾝｺﾞﾙ､高麗と講和する
1232年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾝｶﾞﾅﾃｨﾝ｣(~1234年)
1232年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||(~1136)ｼﾝﾊﾗ王のｳｨｼﾞｬﾔﾊﾞｰﾌ3世が､ﾀﾞﾝﾊﾞﾃﾞﾆﾔに遷都
1232年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾙﾄｩﾄﾐｼｭがｸﾜｰﾘﾔﾙ城を攻略
1232年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸﾞﾜﾘｴﾙ国はﾃﾞｨﾋﾘ(ﾃﾞﾘｰ)ｽﾙﾀﾝ国に併合(~1398年)
1232年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1238年)
1232年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾕｰﾘｰ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1240年)
1232年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ﾌﾞﾘｬﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1262年)
1232年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾌﾞﾘｬﾁｽﾗﾌ2世･ｳﾞｧｼﾘｺｳﾞｨﾁ｣ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公(~1242年)
1232年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<退位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ﾌﾞﾘｬﾁｽﾗﾌ･ｳﾞｧｼﾘｺｳﾞｨﾁ｣
1232年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｺﾞ｣(~1233年)
1232年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢As-Salih Ayyub｣(~1239年)
1232年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｨｼｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1235年)
1232年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ﾖﾊﾝ･ﾄﾘｽﾀﾝ｣
1232年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾏﾃｲ･ﾆﾉｽﾗﾌ｣(~1250年)
1232年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾎﾅ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad1世｣(~1244年ｶｽﾃｨｰﾘｬ王国へ)
1232年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Aldrighetto di Castelcampo｣(~1247年)
1232年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾍﾝﾘｸ1世ﾌﾞﾛﾀﾞﾃｨ｣ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ2世ｳﾞｨｸﾞﾅﾆｪﾂの孫息子/ｼﾛﾝｽｸ公を兼
  ねる(~12380519死去)
1232年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢ﾗｰｼﾞｰ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｱﾙ=ﾊｻｰﾆｰ｣(~6月)
1232年1月24日-09:00|日本|  ||寛喜4年|<任命>丹波国守護｢北条時盛｣(~建治3(1277)年5月2日死去､次に時国が
  就任~1284年)
1232年2月11日-08:00|中国|  ||金･開興1年1月19日|金の哀宗が開興と改元
1232年2月14日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･高宗20年1月22日|高麗､都を開京から江華島に移し抵抗
1232年3月19日-09:00|日本|  ||寛喜4年2月26日|飢饉のため､麦蒭を牛･馬の飼料とすることが禁じられる
1232年4月13日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||金･開興1年3月21日|ﾓﾝｺﾞﾙ､開封を攻める
1232年4月23日-09:00|日本|  ||貞永1年4月2日|寛喜から貞永に改元
1232年4月28日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||金･開興1年;高麗･高宗20年4月7日|金､ﾓﾝｺﾞﾙと講和
1232年5月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世の遠征軍の指揮者ﾘｶﾙﾄﾞ･ﾌｨﾗﾝｼﾞｪﾘがｱｸﾞﾘﾃﾞｨでｷﾌﾟﾛｽのｼﾞｬﾝ･
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  ﾃﾞｨﾌﾞﾗﾝに敗れる
1232年5月5日-08:00|中国|  ||金･天興1年4月14日|金の哀宗が天興(-1234年)と改元
1232年5月30日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｱｰﾍﾞﾙ｣(1250年ﾃﾞﾝﾏｰｸ王~12520629死去)
1232年5月30日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｴｰﾘｸ4世｣ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世とﾍﾞﾚﾝｶﾞﾘｱ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｩｶﾞﾙの長男(~125
  00809死去)ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世と共同統治
1232年5月30日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<退位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｴｰﾘｸ4世｣
1232年6月18日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｽﾃｨﾙﾐｰﾙ ﾌﾛﾃﾞｨ ｶﾗｿﾝ｣(2回
  目~1236年)
1232年8月11日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天応政平1年7月23日|大越陳朝太宗･天応政平と改元(-1251年旧2月)
1232年8月26日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|貞永1年8月9日|和賀江島(鎌倉)に港を築く
1232年8月27日-09:00|日本|  ||貞永1年8月10日|北条泰時が最初の武家法典である御成敗式目51箇条を施行
1232年9月16日-09:00|日本|愛知県名古屋市熱田区|貞永1年9月|僧永厳､尾張宝勝院阿弥陀如来立像を造立し､経
  典を胎内に納める
1232年9月16日-08:00|中国|  ||金･天興1年9月|金の哀宗が抃京から逃走
1232年9月28日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Philippe d'Albini1世｣(2期目
  ~12340613)､｢Guillaume de Saint-Jean｣(2期目~10月)
1232年10月16日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｲﾄﾞﾘｰｽ･ﾏｱﾑｰﾝ｣
1232年10月16日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾜｰﾋﾄﾞ･ﾗｼｰﾄﾞ(ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾜｰﾋﾄﾞ2世)｣(~12421204死
  去)
1232年10月23日-09:00|日本|  ||貞永1年閏9月8日|彗星東方に出現｡2丈余
1232年10月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾗﾇﾙﾌ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾝﾄﾞｳﾞｨﾙ｣
1232年10月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾁｪｽﾀｰ女伯｢Matilda of Chester｣(~11.21)､7代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｵﾌﾞ･ｽｺｯ
  ﾄﾗﾝﾄﾞ｣ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯(~12370606死去)
1232年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢ﾗｰｼﾞｰ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｱﾙ=ﾊｻｰﾆｰ｣(2回目~1233.8)
1232年11月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｵﾌｧﾘｰ卿ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~1246年7月)
1232年11月15日-09:00|日本|  ||貞永1年10月2日|藤原定家新勅撰和歌集を上る
1232年11月17日-09:00|日本|  ||貞永1年10月4日|<就任>摂政｢九条教実｣(~文暦2年3月28日)
1232年11月17日-09:00|日本|  ||貞永1年10月4日|<譲位>86代｢後堀河天皇｣上皇となる
1232年11月17日-09:00|日本|  ||貞永1年10月4日|<践祚>87代｢四条天皇｣/12月5日即位(~12420109)
1232年11月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ女伯｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾄﾞ･ｸｲﾝｼｰ｣(~1266.3死去)､ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾚｲｼｰ
  ｣(~12400722死去)
1233年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Valla Dio｣(~1258年)
1233年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢ﾗｰｼﾞｰ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｱﾙ=ﾊｻｰﾆｰ｣(3回目~1234.7)
1233年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｾﾘｸﾞ｣ﾘｳﾞｫﾆｱ帯剣騎士団団長(~1234年)
1233年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1241年)兼<復位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1234年
  )
1233年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｸﾘｽﾁｬﾝ2世｣
1233年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ1世｣(~1270年死去)
1233年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾔｳﾞｨ公ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世[ｺﾝﾗﾄ1世の息子](~12671214死去)
1233年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾌｨｳﾒはﾌﾗﾝｺﾊﾟﾝの領地(~13650401)
1233年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ﾘﾝｾﾞｲ卿｣(~1249年)
1233年1月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾍﾞﾙｶﾞﾙﾄ=ﾘｰﾌﾞｼｬｳ=ｼｭｳﾞｪｯﾂ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ1世｣
1233年1月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾍﾞﾙｶﾞﾙﾄ公｢ﾗﾃｨﾎﾞﾙ1世｣(~1262年ﾄﾞｲﾂ騎士団に加入､ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾍ
  ﾞﾙｶﾞﾙﾄはﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾀﾞﾝﾂｨﾋに併合)
1233年1月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾘｰﾌﾞｼｬｳ公｢ｻﾝﾎﾞﾙ2世｣(~1270年~12771230死去)
1233年1月11日-09:00|日本|  ||貞永1年11月29日|幕府が六波羅に成敗の法16条を下す
1233年2月11日-09:00|日本|  ||貞永2年|この年､三十六歌仙絵巻(藤原信実)できる
1233年2月11日-09:00|日本|京都府京都市南区|貞永2年|この年､東寺弘法大師北面御影(康勝)できる
1233年2月11日-09:00|日本|広島県尾道市|貞永2年|この年,源行光15回忌の追善のため,木造阿弥陀如来立像(瀬
  戸田耕三寺蔵)造立
1233年2月11日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|貞永2年春|道元､伏見深草に興聖寺を創す
1233年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱﾝﾃｨｵｷｱ公｢ﾎﾞｴﾓﾝ4世｣ﾄﾘﾎﾟﾘ伯
1233年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱﾝﾃｨｵｷｱ公｢ﾎﾞｴﾓﾝ5世｣(~1252.1死去)
1233年3月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ1世｣
1233年3月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ4世｣(~12530611死去)
1233年3月5日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||金･天興2年1月23日|開封で兵士が反乱を起こし､ﾓﾝｺﾞﾙに降る
1233年5月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗4年;金･天興2年4月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍が金国の抃梁を陥落
1233年5月25日-09:00|日本|  ||天福1年4月15日|貞永から天福に改元
1233年6月28日-09:00|日本|  ||天福1年5月19日|幕府が在京の御家人らが乗車して洛中を往来することなどを
  禁じる
1233年7月8日-09:00|日本|  ||天福1年5月29日|<死去>近衛基通(74歳/元摂政･関白･内大臣)
1233年7月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾌｪﾗﾝ｣ﾌﾗﾝｽ北部のﾉﾜｲﾖﾝで
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1233年8月21日-09:00|日本|  ||天福1年7月15日|道元､｢普勧坐禅儀｣を撰する
1233年9月6日-09:00|日本|  ||天福1年8月|<死去>藤原孝範(76歳/文章博士･大学頭･越前守､漢詩人)
1233年9月20日-09:00|日本|  ||天福1年8月15日|六波羅探題の要請により､幕府が犯罪人の成敗法17ヶ条を定め
  る
1233年10月5日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗5年9月|この月蒲鮮万奴､ﾓﾝｺﾞﾙに囚われ､大真滅亡
1233年10月22日-09:00|日本|  ||天福1年9月18日|<死去>九条しゅん子(藻璧門院)(25歳)後堀河天皇の中宮
1233年12月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||宋･紹定6年;金･天興2年11月1日|宋軍､ﾓﾝｺﾞﾙを助け､蔡州を攻める
1234年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾝｶﾞﾅﾛﾝ｣(~1250年)
1234年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾀﾞﾝﾊﾞﾃﾞﾆﾔ王国国王｢Parakkamabahu2世｣Vijaya Bahu3世の長男(~1269年)
1234年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾙﾄｩﾄﾐｼｭが中央ｲﾝﾄﾞのﾏｰﾙﾜ地方を侵略
1234年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻﾞﾝｷﾞｰ朝ﾓｰｽﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ﾅｰｽｨﾙ｣
1234年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻﾞﾝｷﾞｰ朝ﾓｰｽﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾞﾄﾞﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾙｰﾙ｣(~1259年死去)
1234年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝｼﾞｪﾛ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(~1236年)
1234年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｱﾝﾄﾞｰﾙ･ｾﾗﾌｨﾑ｣(~1235年)
1234年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｸﾇｰﾄ2世｣
1234年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢Simon of Dammartin｣(~12390921死去)
1234年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾍﾞﾈﾃﾞｸ･ﾌｨｱ･ｻﾑﾄﾞ｣(~1235年)
1234年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾆｴﾌﾞﾗ･ﾀｲﾌｧ｢Su'ayb｣(~1262年)
1234年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Rostislav Mikhailovich｣(1度目~1240年)
1234年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<復位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ11世｣(~12500202死去)
1234年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ公｢ﾘｰｽ嗄声公｣
1234年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽはｸﾞｲﾈﾄﾞの一部(~12821211)
1234年1月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第4代ｾﾙﾋﾞｱ王(ﾈﾏﾆｯﾁ朝)｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾞﾗﾃﾞｨｽﾗｳﾞ｣ｽﾃﾌｧﾝ･ﾈﾏﾆｯﾁの子､ｽﾃﾌｧﾝ･ﾗﾄﾞｽﾗ
  ｳﾞの弟(~1243年4月､兄のｳﾛｼｭによって打倒される)
1234年1月26日-09:00|日本|京都府京都市南区|天福1年12月25日|西寺が炎上
1234年1月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･高宗22年|高麗が金属活字で｢評定古今礼文｣50巻を印刷する
1234年1月31日-09:00|日本|栃木県足利市|天福2年|この年､鏝阿寺本堂･鐘楼できる
1234年1月31日-08:00|中国|  ||宋･端平1年1月1日|南宋の理宗が端平(-1236年)と改元
1234年2月9日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||金･天興3年1月10日|<死去>金第9代皇帝｢哀宗(寧甲速=ﾆﾝｷｬｽ)完顔守緒･守
  礼｣
1234年2月9日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗6年;宋･端平1年;金･天興3年1月10日|<即位>金第10代皇帝｢末帝(
  呼敦=ﾎﾄﾝ)完顔承麟｣)劾里鉢の末裔/ﾓﾝｺﾞﾙ軍と南宋軍の挟撃によって同日死去､金が滅亡
1234年3月15日-09:00|日本|京都府京都市|天福2年2月14日|北野社･朝日寺焼失
1234年3月31日-09:00|日本|  ||天福2年3月1日|幕府が､西国の住人らが守護･地頭と闘争することを禁じる
1234年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞで国王の親政が開始される
1234年4月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｻﾝﾁｮ7世｣
1234年4月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅｳﾞｧﾙ王｢ﾃｵﾊﾞﾙﾄﾞ1世｣(ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ4世｣)(~12530708死去52歳)
1234年4月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾏｰｼｬﾙ｣
1234年4月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||20歳のﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世､成人を宣言し､母后ﾌﾞﾗﾝｼｭ･ﾄﾞ･ｶｽﾃｨｰﾕの｢摂政｣を解任
1234年5月7日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Otto1世｣
1234年5月7日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Otto2世｣(~12480619死去)
1234年5月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世､｢ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｣ﾚｲﾓﾝ･ﾍﾞﾗﾝｼﾞｪ5世の長女ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ･ﾄﾞ･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽと結
  婚
1234年6月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾏｰｼｬﾙ｣(~12410627死去)
1234年6月13日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Henri de Trubleville｣(2期目
  ~12341123)
1234年6月18日-09:00|日本|  ||天福2年5月20日|<死去>85代｢仲恭天皇｣17歳(誕生:建保6(1218)1010)
1234年7月19日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾌﾛﾘｽ4世｣
1234年7月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ対立王｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｫﾝ･ﾎﾗﾝﾄ｣兼ﾎﾗﾝﾄ伯｢ｳｨﾚﾑ2世｣ｾﾞｰﾗﾝﾄ伯(
  ~12560128死去)
1234年7月27日-09:00|日本|  ||天福2年6月30日|幕府専修念佛を禁ず
1234年8月28日-09:00|日本|京都府京都市|天福2年8月3日|<京都天福2年､商業地区の大火>夕刻､土倉(担保を納
  めた蔵)と呼ばれた金融業者など､富裕な商人が軒を並べている､京都の東南にある商業地区で火災が発生/被
  災地域は､東西は烏丸の西から油小路の東にかけて､南北が七条坊門の南から八条坊門の北にかけての広い範
  囲で､この範囲の家屋､土蔵などが､ことごとく焼き尽くされた/盗賊たちが放火をし､そのどさくさ紛れに豪商
  の店や土蔵から金品を盗み出す騒ぎが数多くあり､この大火もその一つと推定されている
1234年8月31日-09:00|日本|  ||天福2年8月6日|<死去>86代後堀河天皇(23歳/誕生:建暦2(1212)0218)
1234年9月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢ﾗｰｼﾞｰ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｱﾙ=ﾊｻｰﾆｰ｣(4回目~1235.5)
1234年11月23日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島主｢Henri de Trubleville｣(~1239122
  1死去)
1234年11月27日-09:00|日本|  ||文暦1年11月5日|｢文暦｣に改元
1235年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝国王｢ｿｰﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ｣(~1262年)
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1235年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾙ1世ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣
1235年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾕｰﾘｰ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1237年死去)
1235年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<再位>ｵｰｳﾞﾙﾁ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾘｭﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~12390331死去)
1235年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第2代皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ1世｣
1235年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾎﾟｰｻ･ﾁｬｷ｣(~12410331)
1235年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1238年)
1235年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ4世｣(~1236年)
1235年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｼｮﾜ･ｻﾙﾀﾝ国ｻﾙﾀﾝ｢Mahamed｣(~1239年)
1235年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｸﾞﾚﾎﾞｳﾞｨﾁ｣(~1239年)
1235年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第3代皇帝｢ﾖﾊﾈｽ1世｣(~1238年死去)
1235年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾆｶｲｱ軍はﾌﾞﾙｶﾞﾘｱと同盟しﾗﾃﾝ帝国に攻め入りﾏｹﾄﾞﾆｱを支配下に治めることに成功
1235年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ伯･ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯･ﾓﾙﾃﾝ伯｢Philippe Hurepel｣
1235年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｱﾊﾟｼﾞ･ｶﾞｯﾄ･ｹﾚﾄﾞ｣(~1238年)
1235年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾃﾞﾈｽ･ﾌｨｱ･ﾃﾞﾈｽ･ﾈﾝﾍﾞﾙ･ﾄﾏｲ｣(2回目~12410411)
1235年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ公｢ｵｯﾄｰ1世｣ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ公ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑの息子(~12520609死去)
1235年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾅｽﾙ朝がｸﾞﾗﾅﾀﾞを占領
1235年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者代理｢Gerard de Lambersard + Guillau
  me de Dampierre + Guillaume Blom｣(~同年)⇒守護者｢Drouet de Barentin｣(1期目~1240年)
1235年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾖｼﾎﾞｲ｣(~1255年)
1235年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾋﾟｴｰﾙ1世｣
1235年 00:00|ﾏﾘ|  |||ｷﾘﾅの戦いでﾏﾘ王国がｿｿを破る
1235年 00:00|ﾏﾘ|  |||ｽﾝｼﾞｬｰﾀがｽﾏﾝｸﾞﾙを破り､ﾏﾘ帝国の基礎を築く
1235年1月18日-09:00|日本|宮崎県西諸県郡高原町|文暦1年12月28日|霧島山の高千穂峰に付随する側火山の御
  鉢が雷鳴のような音や火焔､火光を伴い噴火/周辺の多くの寺社が焼失し､降り積もった火山灰は火口から20粁
  離れた場所においても深さ60糎に達す
1235年1月21日-09:00|日本|愛知県稲沢市|文暦2年|この年､尾張俊光ら､尾張国長光寺に地蔵菩薩立像を施入
1235年1月21日-09:00|日本|鹿児島県指宿市|文暦2年|薩摩国揖宿郡は北条一族が守護である大隈国守護領とな
  る
1235年1月21日-09:00|日本|広島県三原市|文暦2年|この年,小早川茂平,沼田荘内に不断念仏堂を建立
1235年1月21日-08:00|中国|  ||元･太宗7年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ｹｽﾒｽﾞ(怯失迷思)｣ﾊﾞﾙﾁｭｸ･ｱﾙﾄの子(~1
  245年)
1235年2月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ3世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ7世の息子(~12540521死去26歳)
1235年2月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<廃位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣(~12420212死去30歳)
1235年2月16日-09:00|日本|  ||文暦2年1月27日|幕府が鎌倉と京都の僧兵の武装を禁止
1235年2月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗7年2月|ﾓﾝｺﾞﾙ､ｶﾗｺﾙﾑ(和林)に築城し首都とする
1235年3月16日-09:00|日本|京都府京都市|文暦2年2月26日|京都大火/四条大路北､室町小路西､西洞院東､六角小
  路南､16町焼失
1235年4月1日-09:00|日本|  ||文暦2年3月12日|新勅撰和歌集完成
1235年4月4日-09:00|日本|京都府京都市|文暦2年3月15日|徳大寺中納言の三条邸が焼失し､大内裏の荒廃が進み
  ｢内野｣と呼ばれる
1235年4月17日-09:00|日本|  ||文暦2年3月28日|<死去>摂政｢九条教実｣26歳
1235年4月17日-09:00|日本|  ||文暦2年3月28日|<就任>摂政｢九条道家｣(~嘉禎3年3月10日)
1235年5月27日-09:00|日本|  ||文暦2年5月9日|<任命>安芸国守護｢藤原親実｣(~不詳)
1235年5月27日-09:00|日本|  ||文暦2年5月9日|<任命>周防国守護｢藤原親実｣(~1245年(寛元3年)頃)
1235年6月14日-09:00|日本|  ||文暦2年5月27日|当代歌壇の大御所藤原定家が宇都宮頼綱の求めで､和歌100首
  を書写する(百人一首の初めか)
1235年6月19日-09:00|日本|京都府京田辺市|文暦2年6月3日|興福寺衆徒が､石清水八幡宮領薪荘を襲撃し､六波
  羅探題が鎮静にあたる
1235年7月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国総督｢ﾏｲﾝﾂ大司教ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ｣(~1241年)
1235年7月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ7世｣
1235年7月19日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ﾅﾝﾀﾞｳﾝﾐｬｰ(ｵｳｻﾅｰ､ﾃｨｰﾛｰﾐﾝﾛｰ)｣
1235年7月19日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ﾁｬｿﾞﾜｰ｣(~1251.5死去)
1235年8月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世がｳﾞｪﾙﾌｪﾝ家と和解し､ﾗﾝﾄ平和令を発布
1235年8月14日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文暦2年閏6月29日|鎌倉五大堂(明王院)落慶供養
1235年8月16日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗7年;高麗･高宗23年閏7月|ﾓﾝｺﾞﾙが第3次高麗侵攻を開
  始
1235年9月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｱﾝﾘ1世｣
1235年9月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｱﾝﾘ2世｣(~12480201死去)
1235年9月7日-09:00|日本|京都府京都市|文暦2年7月23日|延暦寺が佐々木信綱の子･高信による日吉社宮仕殺害
  に抗議して､神輿を奉じて入洛.武士と交戦
1235年9月8日-09:00|日本|  ||文暦2年7月24日|幕府専修念佛を禁ず
1235年9月21日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ2世｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ｱﾝﾄﾞﾘﾔ2世｣
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1235年11月1日-09:00|日本|  ||嘉禎1年9月19日|文暦から嘉禎に改元
1236年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1240年)
1236年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｱﾙﾒﾆｱをﾓﾝｺﾞﾙが占領(~1256年)
1236年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Shams al-Din 'Ali ibn Mas'ud｣(~1255.3死去)
1236年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｽﾃﾌｧﾉ･ｼﾞｭｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~1241年)
1236年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ｱﾚｯﾎﾟ)ｱﾐｰﾙ｢An-Nasir Yusuf｣(~1260年)
1236年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ3世｣(~1238年)
1236年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾐﾝﾀﾞｳｶｽ｣諸部族をひとつにまとめ上げてﾘﾄｱﾆｱを統一(⇒12530706､
  ﾘﾄｱﾆｱ王｢ﾐﾝﾀﾞｳｶﾞｽ1世｣)
1236年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｳﾞｨｼｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1240年､ﾓﾝｺﾞﾙのﾙｰｼ侵攻によって消滅)
1236年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ponc1世｣(~1243年死去)
1236年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾔﾌﾔｰ(ﾔｸﾞﾑﾗｰｻﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｻﾞｲﾔｰﾝ)｣ｻﾞﾅｰﾀ族､建国(~1283.2
  死去)
1236年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ公｢Madog ap Gruffydd｣
1236年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟｲｽｳｪﾝｳｨﾝｳｨﾝはｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞが制圧
1236年2月9日-04:00|ﾛｼｱ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗8年|ﾁﾝｷﾞｽ･ﾊｰﾝの孫ﾊﾞﾄｩ率いる大規模な西方遠征軍が派遣さ
  れ､ｳﾞｫﾙｶﾞ川中流域のｳﾞｫﾙｶﾞ･ﾌﾞﾙｶﾞｰﾙを征服
1236年2月9日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗8年1月|ﾓﾝｺﾞﾙ､交鈔(紙幣)を印造する
1236年4月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾙﾄｩﾄｩﾐｼｭ｣
1236年4月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾙｸﾇｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ｣ｲﾙﾄｩﾄｩﾐｼｭの子(~11.9死去)
1236年5月-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ｢ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾄﾞ･ｺﾝﾌﾟ｣(~1240年没)
1236年5月9日-09:00|日本|京都府京都市東山区|嘉禎2年4月3日|摂政九条道家が聖一国師を開山として東福寺創
  建<臨済宗東福寺派大本山>京都府
1236年6月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ伯｣ﾋﾟｴｰﾙと｢ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｣ﾃｨﾎﾞｰ4世(｢ﾅｳﾞｧﾙ王｣)が､婚姻関係による｢同盟｣
  を結び､ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世(のち聖王､聖ﾙｲ王-)に｢反乱｣を起こす
1236年6月20日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ﾃｲﾄｩｰﾙ･ﾄﾙﾊﾞﾙﾄﾞｿﾝ｣(2回目~
  1248年)
1236年6月25日-09:00|日本|広島県三原市|嘉禎2年5月21日|安那定親の発願により,金剛寿命陀羅尼経版木(三原
  御調八幡宮蔵)成る
1236年6月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｽﾃｨﾘｬ王ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ3世がｺﾙﾄﾞﾊﾞに入城し､ｷﾘｽﾄ教徒軍がｲｽﾗﾑの手になっていたｺ
  ﾙﾄﾞﾊﾞを服従させる
1236年7月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｣ﾃｨﾎﾞｰ4世(｢ﾅｳﾞｧﾙ王｣)が降伏し､ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世､｢諸侯の反乱｣を鎮圧
1236年7月28日-09:00|日本|  ||嘉禎2年6月24日|在京武士らが六角西洞院に集まって宍市と称して肉食してい
  たことが禁止される
1236年9月5日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|嘉禎2年8月4日|<御所移転>宇津宮辻子御所から新造された若宮大路
  御所に移った
1236年9月22日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ帯剣騎士団団長｢ｳﾞｫﾙｸｳｨﾝ･ﾌｫﾝ･ﾅｳﾑﾌﾞﾙｸ｣
1236年9月22日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ帯剣騎士団団長代行｢ﾗﾄｶﾞｰ｣(~12370512)
1236年10月2日-09:00|日本|奈良県奈良市|嘉禎2年9月|興福寺衆徒が城を築き兵具を備える.幕府､同寺の荘園を
  没収して､衆徒を鎮圧
1236年11月5日-09:00|日本|奈良県|嘉禎2年10月5日|大和国に守護･地頭を置き,奈良の出入を禁止
1236年11月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>奴隷王朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾙｸﾇｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ｣
1236年11月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾗｽﾞｨｰﾔ｣ｲﾙﾄｩﾄｩﾐｼｭの子(~12401014死去)
1236年11月13日-09:00|日本|広島県廿日市市|嘉禎2年10月13日|厳島社外宮の造営成り,遷宮
1236年12月13日-09:00|日本|奈良県|嘉禎2年11月14日|大和国の守護･地頭を廃止
1237年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾑｰﾛﾑ公｢ﾕｰﾘｰ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞｳﾞｨﾁ｣
1237年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾕｰﾘｰ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣
1237年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾑｰﾛﾑ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾕｰﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1239年,ﾓﾝｺﾞﾙ帝国によるﾙｰｼ侵攻とﾑｰﾛﾑの破壊で公位
  は約1世紀にわたり空位となる~不明)⇒｢ｳﾞｧｼﾘｰ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1345年死去)
1237年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾙ2世ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾚｳﾞｨﾁ｣(~1252年死去)
1237年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞ1世｣
1237年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ･ﾃｯｻﾛﾆｷ専制公｢ﾖﾊﾈｽ･ｺﾑﾈﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1244年死去)
1237年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲﾎｽﾛｰ2世｣(~1246年死去)
1237年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<廃位>ｴﾋﾟﾛｽ･ﾃｯｻﾛﾆｷ専制公｢ﾏﾇｴﾙ･ｺﾑﾈﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣
1237年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ2世｣ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄの弟(~1256年)ﾗﾃﾝ皇帝
1237年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾄﾏ｣(ｼﾞｬﾝﾇと共同統治)ｻｳﾞｫｲｱ伯ﾄﾝﾏｰｿﾞ1世の三男(~12441205
  死去)
1237年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはｸﾞﾗﾅﾀﾞ首長国の一部
1237年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂでﾄﾞｲﾂ騎士団と刀剣騎士団が合同しﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団が創設
1237年1月28日-09:00|日本|沖縄県|嘉禎3年|<死去>琉球王｢舜天｣(72歳)⇒世子｢舜馬順煕｣が王位を継いだ
1237年1月28日-08:00|中国|  ||宋･嘉熙1年1月1日|南宋の理宗が嘉熙(-1240年)と改元
1237年2月3日-04:00|ﾛｼｱ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗9年1月7日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍がﾙｰｼ(ﾛｼｱ)のｳﾗｼﾞﾐｰﾙに到着､黄金の門へ
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  の攻撃を開始
1237年4月6日-09:00|日本|  ||嘉禎3年3月10日|<就任>摂政｢近衛兼経｣(~仁治3年正月9日)
1237年5月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｲｽ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｺﾝﾗｰﾄ4世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世の子(~12540521死去)
1237年5月5日-09:00|日本|  ||嘉禎3年4月9日|<死去>藤原家隆(80歳)宮内卿､歌人
1237年5月12日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾍﾙﾏﾝ･ﾊﾞﾙｸ｣ﾘｳﾞｫﾆｱ帯剣騎士団がﾁｭｰﾄﾝ
  騎士団に組み込まれﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団となる(~1238年)
1237年5月21日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢Olafr svarti Gudhfridharson(Olaf2世 "the Black")｣
1237年5月21日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Haraldr Olafsson(Harold1世)｣(~12490506死去)
1237年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾁｪｽﾀｰ伯･ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｵﾌﾞ･ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ｣
1237年7月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾜ伯｢Robert1世｣(~12500208死去)
1237年8月24日-09:00|日本|京都府京都市|嘉禎3年8月3日|京都大火/賊の放火により､七条-八条の裕福な商人街
  が焼亡
1237年8月27日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾀﾞﾏｽｶｽ)第6代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ｱｼｭﾗﾌ｣
1237年8月27日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾀﾞﾏｽｶｽ)第7代ｱﾐｰﾙ｢ｱｯ=ｻｰﾘﾌ･ｲｽﾏｰｲｰﾙ｣(~1237年)
1237年8月27日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ｱｯ=ｻｰﾘﾌ･ｲｽﾏｰｲｰﾙ｣(~1238年退位)
1237年9月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾖｰｸ条約が結ばれ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの間の国境が画定
1237年10月21日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|嘉禎3年10月|高野山大門仁王像(湛慶)できる
1237年10月23日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣
1237年10月23日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｼﾞﾙ･ｼｬｰ｣(~12800824死去)
1237年11月14日-09:00|日本|愛知県田原市|嘉禎3年10月25日|僧永俊､三河国泉福寺の阿弥陀･薬師如来坐像を鋳
  造造立
1237年11月17日-09:00|日本|京都府京都市|嘉禎3年10月28日|六波羅地蔵堂焼亡､清水坂南方の在家類焼
1237年11月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世が､ｺﾙﾃﾇｵｰｳﾞｧの戦いで第2次ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ都市同盟軍を破る
1238年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝｢ｼｰｲﾝﾀﾗｰﾃｨｯﾄ｣(~1270年死去)ｸﾒｰﾙから独立
1238年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾅﾗｼﾝﾊ･ﾃﾞｰｳﾞｧ1世｣(~1264年)
1238年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢ｻﾀﾞﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ･ｸﾗｰｼｪｶﾗ2世｣(~1240年)､｢ﾏﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ･ｽﾝﾀﾞﾗ･ﾊﾟﾝﾃﾞｨﾔ
  ﾝ2世｣(~1240年)
1238年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>初代ﾍﾞﾛｵｰｾﾞﾛ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｳﾞｧｼﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1278年後､1302年まで公国はﾛｽﾄﾌ公ﾄﾞﾐｰﾄﾘ
  ｰ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁの支配下に)
1238年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1252年)
1238年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1249年)
1238年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ･ｻﾞﾚｽｷｰ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~12631114死去)
1238年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Ardashir2世｣(~1249年)
1238年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第3代皇帝｢ﾖﾊﾈｽ1世｣
1238年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ｸﾞﾘｭｰﾆﾝｹﾞﾝ｣(1回目~1241年)
1238年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ｶｰﾐﾙ｣(~3.6死去)
1238年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｳﾞｧｼﾘｺ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1269年)
1238年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~同年)⇒｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(1254年よりﾙｰｼ王併称~
  1264年)
1238年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾐﾊｲﾙ2世｣(~1239年)
1238年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第4代皇帝｢ﾏﾇｴﾙ1世｣(~1263.3死去)
1238年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<退位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ｱｯ=ｻｰﾘﾌ･ｲｽﾏｰｲｰﾙ｣
1238年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾗﾌｧ=ｼｭﾄﾙﾌﾟ公｢ﾗﾃｨﾎﾞﾙ2世｣
1238年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢Alphonso of Portugal｣Mathildeと結婚(~1253年)
1238年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ伯｢ﾖﾊﾝ1世｣(⇒1261年ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯~12630420死去),｢ｹﾞﾙ
  ﾊﾙﾄ1世｣(⇒1261年ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｲﾂｪﾎｰ伯~12901221死去)
1238年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢ｱﾌｫﾝｿ3世｣(~1245年)
1238年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣(~12730122死去)ﾅｽﾙ朝がｸﾞﾗﾅﾀﾞに新都ｱﾙﾊﾝﾌﾞﾗを
  建設
1238年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯兼ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ4世｣
1238年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾗｺﾞﾝ王ﾊｲﾒ1世はﾊﾞﾙｾﾛﾅの南にあるｲｽﾗﾑのﾊﾞﾚﾝｼｱ王国を征服
1238年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞﾆｰ島領主｢Pierre L'Ingenieur｣
1238年1月18日-09:00|日本|  ||嘉禎4年|<任命>遠江国守護｢北条時房｣(~不明)
1238年1月18日-08:00|中国|  ||大理･仁寿8年|<譲位>後大理第6代皇帝｢神宗永恵帝(段智祥)｣
1238年1月18日-08:00|中国|  ||大理･仁寿8年|<即位>後大理第7代皇帝｢孝義帝(段祥興)｣(~1251年)
1238年2月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢ﾗｰｼﾞｰ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｱﾙ=ﾊｻｰﾆｰ｣(5回目~1239年)
1238年2月17日-04:00|ﾛｼｱ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗10年2月2日|ﾓﾝｺﾞﾙ帝国のﾊﾞﾄｩを総司令官としたﾖｰﾛｯﾊﾟ遠征
  軍がｳﾗｼﾞｰﾐﾙ大公国の首都ｳﾗｼﾞｰﾐﾙを攻撃して同地を占領し､ﾕｰﾘｰ2世の一族はほとんど殺されてしまった
1238年3月4日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ大公｢ﾕｰﾘｰ2世｣戦死
1238年3月4日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾛｽﾄﾌ公｢ｳﾞｧｼﾘｺ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣
1238年3月4日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ2世｣(~12460930死去)
1238年3月4日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ﾎﾞﾘｽ･ｳﾞｧｼﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1277年死去)
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1238年3月6日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ｶｰﾐﾙ｣
1238年3月6日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝第6代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｱｰﾃﾞｨﾙ2世｣(~1240年退位)兼(ﾀ
  ﾞﾏｽｶｽ)第9代ｱﾐｰﾙ(~1239年退位)12480209死去
1238年3月16日-09:00|日本|  ||嘉禎4年2月29日|<死去>弁長(77歳)浄土宗の僧
1238年3月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公･ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｸ1世ﾌﾞﾛﾀﾞﾃｨ｣
1238年3月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾍﾝﾘｸ2世ﾎﾟﾎﾞｼﾞｭﾇｨ｣ﾍﾝﾘｸ1世の息子/ｼﾛﾝｽｸ公を兼ねる(~12
  410409ﾚｸﾞﾆﾂｧの戦いで落命)
1238年4月2日-09:00|日本|京都府京都市左京区|嘉禎4年閏2月16日|鞍馬寺焼失
1238年4月16日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|嘉禎4年3月|勧進聖人の浄光が鎌倉大仏を建立
1238年4月30日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｴｯﾍﾟｽのﾖﾊﾈ｣
1238年4月30日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵﾌﾞ･ｻｳﾞｫｲｱ｣(~12391101死去)
1238年5月15日-09:00|日本|栃木県|嘉禎4年3月30日|<死去>下野守護･播磨守護｢小山朝政｣(84歳)武将
1238年7月13日-09:00|日本|愛知県名古屋市南区|嘉禎4年6月|尼念阿弥陀仏､笠覆寺(笠寺観音)建立
1238年7月31日-09:00|日本|京都府京都市|嘉禎4年6月19日|幕府､京都に篝屋を置き洛中警護を命じる
1238年9月28日-09:00|日本|  ||嘉禎4年8月19日|幕府が双六を禁止
1238年10月3日-09:00|日本|京都府八幡市|嘉禎4年8月24日|九条道家,石清水社に新三昧堂を建立
1238年10月23日-09:00|日本|  ||嘉禎4年9月14日|<死去>葛西清重(78歳)奥州総奉行
1238年11月10日-09:00|日本|  ||嘉禎4年10月3日|<死去>持明院棟子(北白河院)(66歳)守貞親王の妃
1238年11月11日-09:00|日本|  ||嘉禎4年10月4日|<死去>松殿師家(67歳)摂政･内大臣
1238年12月30日-09:00|日本|  ||暦仁1年11月23日|嘉禎から暦仁に改元
1239年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢Jaitugideva｣(~1255年)
1239年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾊﾃﾞｨ･ﾔｰﾔ･ﾋﾞﾝ･ﾑｰｼﾝ｣
1239年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Mu'azzam Turanshah｣(~12491122)
1239年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ｱｯ=ｻｰﾘﾌ･ﾅｼﾞｭﾑｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱｲﾕｰﾌﾞ｣(~同年)⇒<復位>｢ｱｯ=
  ｻｰﾘﾌ･ｲｽﾏｰｲｰﾙ｣(~1245年死去)
1239年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾙﾄｩｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｶﾞｰｽﾞｨｰ1世｣(~1260年)
1239年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ3世｣(~同年)⇒｢ﾀﾞﾇｨｰﾛ･ﾛﾏｰﾉｳﾞｨﾁ｣(~12401206､代官による支配
  )
1239年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｼｮﾜ･ｻﾙﾀﾝ国ｻﾙﾀﾝ｢Malzarrah｣(~1252年)
1239年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ･ｾｳﾞｪﾙｽｷｰ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1245年)
1239年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<退位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ｱｰﾃﾞｨﾙ2世｣
1239年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||ｸﾘﾐｱはｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽが支配(~1428年)
1239年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Afonso3世｣ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王(~1259.1)
1239年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ公｢ﾄｰﾚﾝ｣建国
1239年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾓﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ｣(⇒1264年兼8代ﾁｪｽﾀｰ伯~1265年剥奪)
1239年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣(~12750924死去)
1239年2月3日-09:00|日本|  ||暦仁1年12月28日|<死去>九条任子(宜秋門院)(66歳)後鳥羽天皇の中宮
1239年2月6日-09:00|日本|愛媛県西条市|暦仁2年|越智盛氏､桑村郡に観念寺を建立
1239年2月6日-08:00|中国|  ||大理･道隆1年|後理国の段祥興が道隆(-1251年)と改元
1239年2月7日-09:00|日本|  ||暦仁2年1月2日|戌刻､彗星申方に出現｡芒気3尺､辰巳を指す｡色白赤｡前年末から
  見えたとも云う
1239年2月9日-09:00|日本|  ||暦仁2年1月4日|彗星の芒気4尺｡色赤弱くなる｡7日歳星の傍らに出現｡芒気は艮方
  を指し5尺｡軸星は大きく太白に似る
1239年2月16日-09:00|日本|  ||暦仁2年1月11日|陸奥の人民が布の代りに銭貨で貢納するが､幕府はこれを禁止
  し､白河関以東での銭貨の流通を停止
1239年2月16日-09:00|日本|  ||暦仁2年1月11日|戌刻､彗星辟一星を犯す
1239年2月23日-09:00|日本|  ||暦仁2年1月18日|彗星奎近に出現｡変異祈祷｡20日祈祷と護摩を行う｡17日より20
  日にかけて光芒盛ん
1239年3月3日-09:00|日本|  ||暦仁2年1月26日|戌刻彗星王艮第五星を犯す｡光芒薄くなる｡27日将軍上洛を思召
  すが､窮民慰撫のために延引
1239年3月12日-09:00|日本|  ||暦仁2年2月6日|夜になって彗星出現｡14日に天文道等終夜彗星観測｡彗変内天に
  入るという
1239年3月13日-09:00|日本|  ||延応1年2月7日|暦仁から延応に改元
1239年3月28日-09:00|日本|島根県隠岐郡隠岐の島町|延応1年2月22日|<死去>｢後鳥羽法皇｣配所の隠岐で/60歳(
  誕生:治承4(1180)0714)承久の乱を起こして敗れた82代天皇
1239年3月31日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｵｰｳﾞﾙﾁ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾘｭﾘｺｳﾞｨﾁ｣
1239年6月4日-09:00|日本|  ||延応1年5月1日|綸旨を下して人身売買を禁ず
1239年9月16日-09:00|日本|石川県白山市|延応1年8月17日|加賀の白山が噴火。白山権現が焼失
1239年9月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ伯｢Simon of Dammartin｣
1239年9月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ女伯｢Joan of Dammartin｣(~12790316死去)､ｵﾏｰﾙ伯｢Ferdinand1世｣
  Joanと結婚(~12520530死去)
1239年10月16日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾌﾟｼｪﾐｽﾙ｣
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1239年10月16日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾞﾗｼﾞｽﾗﾌ3世｣ﾎﾞﾍﾐｱ王ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ1世の息子(~12470103死去)
1239年10月16日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾓﾗｳﾞｨｱはﾎﾞﾍﾐｱ政権下(~1246年4月)
1239年11月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵﾌﾞ･ｻｳﾞｫｲｱ｣
1239年11月6日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ｽｸｰﾙ･ﾎﾞｰﾄﾞｿﾝ｣(~12400524)
1239年11月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾙ伯｢ｱﾝﾘ2世｣
1239年11月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ2世｣(~1291年)
1239年12月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世喧嘩公｣(2回目~12460615死去35歳)
1239年12月21日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢Henri de Trubleville
  ｣
1239年12月31日-09:00|日本|  ||延応1年12月5日|<死去>土佐国守護｢三浦義村｣
1239年12月31日-09:00|日本|  ||延応1年12月5日以降|<任命>土佐国守護｢三浦氏｣(~1247年)
1240年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ(~1242年)
1240年-04:00|ﾛｼｱ/ｳｸﾗｲﾅ|  |||このころｷｴﾌ近辺で乱獲により毛皮獣が消滅
1240年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢ﾗｰｼﾞｰ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｱﾙ=ﾊｻｰﾆｰ｣(6回目~1241年)
1240年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾛｰﾄﾞｽ島とｷｸﾗﾃﾞｽ諸島の帝王･領主｢ﾚｵﾈ･ｶﾞﾊﾞﾗｽ｣
1240年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙﾌﾞﾗｲﾄﾞ｣(~12420917)
1240年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾛｰﾄﾞｽ島領主｢ｲｵｱﾆｽ･ｶﾞﾊﾞﾗｽ｣(~1248年)
1240年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝第7代ｽﾙﾀﾝ｢ｻｰﾘﾌ｣(~12491122死去)
1240年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾙｰﾂｸ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~同年)
1240年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｴﾒﾝ|  |||<退位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝第6代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｱｰﾃﾞｨﾙ2世｣
1240年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｱﾅﾄﾘｱで神の使徒と称するﾊﾞｰﾊﾞｰ･ｲｽﾊｰｸが反乱
1240年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再任>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ｱｯﾂｫ7世｣ｴｽﾃ辺境伯(~12640216死去)
1240年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ﾊﾙﾄﾏﾝ｣
1240年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾐｸﾛｽ･ｶﾞｯﾄ･ｹﾚﾄﾞ｣(~同年)
1240年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ領主｢Henry1世｣(~12811224死去)
1240年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Grigory Vasil'evich｣(1度目~1243年)
1240年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｳｽﾏｰﾝ1世｣
1240年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Guillaume de Boeles｣(~1241年)
1240年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｱﾊﾞﾌﾛｰ大公･ｳｪｰﾙｽﾞ公･ｽﾉｰﾄﾞﾝ卿｢ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ･ｱﾌﾟ･ﾙｳｪﾘﾝ｣(~1246年戦死)
1240年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣(~1244年死去)
1240年1月26日-09:00|日本|  ||延応2年|<任命>伊予国守護｢宇都宮頼業｣(~不詳)
1240年1月26日-09:00|日本|  ||延応2年|<任命>尾張国守護｢中条家平｣(~不詳)
1240年1月26日-09:00|日本|  ||延応2年|<任命>武蔵国守護｢北条泰時｣(~不明)
1240年1月26日-09:00|日本|岡山県高梁市|延応2年|備中有漢郷の地頭秋庭三郎重信が臥牛山の大松山に櫓を築
  いた(→備中松山城(高梁城))/岡山県
1240年2月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾎﾑｽ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Mujahid Shirkuh｣
1240年2月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾎﾑｽ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Mansur Ibrahim｣(~12460628死去)
1240年2月2日-09:00|日本|  ||延応2年1月8日|ﾊﾚｰ彗星出現/大騒ぎになる
1240年2月18日-09:00|日本|  ||延応2年1月24日|<死去>北条時房(66歳)承久の乱において泰時とともに大将軍
  を務めた北条時政の子
1240年3月1日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|延応2年2月6日|幕府の政所が焼ける
1240年4月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰｺﾝ5世ﾊｰｺﾝｿﾝ若王｣共同統治(~12570505没)
1240年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ公｢ﾙｳｪﾘﾝ･ｱﾌﾟ･ﾖｰﾜｰｽ｣
1240年4月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ公｢ﾀﾞﾌｨﾄﾞ･ｱﾌﾟ･ﾘｳｪﾘﾝ｣(~12460225死去)
1240年4月11日-09:00|日本|  ||延応2年3月18日|幕府御家人郎党の任官を禁ず
1240年5月3日-09:00|日本|  ||延応2年4月10日|僧永尊ら､尾張国大興寺の大日如来像の座光を再興
1240年5月23日-09:00|日本|  ||延応2年5月1日|幕府が再び人身売買を禁じる
1240年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾜｰﾚﾝ｣
1240年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾘｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾜｰﾚﾝ｣(~13040929死去)
1240年6月12日-09:00|日本|  ||延応2年5月21日|<死去>藤原秀能(57歳)武将､歌人
1240年6月16日-09:00|日本|  ||延応2年5月25日|幕府が公家と結婚した御家人の娘に所領を譲ること､および先
  祖伝来の本領を御家人以外に売却することを禁止
1240年6月30日-09:00|日本|京都府京都市北区|延応2年6月9日|祇陀林寺塔竣工
1240年7月15日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾈｳﾞｧ川の戦いで､ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾙ･ﾈﾌｽｷｰがｽｳｪｰﾃﾞﾝ軍を破る
1240年7月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾚｲｼｰ｣
1240年8月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ南部のｶﾙｶｿﾝﾇとﾍﾞｼﾞｴの｢副伯｣ﾚｲﾓﾝ･ﾄﾗﾝｶｳﾞｪﾙがﾗﾝｸﾞﾄﾞｯｸで蜂起
1240年8月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世が､ﾗｳﾞｪﾝﾅを占領
1240年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||城外にあったｾﾝﾄ･ﾋﾟｰﾀｰ･ｱﾄﾞ･ｳﾞｨﾝｷｭﾗ教会がﾛﾝﾄﾞﾝ塔内に移され､聖堂の献堂式
  が行われる
1240年8月5日-09:00|日本|  ||仁治1年7月16日|延応から仁治に改元
1240年9月17日-09:00|日本|愛媛県松山市|仁治1年9月|温泉郡石手寺の金剛力士像が造られる
1240年10月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>奴隷王朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾗｽﾞｨｰﾔ｣
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1240年10月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>奴隷王朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｲｽﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾞﾌﾗｰﾑ･ｼｬｰ｣ｲﾙﾄｩﾄｩﾐｼｭの子(~12420515死
  去)
1240年12月6日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<退位>ｷｴﾌ大公｢ﾀﾞﾇｨｰﾛ･ﾛﾏｰﾉｳﾞｨﾁ｣代官による支配
1240年12月6日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗12年11月22日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍がｷｴﾌを陥落し､ｷｴﾌ公国が滅亡
1240年12月26日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ﾄﾞ･ﾄｩｰﾛｯﾃ｣(~12461016死去)
1241年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢ｻﾀﾞﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ･ｳﾞｨｯｷﾗﾏﾝ1世｣(~1250年)
1241年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1252年)
1241年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾔｽﾞﾄﾞ･ｱﾀﾍﾞｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾙｸﾇｯﾃﾞｨｰﾝ･ｻﾙｸﾞﾙｼｬｰ･ｲﾌﾞﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞｼｬｰ｣(~1252年)
1241年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻﾞﾝｷﾞｰ朝ｼﾞｬｽﾞｨｰﾗ･ｱﾐｰﾙ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｱﾙﾏﾘｸ･ｱﾙｻﾞｰﾋﾙ｣(~1250年)
1241年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ･ﾊｯｻﾝ･ｱﾌﾞﾙ･ｻｰﾄﾞ｣(~1254年)
1241年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾏｿ･ﾀﾞﾝﾄﾞｰﾛ｣(~1243年)
1241年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪﾙｳﾞｪﾝ｣(1回目~1242年)
1241年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1242年)
1241年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｷｴﾌ大公｢ﾐﾊｲﾙ2世｣(2期目~1243年)
1241年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｴﾋﾟﾛｽがﾃｯｻﾘｱを併合(~1268年)
1241年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾛﾜ伯｢Mary｣
1241年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾙﾘﾋ1世｣(~12650225死去)
1241年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾃﾞﾈｽ･ﾃｭﾙｼﾞｪ｣(~1245年)
1241年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢John1世｣(~12800505死去)
1241年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙがﾊﾝｶﾞﾘｰとｸﾛｱﾁｱの大部分を占領(~1242年)
1241年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾘｭｰﾍﾞｯｸ､ﾊﾝﾌﾞﾙｸ間にﾊﾝｻﾞ都市同盟確立
1241年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Drouet de Barentin｣(2期目~1252年)
1241年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾋﾟｴﾄﾛ2世｣(~12680515死去)
1241年1月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾍﾙﾏﾝ2世｣
1241年1月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾗｽﾍﾟ｣ﾄﾞｲﾂ対立王(~12470216死去)
1241年1月4日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|仁治1年11月21日|幕府､鎌倉市中にも防犯のため篝屋を設置し住民
  に勤務させる(自身番の先駆け)
1241年2月13日-09:00|日本|  ||仁治2年|<任命>筑後国守護｢北条時章｣(~文永9(1272)年)
1241年2月13日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|仁治2年|神子栄尊､肥前国万寿寺を建立
1241年2月13日-08:00|中国|  ||宋･淳祐1年1月1日|南宋の理宗が淳祐(-1252年)と改元
1241年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙがﾜﾗｷｱの大部分を占領(~1243年､撤退)/ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱを占領
1241年3月21日-09:00|日本|京都府京都市左京区|仁治2年2月8日|<建立>大原法華堂(後鳥羽天皇の遺骨埋葬)
1241年3月28日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世｣70歳
1241年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾓﾝｺﾞﾙ総督ｻｲﾊﾞﾝ｣(~1243年)
1241年4月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾍﾝﾘｸ2世ﾎﾟﾎﾞｼﾞｭﾇｨ｣ﾚｸﾞﾆﾂｧの戦いで落命
1241年4月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世ﾛｶﾞﾄｶ｣ﾍﾝﾘｸ2世の息子/ｼﾛﾝｽｸ公を兼ねる(~1241.
  7退位)
1241年4月9日-01:00|ﾁｪｺ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｳﾞﾛﾂﾜﾌはﾓﾝｺﾞﾙ人によって破壊される
1241年4月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗13年2月27日|ﾜｰﾙｼｭﾀｯﾄの戦い/ｼｭﾚｼﾞｴﾝ公ﾊｲﾝﾘﾋ2世
  のﾄﾞｲﾂとﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの連合騎士･農民軍がﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞに侵入したﾓﾝｺﾞﾙ軍と戦ったが撃破された
1241年4月11日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾌｨｱ ｱｰﾉﾙﾄﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾊﾎｯﾄ｣(~1242年)
1241年4月11日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<ﾓﾋの戦い>ﾓﾝｺﾞﾙ軍がﾊﾝｶﾞﾘｰ軍に圧勝しﾊﾝｶﾞﾘｰ全域占領
1241年5月13日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙのﾊﾞﾄｩ軍がﾊﾝｶﾞﾘｰのﾌﾞﾀﾍﾟｽﾄを却略
1241年5月15日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|仁治2年4月3日|鎌倉大地震､由井浜の鶴岡拝殿･船舶など破壊
1241年6月24日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲｳﾞｧﾝ･ｱｾﾝ2世｣
1241年6月24日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｶﾘﾏﾝ1世ｱｯｾﾝ｣(~1246年8月死去)
1241年6月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾏｰｼｬﾙ｣
1241年6月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾏｰｼｬﾙ｣(~12451124死去)
1241年7月-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世ﾛｶﾞﾄｶ｣
1241年7月-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｺﾝﾗﾄ1世ﾏｿﾞｳﾞｨｴﾂｷ｣(~1243年退位.12470831死去)
1241年8月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙ軍の先遣隊がｵｰｽﾄﾘｱに侵入
1241年8月9日-09:00|日本|福岡県福岡市博多区|仁治2年7月|この月､僧弁円筑前国崇福寺を創建
1241年8月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第178代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ9世｣
1241年8月25日-09:00|日本|広島県廿日市市|仁治2年7月17日|｢厳島社内宮｣遷宮
1241年9月23日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞの政治家､詩人｢ｽﾉｯﾘ･ｽﾄｩﾙﾙｿﾝ｣ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ併合を目論むﾉﾙｳｪｰ王
  ﾎｰｺﾝ4世の刺客に暗殺される
1241年9月26日-09:00|日本|  ||仁治2年8月20日|<死去>｢藤原定家｣(80歳)歌人｢新古今和歌集｣の撰者
1241年10月23日-09:00|日本|  ||仁治2年9月17日|<死去>下総国守護｢千葉時胤｣(頼胤が継ぐ~建治元(1275)年8
  月16日死去)
1241年10月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第179代ﾛｰﾏ教皇｢ｹﾚｽﾃｨﾇｽ4世｣(~12411110死去)
1241年10月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Guigues4世｣
1241年11月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第179代ﾛｰﾏ教皇｢ｹﾚｽﾃｨﾇｽ4世｣即位後16日
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1241年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ西部ﾎﾟﾜﾄｩｰの有力者｢ﾗ･ﾏﾙｼｭ伯｣ﾕｰｸﾞがﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世に反乱をおこすが鎮圧
1241年12月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗13年11月8日|<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国第2代皇帝｢太宗ｵｺﾞﾃﾞｲ｣深酒が原
  因で/56歳(誕生1186年)ﾓﾝｺﾞﾙ軍の西への大遠征が中止される
1241年12月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･太宗13年11月8日|<就任>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国監国(太宗の皇后)ﾄｩﾗｷﾅ(ﾄﾞﾚｹﾞﾈ
  脱列哥那~1246年)
1242年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｵｰﾑｽ王｢Rokn ed-Din Mahmud3世｣(~1277年)
1242年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾃﾞｨｰﾄﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ｸﾞﾘｭｰﾆﾝｹﾞﾝ｣(2回目~1246年)
1242年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<復位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(2期目~1246年)
1242年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Nuno｣
1242年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙｼｮﾝ伯｢Nuno Sancho｣
1242年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾗｰﾉ2世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣(~12550929死去)
1242年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢James1世｣(~12760727死去)
1242年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾗｰｽﾛｰ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｶｰﾝ｣(~1245年)
1242年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国総督｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾗｽﾍﾟ｣｢ﾎﾞﾍﾐｱ王ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ1世｣(~1245
  年)
1242年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ｼﾞｬﾝ1世｣(~1251年)
1242年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｻﾞﾗ支配(~1243年)
1242年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ｹｱﾌﾞﾘｰﾁ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1242年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ｺﾝﾁｮﾊﾞｰﾙ･ﾅ･ｽｲﾀﾞｲﾇ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ｹｱﾌﾞﾘｰﾁ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝの息子(~1
  268年没)
1242年1月7日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|仁治2年12月5日|宇和郡三島社社殿を修造
1242年2月2日-09:00|日本|  ||仁治3年|<任命>豊後国守護｢大友頼泰｣(~1285年､以後､貞親､貞宗､氏泰､氏時､氏
  継､親世､親著､持直､親綱､親繁､政親､義右､親治､義長(義親)､義鑑､義鎮(宗麟)､義統と続く⇒1587年豊後府内､
  豊後一国安堵)
1242年2月2日-09:00|日本|福岡県福岡市博多区|仁治3年|この年､浄業西林寺を創建
1242年2月10日-09:00|日本|  ||仁治3年1月9日|<死去>87代｢四条天皇｣(12歳)
1242年2月21日-09:00|日本|  ||仁治3年1月20日|<就任>関白｢近衛兼経｣(~仁治3年3月25日)
1242年2月21日-09:00|日本|  ||仁治3年1月20日|<践祚>｢邦仁親王｣/3月18日88代｢後嵯峨天皇｣として即位(~124
  60129)
1242年2月26日-09:00|日本|  ||仁治3年1月25日|<死去>狛近真(66歳)雅楽家
1242年3月3日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･乃馬真后1年2月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍がﾊﾝｶﾞﾘｰ全土を制圧/しかしｵｺﾞﾀｲ死
  去の報が届き東方帰還の途につく
1242年3月20日-09:00|日本|  ||仁治3年2月18日|<任命>筑後国守護｢大友頼泰(泰直)｣(~建治3(1277)年)
1242年3月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ伯｢William de Forz｣
1242年3月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢William de Forz｣(~1260年死去)
1242年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾃｵﾄﾞﾘｯﾋ2世｣
1242年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｱﾙﾉﾙﾄ2世｣(~12591105死去)
1242年4月4日-09:00|日本|  ||仁治3年3月3日|幕府が､鎌倉の僧徒が剣を帯びることを禁じる
1242年4月5日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾈﾌｽｷｰが､ﾁｭｰﾄﾞ湖の｢氷上の戦い｣でﾄﾞｲﾂ騎士団の大軍に勝
  つ
1242年4月6日-09:00|日本|京都府京都市中京区|仁治3年3月5日|行願寺焼失
1242年4月7日-09:00|日本|滋賀県|仁治3年3月6日|<死去>佐々木信綱(62歳)近江守護
1242年4月26日-09:00|日本|  ||仁治3年3月25日|<就任>関白:二条良実(~寛元4年正月28日)
1242年5月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>奴隷王朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｲｽﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾞﾌﾗｰﾑ･ｼｬｰ｣
1242年5月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>奴隷王朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏｽｳｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰの子(~12460610
  死去)
1242年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾄﾏｽ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ｣
1242年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ女伯｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ｣先代の妹(~12530603死去)
1242年7月1日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ﾁｬｶﾞﾀｲ｣
1242年7月1日-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ｶﾗ･ﾌﾚｸﾞ｣ﾁｬｶﾞﾀｲの長男ﾓｴﾄｩｹﾝの四男(~1246年)
1242年7月14日-09:00|日本|  ||仁治3年6月15日|<死去>鎌倉幕府第3代執権｢北条泰時｣赤痢のため(60歳)
1242年7月14日-09:00|日本|  ||仁治3年6月15日|<就任>4代鎌倉幕府執権｢北條経時｣(~寛元4年3月23日)
1242年7月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||(21日~)ﾌﾗﾝｽ南西部のｱｷﾃｰﾇを併合しようとするﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世､ｻﾝﾄ(ﾎﾟﾜﾄｩ
  ｰ=ｼｬﾗﾝﾄ地域圏､ｼｬﾗﾝﾄ=ﾏﾘﾃｨｰﾑ県)城外の｢ﾀｲﾕﾌﾞｰﾙの戦い｣でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ3世を破る
1242年8月12日-09:00|日本|徳島県|仁治3年7月15日|<死去>小笠原長清(81歳)御家人､阿波守護
1242年10月7日-09:00|日本|新潟県佐渡市|仁治3年9月12日|<死去>｢順徳上皇｣配流先の佐渡にて(84代天皇)46歳
1242年10月26日-09:00|日本|福岡県福岡市博多区|仁治3年10月|この月宋人謝国明筑前国に承天寺を創建
1242年12月2日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀﾝｽｨﾙ｣
1242年12月2日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀｱｽｨﾑ｣(~12580221処刑された)
1242年12月4日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾜｰﾋﾄﾞ･ﾗｼｰﾄﾞ(ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾜｰﾋﾄﾞ2世)｣
1242年12月4日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰﾙﾊｻﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~1248年死去)
1243年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣
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1243年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾝ8世(ﾁｪｲｳﾞｧﾙﾏﾝ8世)｣(~1295年退位)
1243年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Fariburz3世｣
1243年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Akhsitan2世｣(~1260年死去)
1243年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾔｺﾎﾟ･ﾊﾞﾛｯﾂｨ｣(~1245年)
1243年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾚｰﾘﾝｸ(=ﾗｳﾚﾝﾃｨｳｽ)｣(~1252年)
1243年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ3世｣(~12460930死去)
1243年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾙﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝がﾓﾝｺﾞﾙに臣従
1243年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾜﾗｷｱはﾊﾝｶﾞﾘｰの一部(~1324年)
1243年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ponc1世｣
1243年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol IX｣(~同年)⇒｢Alvaro el Castella｣(~1268年死去)
1243年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｼｭﾃﾌｧﾝ4世ﾊﾞﾎﾞﾆｯﾁ｣(~1249年)
1243年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ5世ﾌｽﾃｨﾄﾞﾘｳﾞｨ｣ﾚｼｪｸ1世の息子(~12791207死去)
1243年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｺﾝﾗﾄ1世ﾏｿﾞｳﾞｨｴﾂｷ｣(~12470831死去)
1243年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Rostislav Mikhailovich｣(2度目~1245年)
1243年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｻﾞﾗ/ｻﾞﾀﾞﾙ支配(~1311年)
1243年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｹﾝﾄ伯｢ﾋｭｰﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾗ｣
1243年1月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世(のち聖王､聖ﾙｲ王)､ﾊﾟﾘの南方ﾛﾘｽ(ｻﾝﾄﾙ地域圏ﾛﾜﾚ県)で｢ﾛﾘｽの和約｣を
  結ぶ/｢ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｣ﾚﾓﾝ7世を屈服させる
1243年1月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ5世｣
1243年1月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ6世(~12501004死去)
1243年1月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Herman5世｣
1243年1月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Herman6世｣(~12501004死去)
1243年1月19日-09:00|日本|  ||仁治3年12月27日|<死去>近衛家実(64歳)太政大臣､摂政･関白
1243年1月22日-09:00|日本|  ||仁治4年|<任命>讃岐国守護｢三浦光村｣(~1247年)
1243年1月22日-09:00|日本|奈良県葛城市|仁治4年|この年､当麻寺曼荼羅堂できる
1243年1月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|仁治4年|西大寺の僧･忍性､北山十八間戸を建てる(ﾊﾝｾﾝ病患者などを
  救済､保護)
1243年1月24日-09:00|日本|京都府京都市|仁治4年1月3日|祇園西大門前の民家数百戸焼亡
1243年2月-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ｢ﾊﾞﾄｩ｣がﾎﾞﾙｶﾞ川下流のｻﾗｲに首
  都を置き､建国(~1502年)
1243年3月18日-09:00|日本|  ||寛元1年2月26日|仁治から寛元に改元
1243年4月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第5代ｾﾙﾋﾞｱ王(ﾈﾏﾆｯﾁ朝)｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ1世｣ｽﾃﾌｧﾝ･ﾈﾏﾆｯﾁの末子､ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾞﾗﾃﾞｨ
  ｽﾗｳﾞの異母弟(~1276年10月､息子のｽﾃﾌｧﾝ･ﾄﾞﾗｸﾞﾃｨﾝによって打倒された.12770501死去)
1243年4月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾞﾙﾄﾞｰの和約が結ばれ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾗﾝｽが5ヵ年間の休戦が成立
1243年4月19日-09:00|日本|  ||寛元1年3月29日|<死去>諦子内親王(明義門院)(27歳)順徳天皇の皇女
1243年5月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ﾋｭｰ･ﾄﾞ･ｵｰﾋﾞﾆｰ｣
1243年5月20日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|寛元1年5月|北条経時､蓮華寺を材木座に移し光明寺と改名
1243年5月31日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ｼｬﾄｰﾇﾌ｣(~12580624/ﾎﾗｽﾞﾑの
  囚人12441018~12501017)
1243年6月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第180代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ4世｣(~12541207死去)
1243年6月26日-02:00|ﾄﾙｺ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･乃馬真后2年6月8日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍がｷｮｾ･ﾀｸﾞでﾙｰﾑｾﾙｼﾞｭｰｸ朝軍を撃破
1243年6月29日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|寛元1年6月11日|<建立>鎌倉の高徳院で木造大仏の開眼供養
1243年8月13日-09:00|日本|岡山県|寛元1年7月26日|<死去>加地信実(68歳)備前守護
1243年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾄﾞ･ｽｶﾘﾄ｣｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｵﾌﾞ･ｽﾀｰﾍﾟｰﾄ｣
1243年11月1日-09:00|日本|  ||寛元1年9月18日|<死去>大炊御門麗子(陰明門院)(59歳)土御門天皇の中宮
1243年11月20日-01:00|ｽｲｽ|  |||ﾍﾞﾙﾝとﾌﾘﾌﾞｰﾙの都市同盟が成る
1243年12月27日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|寛元1年11月15日|宇和郡仏木寺造営
1244年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾊﾏｰ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣
1244年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｴﾋﾟﾛｽ･ﾃｯｻﾛﾆｷ専制公｢ﾖﾊﾈｽ･ｺﾑﾈﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣
1244年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾊﾏｰ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣(~1284年死去)
1244年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ･ﾃｯｻﾛﾆｷ専制公｢ﾃﾞﾒﾄﾘｵｽ･ｱﾝｹﾞﾛｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1246年)
1244年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾏﾝﾌﾚｰﾄﾞ3世｣
1244年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ1世｣(~1296年死去)
1244年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<創立>ﾛｰﾏ大学
1244年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾏｰ伯｢ﾄﾞﾉﾎｰ｣
1244年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣
1244年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾏｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ｣(~1276年死去)
1244年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾝ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｶﾐﾝ｣(~1289年死去)
1244年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾋｭｰﾊﾞｰｽ王｢Maredudd ap Rhys｣(~1271年)
1244年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾔﾌﾔｰ･ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ｣(~1258年死去)
1244年2月2日-09:00|日本|  ||寛元1年12月22日|幕府奴婢雑人の10才未満の子女は其の父母に付せしむの令を
  下す
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1244年2月10日-09:00|日本|  ||寛元2年|<任命>壱岐国守護｢千葉胤継｣(~不詳)
1244年3月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世､ﾌﾗﾝｽ南部のﾓﾝｾｷﾞｭｰﾙの｢山城｣に立て籠もった数百人の｢ｶﾀﾘ派｣信
  徒(ｱﾙﾋﾞの町が1番｢ｶﾀﾘ派｣に肩入れしていたので｢ｱﾙﾋﾞ派｣ともいう)を包囲し､司教ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ･ﾀﾞﾝ･ﾏｰﾙ以下生き残
  った者205人全てを処刑する
1244年3月26日-09:00|日本|  ||寛元2年2月16日|幕府が奴婢養子､飢饉救助､人身売買､西国奉行職などの諸法を
  制定
1244年3月27日-09:00|日本|  ||寛元2年2月17日|<死去>源光行(82歳)大和守･河内守､文学者､歌人
1244年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ｣
1244年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾏﾘｰｽﾞ2世｣(~1271年死去)
1244年4月26日-09:00|日本|  ||寛元2年3月18日|御書所を置く
1244年6月1日-09:00|日本|愛知県新城市|寛元2年4月24日|僧朝弁ら､僧行慶に阿弥陀如来坐像を造立させる
1244年6月5日-09:00|日本|  ||寛元2年4月28日|<就任>鎌倉第5代将軍｢九条頼嗣｣
1244年6月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･乃馬真后3年5月14日|<死去>耶律楚材/53歳(誕生:1190)/元の政治家
1244年8月4日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ|  |||十字軍ｴﾙｻﾚﾑ王国がｴﾙｻﾚﾑ再取得
1244年8月22日-09:00|日本|福井県勝山市|寛元2年7月18日|波多野義重､道元禅師を開山として越前国大仏寺(曹
  洞宗大本山永平寺)創建
1244年8月23日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾎﾗﾑｽﾞ雇兵隊がｱｲﾕｰﾌﾞ朝の支援を受けてｴﾙｻﾚﾑを陥落させる/ｴﾙｻﾚﾑが
  ｷﾘｽﾄ教の手から離れる/｢ﾀﾝﾌﾟﾙ騎士団｣348人のうち312人が戦死
1244年10月-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ｴﾙｻﾚﾑ陥落､聖ﾖﾊﾈ騎士団本拠地はｻﾝ･ｼﾞｪﾊﾝ･ﾀﾞｸﾚ(ｱｯｺ､1291年陥落)､ｸﾗｯｸ･
  ﾃﾞ･ｼｭﾊﾞﾘｴ(1271年陥落)､ﾏﾙｶﾞｯﾄ城(ﾏﾙｶﾌﾞ)(12850525陥落)に移された
1244年10月18日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ代行｢ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾛﾈｰ｣(~12500211)
1244年11月14日-09:00|日本|  ||寛元2年10月13日|幕府が博奕を禁じる
1244年12月5日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯･ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ｣
1244年12月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾄﾏ｣
1244年12月5日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ1世｣(~1253年)
1244年12月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ2世｣(~1278年)
1245年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Vira-Varman｣(~1285年)
1245年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||東ｶﾞﾝｶﾞ朝ﾅｰﾗｼﾝﾊがﾍﾞﾝｶﾞﾙに侵入
1245年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｰﾄ朝ﾏﾘｰｸ｢Shams-uddin Muhammad bin Abu Bakr｣(~1277年)
1245年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾙｽﾀﾞﾝ｣
1245年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ6世｣(~1259年)
1245年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｸﾙﾄ朝ﾏﾘｸ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ｣ﾍﾗｰﾄで創設(~1278年死去)
1245年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｻﾞｰﾈ｣(~1249年)
1245年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ﾑｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~同年)
1245年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ﾚﾌ･ﾀﾞﾆｰﾛｳﾞｨﾁ｣(~1269年)
1245年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<復位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ｱｯ=ｻｰﾘﾌ･ﾅｼﾞｭﾑｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱｲﾕｰﾌﾞ｣(~12491122死去)
1245年-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<就任>ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Frederick2世 the Warlike｣(~12460615死去)
1245年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾗｰｽﾛｰ･ﾊﾝ｣(~同年)
1245年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾃﾞﾈｽ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾄｩﾙｼﾞｪ｣(1回目~1246年7月)
1245年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Jeanne de Dammartin｣(~1251年)｢Walter of Chatillon｣(~1250年)
1245年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Grigory Vasil'evich｣(2度目~1246年)
1245年1月30日-09:00|日本|  ||寛元3年|<任命>武蔵国守護｢北条経時｣(~不明､次に時頼､長時が就任~不明)
1245年1月30日-09:00|日本|京都府京都市上京区|寛元3年|この年山城廬山寺再建
1245年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Baldwin de Redvers｣
1245年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Baldwin de Redvers｣(~12620913死去)
1245年3月30日-09:00|日本|  ||寛元3年3月1日|寅刻彗星室壁の間に現れる｡長さ2尺
1245年3月31日-09:00|日本|  ||寛元3年3月2日|幕府が殺生を禁止
1245年4月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾛｰﾏ教皇ｲﾝﾉｾﾝﾄ4世がﾌﾟﾗﾉ･ｶﾙﾋﾟﾆをﾓﾝｺﾞﾙに派遣(～1247)
1245年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞｭ･ﾌﾟﾚｼ｣ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄの二番目の夫(~12530606)
1245年5月3日-09:00|日本|  ||寛元3年4月6日|<死去>越中国守護｢名越(北条)朝時｣
1245年5月29日-09:00|日本|  ||寛元3年5月3日|幕府守護地頭等六波羅の命に背き出京せざる者の罰を定む
1245年7月5日-09:00|日本|岩手県西磐井郡平泉町|寛元3年6月10日|僧能親､尾張国平泉寺の阿弥陀如来坐像を修
  理
1245年8月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾚｰﾓﾝ･ﾍﾞﾗﾝｼﾞｪ4世｣
1245年8月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾍﾞｱﾄﾘｽ｣(~12670923死去)
1245年8月19日-09:00|日本|  ||寛元3年7月26日|将軍藤原頼嗣と執権北条経時の妹檜皮姫との婚儀
1245年8月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ5世｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ｽﾃﾌｧﾝ5世｣ﾍﾞｰﾗ4世の長男(
  12700503まで共同王~12720806死去)
1245年11月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｼﾞｪﾌﾘｰ･ｾﾝﾄ･ﾚｶﾞｰ｣(~1246年7月)
1245年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾏｰｼｬﾙ｣
1245年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｱﾝｾﾙﾑ･ﾏｰｼｬﾙ｣(~12.23死去)
1245年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｱﾝｾﾙﾑ･ﾏｰｼｬﾙ｣
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1246年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾗｰｼﾞｪｰﾝﾄﾞﾗ･ﾁｮｰﾗ3世｣(~1279年死去)
1246年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ朝君主｢ｸﾘｼｭﾅ｣ｼﾝｶﾞﾅ2世の孫(~1261年)
1246年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ｲｪｽ･ﾓﾝｹ｣ﾁｬｶﾞﾀｲの五男(~1252年死去)
1246年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲﾎｽﾛｰ2世｣
1246年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ﾊｲﾑﾌﾞﾙｸ｣(~1248年)
1246年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｷﾞﾖｰﾑ2世･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙｱﾙﾄﾞｩｱﾝ｣(~1278年)
1246年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾔﾛﾎﾟﾙｺｳﾞｨﾁ｣(~1261年)
1246年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ大公(ﾌﾞﾘｬﾝｽｸ公)｢ﾛｰﾏﾝ1世･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1288年)
1246年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｶｰｳｽ2世｣(~1257年)
1246年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ﾝﾀﾞﾋﾛ･ｻﾒﾝﾍﾞ｣(~1279年)
1246年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾆｶｲｱ帝国の第2代皇帝ﾖﾊﾈｽ3世ﾄﾞｩｰｶｽ･ｳﾞｧﾀﾂｪｽかつての東ﾛｰﾏ帝国第二の都市であるﾃｯｻﾛ
  ﾆｷを占領
1246年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｼﾞｬﾝ1世｣(~12571224死去)
1246年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Robert5世｣(~1277年)
1246年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ｼｬﾙﾙ1世｣(~12850107死去)
1246年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Rostislav Mikhailovich｣(3度目~1249年)
1246年-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ/ｺｿﾎﾞ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱ､ｺｿﾎﾞはﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国の一部(~1282年)
1246年1月4日-09:00|日本|広島県福山市|寛元3年12月15日|木造仁王立像(福山福盛寺蔵)成る
1246年1月19日-09:00|日本|長崎県対馬市|寛元4年|津島に阿比留氏にかえ､太宰府は惟宗重尚を遣わし､重尚は
  阿比留国時を鶏知で滅ぼした
1246年1月19日-08:00|中国|  ||元･定宗1年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ｻﾗﾝﾃﾞｨ･ﾃｷﾞﾝ(撒憐丁的斤)｣ｹｽﾒｽﾞの弟
  (~1253年)
1246年1月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｼｬﾙﾙ1世｣兼ｼﾁﾘｱ国王､ｱﾙﾊﾞﾆｱ国王､ｴﾙｻﾚﾑ国王､ﾒｰ
  ﾇ伯､ﾌｫﾙｶﾙｷｴ伯/ﾙｲ8世とﾌﾞﾗﾝｼｭ･ﾄﾞ･ｶｽﾃｨｰﾕの末子(~12850107死去58歳)兼
1246年2月15日-09:00|日本|  ||寛元4年1月28日|<就任>関白:一条実経
1246年2月16日-09:00|日本|  ||寛元4年1月29日|<就任>摂政:一条実経(~寛元5年正月19日)
1246年2月16日-09:00|日本|  ||寛元4年1月29日|<譲位>88代｢後嵯峨天皇｣
1246年2月16日-09:00|日本|  ||寛元4年1月29日|<践祚>｢久仁親王｣後嵯峨天皇の子/3月11日89代｢後深草天皇｣
  として即位(~正元元年11月26日(12600109))
1246年2月25日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公･ﾍﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣
1246年2月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ公｢ﾀﾞﾌｨﾄﾞ･ｱﾌﾟ･ﾘｳｪﾘﾝ｣
1246年2月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｰﾙｽﾞ公･ｱﾊﾞﾌﾛｰ大公･ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ公｢ｵｳｪｲﾝ･ｺﾞｯｸ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ(ｵｳｪｲﾝ赤公
  )｣(~1254.6)､｢ﾙｳｪﾘﾝ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ｣(1267年ﾓﾝｺﾞﾒﾘ条約により､ｳｪｰﾙｽﾞ大公~12821211戦死)共同統治
1246年4月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ5世｣ﾎﾞﾍﾐｱ王ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ1世の息子(~12470103死去)
1246年4月10日-09:00|日本|  ||寛元4年3月23日|<引退出家>第4代執権｢北条経時｣病気のため
1246年4月10日-09:00|日本|  ||寛元4年3月23日|<就任>5代鎌倉幕府執権｢北条時頼｣(~康元1年11月22日)
1246年4月19日-09:00|日本|  ||寛元4年4月2日|<死去>尊快入道親王(43歳)後鳥羽天皇の皇子､天台座主
1246年5月-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ﾎﾗｽﾞﾑｼｬｰの残存勢力がﾊﾟﾚｽﾁﾅで消滅させられる
1246年5月11日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|寛元4年4月24日|名越光時,前将軍頼経を擁して執権時頼を除こう
  とし鎌倉中騒動す
1246年5月17日-09:00|日本|  ||寛元4年閏4月1日|<死去>｢北条経時｣(鎌倉幕府4代執権)[1224生～]
1246年5月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ･ｲﾀﾘｱ対立王｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾗｽﾍﾟ｣(~12470216死去)
1246年6月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>奴隷王朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏｽｳｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣
1246年6月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>奴隷王朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾅｰｼﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣ｲﾙﾄｩﾄｩﾐｼｭの子(~12660218死去
  )
1246年6月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世喧嘩公｣35歳/ﾊﾞｰﾍﾞﾝﾍﾞﾙｸ家断絶
1246年6月15日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Frederick2世 the Warlike｣
1246年6月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ｹﾞﾙﾄﾙｰﾄ｣(~12511206)
1246年6月28日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾎﾑｽ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Mansur Ibrahim｣
1246年6月28日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾎﾑｽ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Ashraf Muzaffar al-Din Musa｣(~1248.8退
  位)
1246年7月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ公摂政｢ｳﾞﾗﾃﾞｨｽﾞﾜﾌ､ﾏﾙｷｵ･ﾓﾗｳﾞｨｱｴ｣ﾓﾗｳﾞｨｱ侯ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ5世(~12470103
  )
1246年7月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ ﾌｨｱ･ﾄﾞﾗｸﾞﾝ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｶﾞｯﾄ･ｹﾚﾄﾞ｣(~1248年4月
  )
1246年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾌﾘｰ卿｣(~1254年6月))
1246年7月20日-09:00|日本|京都府京都市|寛元4年6月6日|<京都寛元4年の大火>火元が四条坊門町､北限が三条
  大路､南が八条坊門南の八条大路あたり､西が西洞院大路､東が鴨川の河原までという京市街の中心部でかなり
  の範囲/焼失した主な建物は､生け花発祥地の六角堂(頂法寺)､因幡堂(平等寺)､釈迦堂､東洞院高辻の祇園(社)
  大政所(御旅所)､源融の旧邸･河原院堂舎､五条薬師堂､月卿雲客亭(公卿や昇殿を許された殿上人の邸宅)数十
  か所などで京都の半ば以上焼失
1246年7月22日-09:00|日本|京都府京都市東山区|寛元4年6月8日|建仁寺焼亡
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1246年7月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･定宗1年6月8日|ﾛｰﾏ教皇ｲﾝﾉｾﾝﾄ4世の使ﾌﾗﾝｼｽｺ修道士ﾌﾟﾗﾉ･ｶﾙﾋﾟ
  ﾆがｶﾗｺﾙﾑのﾓﾝｺﾞﾙ皇帝を訪問
1246年7月27日-09:00|日本|静岡県伊豆市|寛元4年6月13日|北条光時伊豆に流罪
1246年7月29日-09:00|日本|福井県吉田郡永平寺町|寛元4年6月15日|道元,大仏寺を永平寺と改称
1246年8月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｶﾘﾏﾝ1世ｱｯｾﾝ｣
1246年8月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾐﾊｲﾙ2世ｱｯｾﾝ｣(~1256年7月死去)
1246年8月23日-09:00|日本|  ||寛元4年7月11日|鎌倉前将軍九条頼経がｸｰﾃﾞﾀｰに失敗し､京都に送還される
1246年8月24日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･定宗1年7月12日|<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国第3代皇帝｢定宗ｸﾞﾕｸ｣ｵｺﾞﾃﾞｲの長男
  (~定宗3年3月25日1248年4月20日)
1246年9月26日-09:00|日本|  ||寛元4年8月15日|<死去>昱子内親王(16歳)後堀河天皇の皇女､伊勢斎宮
1246年9月30日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ2世｣
1246年9月30日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ3世｣(~1248年)
1246年9月30日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ3世｣
1246年9月30日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世｣(~12631114死去)
1246年10月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ﾄﾞ･ﾄｩｰﾛｯﾃ｣
1246年10月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ=ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ﾐｪｼｭｺ2世｣
1246年10月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ･ｵﾎﾟﾙｽｷ｣(~12810514死去)
1246年12月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾆｹｰｱ王国ﾖﾊﾈｽ3世がﾄﾗｷｱのｴﾋﾟﾛｽ王国領を併合
1246年12月14日-09:00|日本|徳島県|寛元4年11月5日|<死去>小笠原長経(69歳)御家人､阿波守護
1247年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ7世｣(~1270年死去)
1247年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾒｿﾎﾟﾀﾆｱ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Kamil Muhammad｣(~1260年)
1247年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ=ｵｰﾗﾐｭﾝﾃﾞ伯｢ｵｯﾄｰ3世｣(~1285年),｢ﾍﾙﾏﾝ3世｣(~1283年)
1247年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾛｼｭﾃｨｽﾗﾌ･ﾑｽﾃｨｽﾗｳﾞｨｯﾁ｣(~同年)
1247年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣(~12510606死去)
1247年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ方伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣(~1308年)
1247年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾊﾟｶﾞｰﾉ2世･ﾃﾞｯﾗ･ﾄｯﾚ｣(~1257年)
1247年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞ･ｸﾞｴﾙﾀﾞｰｽ｣(~1274年退任)
1247年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ4世｣(~12791014死去)
1247年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢William de Ferrers｣
1247年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢William de Ferrers｣(~12540328死去)
1247年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾗﾝｽ｣(~12960518死去)
1247年1月3日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ5世｣
1247年1月3日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｵﾀｶﾙ2世｣ﾎﾞﾍﾐｱ王ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ1世の次男(⇒1253年兼ﾎﾞﾍﾐｱ王~12
  780826死去)
1247年1月29日-09:00|日本|  ||寛元4年12月21日|<死去>九条立子(東一条院)(56歳)順徳天皇の中宮
1247年2月7日-09:00|日本|  ||寛元5･宝治1年|<任命>伊賀国守護｢千葉頼胤｣(~1275年､次に胤宗､貞胤と続く~13
  33年)
1247年2月7日-09:00|日本|  ||寛元5･宝治1年|<任命>讃岐国守護｢北条重時｣(~1251年)
1247年2月12日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｴﾙﾒｼﾞﾝﾃﾞ女伯｣
1247年2月12日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ5世｣ﾘﾝﾌﾞﾙﾌのﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ4世/ﾅﾐｭｰﾙのｱﾝﾘ3世(~1281
  1224没)
1247年2月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂ･ｲﾀﾘｱ対立王･ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾗｽﾍﾟ｣
1247年2月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣ﾏｲｾﾝ辺境伯､ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾗｽﾍﾟの甥(~1265年)
1247年2月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ7世｣(~12590422死去)
1247年2月25日-09:00|日本|  ||寛元5年1月19日|<就任>摂政:近衛兼経(~建長4年10月3日)
1247年4月5日-09:00|日本|  ||宝治1年2月28日|寛元から宝治に改元
1247年7月8日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|宝治1年6月5日|北条時頼が三浦泰村(44)とその一族を滅ぼす(寶治
  合戦)
1247年7月9日-09:00|日本|  ||宝治1年6月6日|<死去>河内国･相模国守護｢三浦泰村｣
1247年7月10日-09:00|日本|千葉県長生郡睦沢町|宝治1年6月7日|大須賀胤氏ら千葉秀胤を一宮の大柳谷に襲撃
  し秀胤自殺
1247年8月3日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･定宗2年;高麗･高宗35年7月|蒙古軍,再び高麗へ
1247年8月5日-09:00|日本|  ||宝治1年7月3日|<任命>六波羅探題北方･山城国守護｢北条長時(極楽寺流赤橋氏)｣
  (~建長8(1256)年3月28日→評定衆→執権)
1247年8月31日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｿﾞﾌｼｪ=ｸﾔｳﾞｨ公｢ｺﾝﾗﾄ1世｣
1247年8月31日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｿﾞﾌｼｪ(ﾌﾟｳｫﾂｸ)公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世｣ｺﾝﾗﾄ1世の息子(~12480225死去)
1247年9月28日-09:00|日本|京都府京都市左京区|宝治1年8月28日|法勝寺阿弥陀堂が焼亡
1247年10月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｫﾝ･ﾎﾗﾝﾄ｣ﾎﾗﾝﾄ伯(12540521まで対立王~1
  2560128没)
1247年12月5日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|宝治1年11月7日|鎌倉寿福寺焼失
1247年12月25日-09:00|日本|  ||宝治1年11月27日|幕府が､守護･地頭が勝手に検田することを禁じる
1248年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ｱﾇｻﾊﾟﾃｨ｣
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1248年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ﾄｰｼﾞｬﾔ｣(~1250年死去)
1248年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾎﾛﾌﾞﾘｯﾄ｣(~1.15戦死)
1248年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Imad al-Din ibn Hazarasp｣(~1251年)
1248年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏｰﾃﾞｨ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾌｾｲﾝ｣(~12580220死去)
1248年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｻｸｿ･ｱｼﾞｿﾝ｣(~1249年死去)
1248年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪﾙｳﾞｪﾝ｣(2回目~1253年)
1248年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｸﾙﾁ･ｱﾙｽﾗｰﾝ4世｣(~1265年死去)
1248年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾄﾞｽ島がｼﾞｪﾉｳﾞｧに占領される(~1250年)
1248年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Isabelle｣
1248年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Matilda｣(~12560512死去)
1248年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｲｼｭﾄｳﾞｧﾝ･ｸﾞｰﾄ=ｹﾚﾄﾞ｣(~1260年)
1248年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世禿公｣(~12781226死去)､｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ1世｣(~1251年)
1248年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公｢ﾍﾙﾏﾝ6世｣ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯(~12501004死去)
1248年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱはﾁｭﾆｽに編入(~1327年)
1248年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰﾙﾊｻﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣
1248年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｳﾏﾙ･ﾑﾙﾀﾀﾞｰ｣(~1266年死去)
1248年1月4日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｻﾝｼｭ2世｣
1248年1月4日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｱﾌｫﾝｿ3世｣(~12790216死去)ｱﾌｫﾝｿ2世の子
1248年1月9日-09:00|日本|  ||宝治1年12月12日|幕府本地頭と新地頭の徴租法式を定む
1248年1月15日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾎﾛﾌﾞﾘｯﾄ｣戦死
1248年1月15日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ2世｣(~12520724)
1248年1月28日-09:00|日本|  ||宝治2年|<任命>常陸国守護｢宍戸国家｣(~1250年)
1248年1月28日-09:00|日本|沖縄県|宝治2年|<死去>琉球王｢舜馬順煕｣(64歳)⇒世子の義本が即位
1248年2月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｱﾝﾘ2世｣
1248年2月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｱﾝﾘ3世｣(~12610208死去)
1248年2月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世が､第2次ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ都市同盟に敗れる
1248年2月25日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｿﾞﾌｼｪ(ﾌﾟｳｫﾂｸ)公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世｣
1248年2月25日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｿﾞﾌｼｪ(ﾌﾟｳｫﾂｸ)公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ1世｣ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世の兄弟(~12620623死去)
1248年2月26日-09:00|日本|愛知県東海市|宝治2年2月|尾張国観福寺の本堂宮殿が造られる
1248年4月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾃﾞｰﾈｽ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾃｭﾘｴ｣(2回目~9.1)
1248年4月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ5世｣
1248年4月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｷﾞｰ3世｣(~1289年死去)
1248年4月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･定宗3年3月25日|<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国第3代皇帝｢定宗ｸﾞﾕｸ｣/年43
1248年4月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･定宗3年3月25日|<就任>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国監国(定宗の皇后)ｶﾞｲﾐｼ(ﾊｲﾐｼ海迷
  失-1251)
1248年4月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｷﾘｽﾄの荊冠や十字架などの｢聖遺物｣を納める｢王宮付属の礼拝堂｣としてﾊﾟﾘの
  ｢ｻﾝﾄ･ｼｬﾍﾟﾙ-(聖礼拝堂)｣(1区｢ｼﾃ島｣)が完成/ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世(のち聖王､聖ﾙｲ王)の命により､建築家ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾄ
  ﾙｲﾕが手がけた(ﾊﾟﾘ最古のｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽが有名)
1248年6月11日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|宝治2年5月18日|<死去>安達景盛(不明)上野･摂津守護.高野
  山で死去
1248年6月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾒﾗｰﾉ公･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｵﾄﾝ3世｣兼ｲｽﾄﾘｱ辺境伯･ｶﾙﾆｵﾗ
  辺境伯｢ｵｯﾄｰ2世｣
1248年6月19日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<就任>ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Ulric3世｣(~12691027死去)
1248年6月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｱﾃﾞﾗｲｰﾄﾞ｣(~12790308死去)､｢ﾕｰｸﾞ･ﾄﾞ･ｼｬﾛﾝ｣ｱﾃﾞﾗｲｰﾄﾞの最
  初の夫(~12661122死去)
1248年6月19日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢白人詩人ｵｰﾗﾌｰﾙ ｿｰﾄﾞﾀﾞﾙｿﾝ
  ｣(1回目~1251年)
1248年7月21日-09:00|日本|  ||宝治2年夏|万代和歌集出来る
1248年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<退位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾎﾑｽ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Ashraf Muzaffar al-Din Musa｣
1248年8月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||聖王ﾙｲ9世の第7回十字軍がﾘﾖﾝ湾の港ｴｰｸﾞﾓﾝﾄを船出
1248年9月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾛﾗﾝﾄﾞ･ﾌｨｱ･ﾄﾞﾓｺｽ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾗﾄｯﾄ｣(~1261年8月)
1248年11月11日-09:00|日本|  ||宝治2年10月25日|<死去>甲斐･安芸国守護｢武田信光｣87歳/信政が継ぐ
1248年11月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｽﾃｨﾘｬ王ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ3世が､ｾﾋﾞﾘｬ･ｶﾙﾀﾍﾅを陥す
1248年11月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ･ﾓﾝﾄｸﾞﾗﾆﾙで土砂災害､死者3千人
1248年12月21日-09:00|日本|山梨県|宝治2年12月5日|<死去>武田信光(87歳)御家人､甲斐･安芸守護
1249年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾄﾞ･ﾛﾝｼﾞｭﾓｰのﾓﾝｺﾞﾙ遣使(～1251)
1249年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1278年死去)
1249年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Muhammad｣(~1271年)
1249年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ﾕｾﾌ1世｣(~12961122死去)
1249年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘﾉ･ﾌｧﾘｴ｣(~1250年)
1249年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｽﾃｨｺﾞｯﾄ･ｱｼﾞｿﾝ｣(~同年)
1249年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ｶﾗｸ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Mughith Umar｣(~1263年)
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1249年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公(ﾘｭｰﾘｸ朝)ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世(~1263年)ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽの封臣
1249年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞ2世｣(~1257年死去)
1249年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ｻﾞｶﾘｰﾔｰ･ﾔﾌﾔｰ1世｣
1249年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾘｰﾉ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1253年)
1249年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ3世｣(~13060305死去)
1249年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ﾔﾛﾏﾙ2世｣(~1260年)
1249年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ=ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾑｽﾀﾝｽｨﾙ｣(~1277年死去)
1249年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾀﾞﾝﾌｧｰﾑﾘﾝ修道院長ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾃﾞ･ｹﾙﾃﾞﾚｽ｣(~1250年)
1249年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｱﾌｫﾝｿ3世がﾌｧﾛとｼﾙｳﾞｪｽを占領し､南部のｱﾙｶﾞｰｳﾞからｲｽﾗﾑ教勢力を駆逐
  し､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ国内でのﾚｺﾝｷｽﾀ(国土回復運動)を完成
1249年1月7日-09:00|日本|京都府京都市|宝治2年12月22日|武者小路西洞院炎上
1249年1月8日-09:00|日本|  ||宝治2年12月23日|幕府百姓と地頭との訴訟の法を定む
1249年2月14日-09:00|日本|  ||宝治3年･建長1年|<任命>美濃国守護｢宇都宮泰綱｣(~不詳)
1249年2月14日-09:00|日本|  ||宝治3年|<任命>和泉国守護｢北条重時｣(~1261年)
1249年2月14日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|宝治3年|法隆寺西円堂出来る
1249年2月28日-09:00|日本|  ||宝治3年1月15日|<死去>道助入道親王(54歳)後鳥羽天皇の皇子
1249年3月16日-09:00|日本|京都府京都市|宝治3年2月1日|時の後深草天皇が皇居として使用されていた｢閑院内
  裏｣が火災となり焼失
1249年5月2日-09:00|日本|  ||建長1年3月18日|宝治から建長に改元
1249年5月3日-09:00|日本|  ||宝治3年3月19日|<死去>加藤景正(82歳)陶工､瀬戸焼の開祖
1249年5月6日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢Haraldr Olafsson(Harold1世)｣
1249年5月6日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Rognvaldr Olafsson(Ragnal2世)｣(~30日死去)
1249年5月7日 03:00|日本|京都府京都市|建長1年3月23日|<京都建長元年の大火>午の刻(午前12時ごろ)､姉小路
  室町から出火/被災地域は京都の半ばに達し､北は三条坊門まで､南は八条まで､西は洞院まで､東は鴨川の河原
  までに及び六角堂も焼失/炎が強風に乗って河原を飛び越え､遙か蓮華王院まで飛び火し､同院の塔から御堂(
  三十三間堂)に移り､千体の観音像のうち156体と二十八部衆の像は取り出したが､残りの像と御堂は全焼
1249年5月30日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢Rognvaldr Olafsson(Ragnal2世)｣
1249年5月30日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Haraldr Gudhfridharson(Harold2世)｣(~1250年)
1249年6月6日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||聖王ﾙｲの第7回十字軍がｴｼﾞﾌﾟﾄのﾀﾞﾐｴｯﾀを占領
1249年6月13日-09:00|日本|香川県善通寺市|建長1年5月1日|僧道範,弘法大師誕生所に一堂を建立し,誕生院と
  号する
1249年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ1世｣
1249年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏﾙｸ伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ1世｣(~12771116死去)
1249年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ2世｣ﾉﾙｳｪｰからのﾍﾌﾞﾘﾃﾞｽ諸島の奪還を目指して
  進軍中に
1249年7月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ3世栄光王｣ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ2世の息子(~12860319落
  馬による事故死)
1249年9月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾚﾓﾝ7世｣
1249年9月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ｼﾞｬﾝﾇ｣ｱﾙﾌｫﾝｽ･ﾄﾞ･ﾎﾟﾜﾃｨｴと結婚(~1271082
  5死去)
1249年11月13日-09:00|日本|  ||建長1年10月8日|朝廷沽価法を定む
1249年11月16日-09:00|日本|愛知県犬山市|建長1年10月11日|僧秀賢ら､仏師僧鏡慶に三河国随求寺の聖観音菩
  薩坐像を造立させる
1249年11月22日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝第7代ｽﾙﾀﾝ兼ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ｱｯ=ｻｰﾘﾌ･ﾅｼﾞｭﾑｯﾃ
  ﾞｨｰﾝ･ｱｲﾕｰﾌﾞ｣十字軍との戦闘で
1249年11月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢Muwahhid Taqiyya ad-Din Abdullah｣(~1294
  年)
1249年11月22日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝第8代ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｰﾗｰﾝ･ｼｬｰ｣兼ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ(~12
  500502死去)
1249年12月20日-09:00|日本|愛知県岡崎市|建長1年11月15日|三河国滝山寺三重塔の落慶供養
1249年12月28日-09:00|日本|京都府京都市|建長1年11月23日|幕府が永福寺を供養
1250年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ﾄｰｼﾞｬﾔ｣
1250年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ｳﾞｨｼｭﾇﾜﾙﾀﾞﾅ｣(~1268年)
1250年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝのﾊﾞﾅｲ島で最古の成文法が完成
1250年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｱﾗｳﾏﾋﾟｭｰ｣(~1256年)始祖
1250年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｵﾙｶ国
1250年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｶﾏﾀ国
1250年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国
1250年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾏﾙﾜｰﾙ国
1250年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Maravarman Vikkiraman2世｣(~1251年)
1250年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶｰｶﾃｨｰﾔ朝のｶﾞﾅﾊﾞﾃｲがｶｰﾝﾁｰを攻略
1250年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｰﾄﾞ･ﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｱﾘｰ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ｣(~1253年10月､ｼﾞｬﾝﾏｰｽﾞ･ﾌﾞﾝ
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  ･ﾊｻﾝによって殺された)､｢ｱﾌﾞｰ･ﾇﾏｲ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ｻｰﾄﾞ｣(~1253年10月)
1250年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｵﾘｵ｣(~1252年)
1250年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Nure Sufi Bey｣(~1256年)
1250年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾄﾞﾃﾞｶﾈｽ諸島とﾛｰﾄﾞｽ島はﾆｶｲｱ帝国の一部(~1261年)
1250年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾌﾟﾘｴｽﾞﾀﾞ1世｣(~1287年)
1250年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Egno von Eppan｣(~1273年)
1250年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾄﾞﾐﾆｺ会がﾁｭﾆｽにｱﾗﾋﾞｱ学院を建設しｲｽﾗﾑ研究に着手
1250年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｾﾝﾄｱﾝﾄﾞﾘｭｰｽ司教ｶﾞﾑﾗﾝ｣(~1253年)
1250年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾗﾝｽ｣(~12960518死去)
1250年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢John Dugaldsson｣(~1252年)
1250年 00:00|ﾖｰﾛｯﾊﾟ|  |||このころ､ﾖｰﾛｯﾊﾟで馬をもちいた耕作が普及
1250年 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙ北部高地でｷﾄのDuchicela族を中心にCaranqui連盟と呼ばれる部族連合が成
  立,ｲﾝｶの来襲まで150年にわたり支配を継続/このほかｸﾞｱﾔｽ地方にﾜﾝｶﾋﾞﾙｶ王国が成立
1250年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||このころ､ﾏﾔでﾏﾔﾊﾟﾝが覇権をにぎり繁栄
1250年1月13日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建長1年12月9日|評定衆の下に御家人の領地訴訟の裁判の迅速さと
  公正さをはかる為に引付衆を設置
1250年2月2日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ11世｣34歳
1250年2月2日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ1世｣(~12750722~13021226死去63歳)
1250年2月3日-09:00|日本|  ||建長2年|<任命>大隅国守護｢北条時章｣(~1272年)
1250年2月8日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｶｲﾛ進出を企てていた聖王ﾙｲ9世がﾊﾞｰﾙ･ｱｻｰﾘﾌ運河を突破
1250年2月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾄﾜ伯｢Robert1世｣
1250年2月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾄﾜ伯｢Robert2世｣(~13020711死去)
1250年2月13日-09:00|日本|  ||建長2年1月11日|<死去>道覚法親王(47歳)後鳥羽天皇の皇子､天台座主
1250年4月6日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世､｢第6回十字軍｣遠征中､｢ﾏﾝｽｰﾗの戦い｣(ｴｼﾞﾌﾟﾄ)でｲｽﾗﾑ勢力
  に敗北/ﾙｲ9世が捕虜となる/｢ﾀﾝﾌﾟﾙ騎士団｣総長ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ｿﾝﾅｯｸが戦死
1250年5月-02:00|ﾚﾊﾞﾉﾝ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||十字軍ｴﾙｻﾚﾑ王国がｼﾄﾞﾝ再取得
1250年5月2日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝第8代ｽﾙﾀﾝ兼ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ﾄｩｰﾗｰﾝ･ｼｬｰ｣ﾊﾞﾌﾘｰ･
  ﾏﾑﾙｰｸに殺害される
1250年5月2日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝第9代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｱｼｭﾗﾌ･ﾑｰｻｰ｣(~1250.7)
1250年5月2日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾝ=ﾅｰｽｨﾙ･ﾕｰｽﾌ｣(~1260年死去)
1250年5月2日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬｼﾞｬﾙ･ｱｯ=ﾄﾞｩｯﾙ(女)｣(~7月)
1250年5月8日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||捕虜となっていた聖王ﾙｲ9世がﾀﾞﾐｴｯﾀ返還と50万ﾘｰｳﾞﾙの身代金により
  釈放され､ｼﾘｱに向かう
1250年5月22日-09:00|日本|  ||建長2年4月20日|幕府庶民の帯刀を禁ず
1250年6月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾀﾞﾝｶﾝ｣
1250年6月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾆｰﾙ｣先代の長男(~1256年死去)
1250年7月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Izz al-Din Aybak｣(~5日間)⇒｢ｱﾙ=ｱｼｭﾗﾌ･
  ﾑｰｻｰ｣(~1257年死去)
1250年7月31日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｲｯｽﾞ･ｱｲﾊﾞｸ｣(~12570410,暗殺される)
1250年7月31日-09:00|日本|愛媛県松山市|建長2年7月|円明寺両脇侍立像が造られる
1250年7月31日-09:00|日本|京都府京都市北区|建長2年7月|竜源院釈迦如来像(行心)できる
1250年8月4日-09:00|日本|  ||建長2年7月5日|幕府質債法を制定
1250年8月10日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｴｰﾘｸ4世｣
1250年8月10日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王代行｢ｱﾍﾞﾙ･ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏﾙｾﾝ｣ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世とﾍﾞﾚﾝｶﾞﾘｱ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｩｶﾞ
  ﾙの次男(⇒11.1､王~12520629没)
1250年10月4日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公兼ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯･ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境
  伯｢ﾍﾙﾏﾝ6世｣
1250年10月4日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公兼ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯･ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境
  伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~12681029死去)
1250年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｴﾙｻﾚﾑ王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣兼ｼﾁﾘｱ王｢
  ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ1世｣兼ｲﾀﾘｱ王｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世｣
1250年12月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ｺｯﾗｰﾄﾞ｣ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王･ｴﾙｻﾚﾑ王･ｼｭﾍﾞｰﾍﾞﾝ大公(~12540521死去
  )
1250年12月23日-09:00|日本|  ||建長2年11月29日|幕府が鷹狩りを禁じる


